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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





目　次









アンビバレンスな素肌







１







　窓ガラスを強打していた雨は未明には止やみ、その日は見事な快晴となった。梅雨つゆの晴れ間というにはいっそあっぱれと褒ほめ称たたえたくなるほどに陽ひ射ざしが強く、もうすぐそこに夏が来ていることを知らしめるほどの快晴だった。


「すっげー、いい天気。晴れて良かったなあ」


　堀ほり内うち浩ひろ之ゆきはぐっと伸のびをしながら、そう呟つぶやいた。黒い瞳ひとみを子供のように嬉うれしそうに細め、浩之は口くち唇びるを満足そうにゆるめる。


　身長は一七五センチと平均身長より少し高めで、そのうえ幼い頃ころから続けている剣けん道どうのおかげか、それなりにしっかりとした骨格をしている。だが、どうしても子供っぽい印象が拭ぬぐいきれない身体からだつきをしていた。


　白いＴシャツから伸びた腕うではよく見ればそれなりに成長した男のものであったし、胸むな板いたや足なども華きや奢しやとはとても言い難がたい。だが、パーツごとにではなくトータルとして見ると、何故なぜかその印象は一転して幼いものとなってしまうのだ。


　しかも、その印象を決定づけてしまっているのが、呆あきれるほどに幼い顔立ちとその表情だった。


　大人っぽい鋭えい角かく的なラインを描えがく頰ほおには不似合いなくるっとした黒い瞳に、少し大きめの鼻。口の端はしがわずかに持ち上がっているせいで、柔やわらかな印象が残る。しかも、考えていることが素す直なおに顔に出てしまうタイプなので、尚なお更さらそう見えてしまうらしい。


　そして何よりも、年ねん齢れいや見かけの割に落ち着いて見える物もの腰ごしと、くるくると変わる素直な表情とのアンバランスさをより一層際きわだたせているのが、他人の目を惹ひきつける最大の要因だった。


　まとわりつく空気は強い陽射しと違ちがい湿しつ気けを帯びて不快だったが、雨が降っていないだけでも儲もうけものだ。雨が降る中でする引っ越こしほど面めん倒どうくさくて大変なものはない。


「だな。今日行くところの奴やつは相当運のいい奴で決まりだ」


　浩之の隣となりでぷっかりと煙草たばこの煙けむりを吐はき出しながら、青あお柳やぎ颯そう太たが眩まぶしそうに青空を見上げた。少し長めの茶ちや髪ぱつは大きめのウェーブがかかっており、颯太はそれをうざったそうに煙草を持った手で、無造作に搔かき上げる。


　浩之と同じくらいの身長だが、身体の造りが違うのかやたらとひょろりとした印象がある。高校に通っていた三年間、浩之と同じ剣道部に所属していたにもかかわらず、あまり筋肉がつかなかったのだ。しかしそのために、一年後こう輩はいで身長も同じくらいなのに体格が違う浩之を扱しごきまくったのは、完全に八つ当たりと言ってもいいだろう。


　今も会社指定の同じサイズの青い作業着を着ているのだが、浩之がまるで高校生のジャージ姿のように見えるのに対し、颯太はわざとワンサイズ大きいモノを着ているかのように、布の方があまり、作業着の中で身体が泳いでいた。


　しかし、そんな非体育会系の外見とは裏腹に、颯太の性格ははっきり言って『乱暴』とか『凶きよう暴ぼう』としか言いようがなかった。行動はどちらかと言えば大雑把だったし、すぐに手が出る。それでも今まで大事に至るようなことがなかったのは、引き際を心得ているからだろう。


　今二人が立っているのは会社の駐ちゆう車しや場で、脇わきには軽トラックが止まっている。これからこの軽トラックを使って引っ越しの荷物を運ぶのが、今日一日の仕事だ。


　今年の春高校を卒業したばかりの浩之は『猫ねこの手』という名前の便利屋に就職した。在学中、浩之が進路に迷っていた時に、一年先に就職していた颯太に誘さそわれたのがきっかけだった。大学に通い勉強するよりも、身体を動かすことが好きな浩之にはこの仕事は性しように合っていた。


　両親は浩之が大学に進学し、そこで剣道を続けるのだとばかり思っていたらしく、就職すると告げた時の驚おどろきは相当なものだった。だが、彼らの想像に反して、浩之は剣道を止めることなく、仕事の合間を縫ぬっては、小学校に入学する前から通っている柴しば田た道場で竹刀しないを振ふるっている。


　この柴田道場は浩之にとって、なじみ深いというだけでなく、実際にとても通いやすい道場だった。


　仕事は九時出社十七時退社が基本だが、依い頼らいされた仕事によっては早朝、徹てつ夜やも頻ひん繁ぱんにある。当然、普ふ通つうの道場では決められた時間に通うことは難しい。しかし、柴田道場にはそういった不規則な仕事をしている人のための特別コースが設けられており、道場生の都合がいい時に来て稽けい古こをつけてもらうことができる。しかも、朝は八時から夜は二十二時まで、いつでも自主練習ができるよう、道場が開放されていた。


　浩之はよく言えば、剣道一筋十二年、はっきり言えば、彼女いない歴十九年を更こう新しん中だ。人並みに彼女が欲しいとも思ったこともあるが、どうにも縁えんがないままこの年になってしまった。颯太にはことあるごとに童どう貞ていだとからかわれているが、本当のことなので何も言い返せないのが悔くやしく思うこともある。


「そんじゃまあ、行きますか」


　颯太が煙草を銜くわえたまま運転席に乗り込み、浩之もそれに続く。浩之は車の免めん許きよ証をまだ持っていない。現在、仕事をするのに絶対必要だからと、ようやく教習所に通い始めたところだ。半年の研修期間が終わる前に何とか免許証を取り、事故らない程度には運転に慣れておかなければならない。


　危なげない颯太の運転で、会社からほど近いマンションへと向かう。助手席で揺ゆられながら浩之は、朝社長からもらった書類にもう一度目を通した。依頼人の名前と引っ越し前の住所が連れん絡らく先として書かれている。


　浩之が一番確かく認にんしておきたかったのが、階数とエレベーターの有う無むだった。エレベーターのない中層階以上の荷運びははっきり言って辛つらい。だが最初に覚かく悟ごしていれば、それなりに気合いの入れようはいくらでもあるのだ。


　それらをチェックして浩之はほっと息をつく。引っ越し前のマンションは八階だったがエレベーターはあるし、引っ越し先は二階でエレベーターを使う必要もない。あとは荷物がどれくらいあるかに掛かかってくる。


　引っ越し先の住所の下には、移動させる荷物の種類が大おお雑ざつ把ぱに書き込まれているので、それを指先で一つずつ辿たどって確認しながら、浩之は思ったことを口にした。


「家電製品が全然無いですね。これなら楽だけど、優ゆう雅がだよなあ」


　引っ越し先も駅三つ離はなれた距きよ離りで、４ＬＤＫのファミリータイプのマンションから、単身者用の１ＬＤＫへ引っ越しだ。しかも、依頼人は二十八歳になる男性とくれば、多少遅おそいかもしれないが、実家からの独立を果たし、これから自由気ままな一人暮らしを始めるということなのだろう。


　───自分みたいな寮りよう暮らしとは、格が違うって感じ。


　ちょっとした羨うらやましさに妬ねたみを添そえて、依頼人の名前を確認する。『森もり山やま芳よし信のぶ』───一字ずつ確かめるようになぞっていた指先がぴたりと止まった。


　───どこかで、聞いたことがある名前だよな。……どこでだっけ？


　眉まゆ根ねを寄せて思い出そうとするが、まったくといっていいほど浮うかんでこない。しばらく考えてみたが、浩之はあきらめて溜ため息をついた。


「なっ。オレらと、ぜんっぜんっ、違うよなっ」


　その溜め息を颯太は別の意味に取り違えたようだ。


　内心の憤いきどおりを示すかのように、颯太は手て荒あらくハンドルを切った。急激な左折にタイヤが軋きしんだ音を立てる。


　便利屋という仕事の性格上、早朝も深夜もない。時間が不規則な上、急な呼び出しも時折あり、社員によっては同居している家族に気き兼がねする者もいる。そのため、『猫の手』では希望があれば、会社に近いアパートを借り上げ寮として社員たちに貸し出している。


　ちなみに浩之の実家は、森山氏の引っ越し先にほど近い。浩之の場合は妹がまだ高校生だから、というのが主な理由だ。来年からは妹も受験生になるし、余計に気を遣つかいそうだったので、早いうちにとさっさと寮暮らしを始めた。


　颯太が寮暮らしを決めたのは、親に追い出されたらしい。突とつ拍ぴよう子しもない時間に出入りしたり、風ふ呂ろ場ばを使ったり、というのがうるさいと言われたのだそうだ。それでも会社を辞やめないので、この生活は気に入っているようだったが、そのために家事炊すい事じをやらなくてはいけなくなったことに関しては、酒が入るたびに愚ぐ痴ちっている。


　どうやら今回の引っ越しの仕事は、颯太の愚痴のツボを衝ついてしまったようだ。浩之は下手に逆さか撫なでしないようにと、そろりと視線を外しコメントも控ひかえた。颯太は不満そうに煙草を吹ふかしながら、車を乱暴に運転していく。


　程ほどなくして、巨きよ大だいマンションの前に到とう着ちやくした。エントランスからして豪ごう華かな十二階建てのマンションだ。築三年も経たっていない、新しさを感じさせるマンションで、その豪華さにますます颯太の機き嫌げんは悪くなったらしい。


　───あーあ。今晩は飲み決定かなあ。今日は道場行きたかったんだけど。


　内心の溜め息を呑のみ込むと浩之は自動ドアの中に入り、オートロックが掛かっている内扉とびらの傍そばにある操作盤ばんに手を伸のばした。森山の部屋の番号を押して応答を待つ間に、ついエントランスを観察してしまう。


　ゴミ一つ無いホールに、端に置かれている応接セット、きちんと管理されている観葉植物が仕切りの役割をしている。集合ポストの隣にはステンレス製のゴミ箱があった。投げ込みチラシやダイレクトメールをそこに捨てていけるようにという配はい慮りよだろうか。


　浩之はゆっくりと視線を巡めぐらせて、再びインターフォンに目を遣やったが、そこには何の変化もない。部屋の番号を間ま違ちがえたのかなと、手にした書類を見ながらもう一度、数字を一つずつ慎しん重ちように押していく。表示された部屋の番号を確認して、最後に呼び出しボタンを押した。


　いつまでも応答がないことを訝いぶかしく思ったのか、颯太が横から覗のぞき込んできた。またしても呼び出し中を示す赤いランプが消えてしまう間際、ようやくインターフォンに反応があった。そのことにほっとして、浩之は呼吸を整える。


『はいー？』


　どこか間延びした男の口調に、浩之は微笑ほほえむ。高くもなく低くもないインターフォン越ごしの男の声は、耳に優やさしく響ひびくものだった。こちらを安あん堵どさせるような柔やわらかさが、その声にはあった。浩之の口調も、知らず優しいものになる。


「『猫の手』ですが、本日お引っ越こしご予定の森山様ですね」


『あ？───うわあ、もう、そんな時間なんですね。ええと、今、そこ開けますから』


　どこか焦あせったような台詞せりふだが、相変わらず男の声はのほほんとして聞こえ、浩之は小さく口くち許もとを綻ほころばせる。だが、傍で聞き耳を立てていた颯太は、ぶつりとインターフォンが切れる直前に聞こえてきた『これ、どうやって開けたっけ』という小さな声に、頰ほおを引きつらせる。


「今回の仕事、無事に終わるのかねえ」


　嫌いやそうに呟つぶやく颯太に、浩之は何とも言えずに笑ってごまかしてしまう。


　単身者の───特に男性の引っ越しは、とても大変なのだ。荷物はうまく詰つめ込まれているか。割れ物や水物はきちんと梱こん包ぽうされているか。引っ越し先のどこに荷物を置くか。支し払はらいはすぐにされるのか。気になる点はいくらでも出てくる。


　それでも、依頼人もしくは引っ越しする人物がしっかりしていればいいのだが、意思がはっきりしなかったり、何から何までお任せだったりすると、非常に面めん倒どうくさいことになる。また、そういう人物に限って、やたらと文句や注文が多い。


　浩之も便利屋に勤め始めてから何度か引っ越しの仕事を経験したが、どれも問題なくとはいかなかった。


　文字通り部屋いっぱいに詰め込まれている服を整理するところから始めたり、食器類を緩かん衝しよう材ざいに包まず箱の中に入れただけの荷造りがあったり、引っ越し先の住所を間違えられて何時間も彷徨さまようはめになったり、運悪くエレベーターが故障していたり、など様々なトラブルに見み舞まわれている。


　そして待たされること五分。その間にマンションの住人が出入りしなかったことだけが救いだった。ようやく開いた内扉をくぐり、颯太は頰を引きつらせたままずかずかと歩いていく。浩之は溜め息を呑み込み、颯太の後に続いた。


　───おれ、今晩、帰れないな。先せん輩ぱいと二人じゃ辛いから、荒あら井いさんも誘さそおう。


　エレベーターのボタンをがしがしと押し続けている颯太に並びながら、浩之は一人うんうんと頷うなずく。沸ふつ点てんを越えた颯太の飲みっぷりに二人っきりの状態でつきあわされると、次の日は必ず二日ふつか酔よいになり体調は最低最悪となってしまう。


　人数が増えればその分だけ、自分が飲まされる酒しゆ杯はいが減る。社長である荒井が最適なのは、颯太と並ぶ酒しゆ豪ごうだからだ。そろそろ三み十そ路じになるというのに平気で一晩中飲み明かす荒井は、浩之にとって凄すごいとしかいいようがない。


　エレベーターの中でも、颯太は苛いら々いらと組んだ腕うでを指先で叩たたいていたが、さすがに客商売をしているだけはあり、浩之がインターフォンを押した時には、にこやかな笑え顔がおを浮かべていた。


「お待たせいたしました。『猫ねこの手』です」


　先程の温かな声の持ち主がどんな人物なのかと考えて、浩之は少しばかり落ち着かない。


　───声のとおり、優しい感じの人かな。うーん、おれよりも小さい感じで、こう、ほんわかとしてる、猫みたいな感じ？　でも、年上だっけ……。


『こっちが待たされたんだよ』という颯太の文句が聞こえないほど、浩之の想像はふくらんでいく。だが、いつまで経っても扉は開かない。後ろでは堪こらえ性しようのない颯太が、早くも頰をひくひくと引きつらせ始めているのが伝わってくる。


　ばくばくとがなり立てていた心臓が落ち着きを取り戻もどし、浩之が訝しく思い始めた頃ころ、ようやく扉が開かれた。


「すみません。ちょっと、そこでつまずいてしまいまして。ええと、どうぞ、お入りください」


　インターフォン越し以上に柔らかく耳じ朶だを打つ声だった。しかし、浩之はうっとりと仕し損そこねてしまう。確かに、温かくて一息つける声には間違いなかったし、直じかに聞く声は完全に浩之を絡からめ取るに足る優しさがあった。


　だが、しかし───。


　───なんでこんなにでかいんだーっ。これじゃあ詐さ欺ぎだよっ、詐欺っ。


　自然と震ふるえだしそうになる拳こぶしをぎゅっと握にぎり込み、浩之は無言のまま頭を下げて室内に入っていった。颯太も口の中で小さく挨あい拶さつをすませ玄げん関かんに入ると、扉は大きな音を立てて閉まった。


　目の前を歩く長身の男に再び視線を遣り、浩之は溜ため息を無理矢理呑み込む。


　軽く百九十センチは超こえているだろう身長に見合った、長い手足をしている。ちらりと見ただけの手もかなり大きく、しっかりとしており、ジーンズから覗く素す足あしも骨張っている。全体的にバランスが良く、背が高いわりにひょろりとした印象もない。


　切るのを忘れているのか、それとも伸ばしているのか、肩かたに触ふれるくらいの微び妙みような長さの髪かみは、ゆるくウェーブが掛かかっている。前髪が視界を遮さえぎるのが邪じや魔まなのか、大きな手で髪を後ろに撫なでつけるが、すぐにまた落ちていく。


　───……完全に切り忘れ、だな。伸ばしてるなら、もうちょっとヘアスタイルに気合いが入ってるはずだ。


　どうみても洗いざらしにしか見えない髪に、浩之は勝手にそう決めつける。少しだけ色素が薄うすく、茶色に見える髪はてんでんばらばらに好き勝手な方向を向いていた。意外と太い首筋に毛先が一ひと房ふさだけ貼はり付いている。


　その光景に、浩之は微かすかに目を見張った。


　───あれ？……見たこと、ある……？


　遠い記き憶おくを思い出しかけた途と端たんに、目の前の男の身体からだが揺ゆらいだ。慌あわてて瞬まばたきを繰くり返せば、森山は廊ろう下かの真ん中でしゃがみこんでいる。


「あの？」


「あー、すみません。さっきつまずいたところで、全部拾ったと思ったんですけど」


　長い指先に不似合いな、小さな画が鋲びようを摘つまみながら、森山は目を細めた。のんびりとした口調には不ふ釣つり合いだった切れ長の瞳ひとみが、それだけで優しい印象に変わる。


　黙だまっていれば、森山の持つ雰ふん囲い気きは鋭するどいものでしかない。それが人当たりのいいものに思えるのは、声と細められる瞳の印象のおかげだろう。


　照れたように笑いながら、森山は立ち上がるとまた足を進めだした。


　廊下には引っ越しの荷物は出ていない。通されたのはどうやらリビングのようで、カウンター式キッチンに、ダイニングテーブル、ソファーセットやテレビ、コンポなどの家具が、何故なぜか手をつけられていないまま、置かれてあった。


　浩之の胸に嫌な予感がよぎる。一方、颯太の眉み間けんにははっきりとわかるほどの皺しわが刻まれていた。


　───全部、梱包からですかあ……？


　浩之が思わず虚うつろな目になってしまうのは仕方ないことだろう。しかし、リビングの一角に段ボール箱がでんと積まれているのを発見し、一筋の光明が差し込んだように思えた。しかも段ボール箱の横面、上面に内容物、場所が書き込まれている。少し丸みを帯びた綺き麗れいな字は、森山の声のように優しい感じがするものだった。


「そこにあるものを運んでもらいたいんです。ええと、書いてあるとおりに分けていただければいいですからあ」


「この段ボール箱だけでいいんですか。中身に間ま違ちがいはないですね？」


　段ボール箱を確かく認にんしながら浩之が聞くと、森山は首を捻ひねり曖あい昧まいな笑みを顔に貼り付けていた。


「運んでもらいたいのはこれだけなんですが……。中身に関しては、多分、としか……。荷造りをしたのは僕じゃないんですよ。あー、でも、『そこに書いてあるとおりにお願いします』と言えばいいからと……」


「───わかりました。では、この中に貴重品は入っていませんね？」


「はあ、多分」


　案の定断言できずに、森山の口調が段々と弱々しいモノになっていく。それに比例して、浩之の後ろにいた颯太の頰が引きつっていくのがわかる。間に挟はさまれた浩之は無理矢理溜め息を呑のみ込んだため、喉のどを詰まらせてしまい軽く噎むせてしまった。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　少しばたばたとしていたので、埃ほこりでも舞まったのかなあ」


「あ、いえ、本当に大丈夫ですから」


　森山が窓を開けようと踵きびすを返した。その途端、森山の腕が段ボール箱にあたり、上に載のっていたガムテープが転がり落ちる。


「うわあ」


　さほど驚おどろいているようには思えない暢のん気きな声だったが、それでも恥はずかしかったらしく、森山は小さな声で『すみません』と言いながら、しゃがみこんでガムテープを拾おうとした。だが、今度は立ち上がりかけたところで森山はバランスを崩くずしてしまう。


「あああーっ」


　身体を支えようと段ボール箱に手をついたが、その場所が悪かったらしい。積んであった段ボール箱が崩れ落ち、その上に森山が倒たおれ込む。


　しばらくの間、三人とも動けなかった。


　颯太はあまりにも絵に描かいたようなお間ま抜ぬけぶりに、笑うのを通り越こして呆あきれていたし、浩之は落ちてしまった段ボール箱の中身の方が気になっていたからだ。


「あー、すみません。動く時は辺りを見回してからにしろ、とよく言われるんですが、すぐに忘れてしまうんですよねえ」


　照れたように俯うつむいたまま早々に立ち上がった森山が、転がしてしまった段ボール箱を元に戻そうとしているのを見て、慌てて浩之が押しとどめる。


「いいですよ。これはおれたちが運びますので、森山さんはそこで見ていてください」


「え？　でも、僕も手伝わないとねえ」


「そんなことは気にしないでください。これがオレらの仕事ですから」


　引きつりながらも颯太がどうにか口にする。


　───はははは……。先せん輩ぱいも二次被ひ害がいを恐おそれているな……。


　森山が張り切れば張り切るほど、何かしら余計なことをやらかしてしまい、それが引き金となって別の騒そう動どうに発展しそうなのだ。もちろん浩之も、森山にはできれば引っ越しの手伝い以外のことをして欲しいと思っている。


「でも、それじゃあ悪いでしょう？……やっぱり何かお手伝いしないと……」


　手にした段ボール箱を浩之に取り上げられ空っぽになった手を見ながら、森山は申し訳なさそうにぼそぼそと呟つぶやいている。ちらりと罪悪感が胸を掠かすめたが、浩之はきっぱりと首を振ふって遠えん慮りよした。


「いいですよ。あなたは……。うん、そこのテーブルでコーヒーでも飲んでいてください」


「……そう？　うーん、よくモノをひっくり返す自覚はあるからなあ。本当にお願いしていいのかな」


「かまいませんよ」


　にっこりと笑って浩之が言い切ると、森山は居い心ごこ地ち悪そうにダイニングのテーブルに落ち着いた。余計な邪魔が入らずにすみそうな雲行きに、颯太が安あん堵どの吐と息いきをついている。


「さて、それじゃあ始めるか」


　落ちてくる前髪を鬱うつ陶とうしそうに搔かき上げ、颯太が気合いを入れた。


　段ボール箱の数は大してない。衣服の入ったモノがほとんどで、残りは雑多なモノが詰つめ込まれた箱が三箱と、食器やカラトリーが入った箱、本とＣＤが入った箱があるだけだった。全部で十五箱あるかないかだ。


　まったく手のつけられていなかったリビングの家電や家具は、要領の悪い森山の説明を浩之が辛しん抱ぼう強づよく聞き出した結果、家族のものであって引っ越しの荷物には含ふくまれていないことをきちんと確認した。二人が密ひそかに胸を撫で下ろしたことは言うまでもない。


　マンションの入り口がオートロックだったことと荷物自体があまり多くないことから、全部の荷物をいっぺんに運び出すことにした。まずは部屋から玄関先へ、そこからエレベーターまで、一階まで、車までと運んでいくことにしたのだ。


　二人は手て際ぎわよく段ボール箱を運び出す。中身が軽いので大して手間も掛からずにすべてを車に積み込んだ。積み残しがないか確認しながら、森山の部屋に戻もどる。


「もう運ぶモノはありませんか？　最後、確認してください」


　手にはめていた軍手を外し浩之が言うと、森山は嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ一部屋ずつ覗のぞいて点検し始めた。浩之は颯太と二人、玄関で森山が出てくるのを待つ。


　むすっとしている颯太は煙草たばこが吸えないことで余計に苛いらついているのか、爪つま先さきが小刻みに動いていた。閉まっている扉とびらへちらりと視線を遣やり、森山が出てこないことを気にしながらも愚ぐ痴ちり始める。


「はああ。あんなにとろくて一人暮らしできるかよ。絶対半年もたずにこっちに戻ってくるぞ。さもなきゃ、毎日晩ご飯だけ食べに来るとかな」


　颯太はふんっと大きく鼻を鳴らし、思いっきり馬ば鹿かにしたように森山のことをそう評した。だが、浩之は眉まゆ根ねをきゅっと寄せ自分の記き憶おくを洗い出すことに忙いそがしく、颯太の言葉を右から左へと聞き流してしまう。


　───……やっぱりどこかで見たことあるような……。でも、あれだけ間抜けな人、見かけたら絶対忘れないだろうし。


　小さく唸うなりながら、浩之は襟えり足あしをがしがしと搔く。あれだけ目立つ『行動』を覚えていないのなら、『名前』か『顔』かで覚えてるのかもしれないと、必死になって考え込む。


　不意にじっと見つめられる視線に気がつき、浩之は焦あせって隣となりに立つ颯太に向き直った。


「な……、何ですか？」


　どこか上うわ擦ずってしまう声に内心冷や汗あせをかいていたが、それを表に出さないようゆっくりと言葉を吐はき出す。


「んー？　なんかさあ、おまえ、変じゃねえか？　いつもならもっと、こう、オレの話に付き合ってくれるのにさ。今日はどっか上の空だし……。何かあったのか？　あ、それとも、もしかして、あの男と知り合いとか言わねえよなあ」


「まさか。先輩の勘かんぐりすぎです」


　ははは、と乾かわいた笑い声を立ててどうにか矛ほこ先さきを逸そらそうとするが、颯太は目を細めたまま浩之のことを凝ぎよう視ししている。完全に『疑っています』と言いたげな視線に居心地が悪くなり、浩之は思わず後あと退ずさる。


　髪かみの色と同じ薄うすい茶色の瞳ひとみがますます細められたのを見て、颯太の好こう奇き心を余計に煽あおってしまったことを浩之は悟さとった。背筋を冷たい汗が滑すべり落ちたが、もうどうにもならない。


　この場合、下手に隠かくし立てしない方が身のためであると学習している。


　観念したように小さく溜ため息をつき、浩之はそっと視線をずらすと口の中で小さく呟く。


「……どこかで、見たことある人だなあ、と……」


「はあ？　なーにナンパみたいなこと言ってんだよ」


「そう言われると思ったから、言いたくなかったんですよ。……本当にどこかで見かけたことがあると思うんですけど……」


　少し拗すねたように口くち唇びるを尖とがらせ、顔ごとそっぽを向いた浩之に、颯太もそれ以上は突つっ込んでこなかった。どうやら本気で気になっている様子なので、あまり突き回すべきではないと判断したらしい。だが、やはり自分の相手をしてもらえなかったのが不満だったらしく、小さく鼻を鳴らした。


　結局森山が出てきたのはたっぷりと十分も経たってからで、手には傘かさとボストンバッグを持っていた。


「すみません。パジャマを入れ忘れてしまって。これで、もう忘れ物はないと思いますよ」


「じゃあ、行きますか。行き先に変へん更こうはないですね？」


「ないです」


　のほほんとした様子の森山が扉に鍵かぎを差し込む。キーホルダー一つついていない銀色のそれは、彼の手の中でなんだかやけに小さく見えた。


　鍵の掛かかる音が、意外に大きく廊ろう下かに響ひびく。森山はその余よ韻いんを聞き、何かを堪こらえるように瞳を伏ふせたが、颯太は早々とエレベーターに向かっていたので、森山のその表情を見たのは浩之だけだった。


　それまでの穏おだやかで温かだった雰ふん囲い気きが消え、何もない寂さびしさだけをまとわりつかせている。きゅっと引き締しめられた口唇は何かに耐たえるように強く嚙かみしめられていた。


　だがそれも一いつ瞬しゆんで、すぐに元の柔やわらかい笑みを浮うかべた森山は、呆ぼう然ぜんと立ちつくしている浩之に向き直った。


「どうかしましたか？　ああ、エレベーターが来たみたいですね。さあ、行きましょう」


「あ、はい───」


　どこか釈しやく然ぜんとしないモノを感じながらも、森山に続いて浩之もエレベーターに乗り込んだ。操作パネルの前にいる颯太の奥に二人で並び立つと、森山の長身に今いま更さらのように驚かされた。その高さに浩之は素す直なおに感かん嘆たんしたが、再び険しさを増していた森山の表情を見て、慌あわてて視線を逸らしてしまう。


　───一人暮らしをすることが不満なのかな？　何か、特別な理由でもあるのかな。


　さきほど見た森山の表情が気に掛かりそっと視線を遣ると、当の本人は手にした鍵をじっと見つめていた。やがて、その鍵を一度だけぎゅっと手の中に握にぎり込んだ後、ボストンバッグの中から取り出した封ふう筒とうに鍵を入れて封をしてしまう。かさりという紙の音がしたのは、中に手紙のようなものが入っているためのようだった。


　何か森山の決意を感じさせるような様子に、浩之はそっと目を伏せる。


　もちろん荷物を運ぶことだけが浩之の仕事で、依い頼らい人にその理由を訊きくことはできない。それでも、森山があの部屋を出ていかなければならない理由を、浩之は知りたいと思った。


　───随ずい分ぶん、辛つらそうな感じがする……。本当は出ていきたくなかったんだろうな。


　いつもなら、気になっても黙もく殺さつしてしまうようなことが、森山相手では何故なぜか難しい。それは『どこかで会ったことがあるかもしれないから』ということだけでは、理由として少し弱いだろう。


　振しん動どうの少ないエレベーターが一階に到とう着ちやくし、さっさと車に向かう颯太の後を追いながらも、浩之は森山のことが気になりつい後ろを振り返った。その時、森山は封筒をポストに入れたところで、ことりと金属が落ちたような音は、嫌いやに重く浩之の耳に響いて聞こえた。














　覚かく悟ごしていたよりもずっと軽い響きだった音に、森山芳信は小さく微笑ほほえんだ。ようやく肩かたの荷が下りたという安あん堵どと、これで彼女を解放できるという嬉しさばかりが募つのり、悲しいとか寂しいという感情は小指の先ほどにも湧わいてこなかった。


　視界を覆おおうように落ちてきた髪を一度だけ撫なでつける。『忙しいから』と言い続けて手入れをしていない髪は、その実ただ面めん倒どうくさいだけだった。伸のばしっぱなしのせいで、不ふ揃ぞろいになっている毛先には少しも関心はなかった。邪じや魔まだと森山自身が思うようになる前に、『美容室へ行け』と繰くり返ししつこく言われることに根負けして、しぶしぶ切りに行くくらいの関心しかないのだ。


　このマンションに暮らしていたのは、たった三年になるかならないかという短い期間だけだった。その間、日常生活の細かいことをすべて彼女が面倒をみてくれていたのだと今更のように思い出す。いや、より正確に言うのなら、二十歳はたちの時に遭あったあの事故以来、八年の間常に、だった。


　大学の講義のサポートに始まり日常的な些さ末まつ事まで、よくフォローしてくれていた。やがてお互たがい大学を卒業して、彼女は名の通った総合商社へ就職し、営業へ配属された。今やチーフとして抜ばつ擢てきされ、忙しい中これまで何かと自分の面倒を見てくれていたのだ。


　───……香か奈な……。君が悪い訳じゃないんです。僕の、覚悟と気力が足りなかったんです。


　今、この時になっても、彼女に対して申し訳なかったという気持ちしか胸の中にはなかった。離り婚こんの手続きを進めている間、崩くずされることのなかった彼女の強気で強ごう引いんな態度のその裏で、彼女が自分を追い出したことに罪悪感を持っていることだけがただ苦しかった。


　小さく溜め息をつきながらエレベーターを降りエントランスを抜ぬけ外に出ると、荷物を積んだ軽トラックと便利屋のスタッフが二人立っていた。荷物を段ボール箱に詰つめたのも、便利屋の手配をしたのも、もちろん彼女だ。『私が手を貸すのもこれが最後ね』とにっこりと笑っていたのがひどく印象的だった。


　気がつくといろいろなところへ飛んでしまう思考を目の前に引き戻もどし、どちらにというわけでもなく話しかける。


「ええと、新しい住所はわかりますか？」


「は、はい。ありますっ。では、間に昼食を摂とりたいので……、一時に向こうで落ち合うということでいいでしょうか？」


　二人の内、年下らしい少年がそう言ってくる。名前を教えてもらったはずだが、森山は覚えていない。ただ、部屋の中で片づけている間もくるくると表情が動いていたことを覚えている。感じたままに表情が変わっていく様子は、ひどく微笑ましかった。


　もちろん場合によっては、思ったことがそのまま顔に出るというのは無礼にもなることがあるだろう。誰だれだって『嫌だ』とあからさまに態度に出されていい気などしない。だが、ちょっとした仕草や雰囲気が柔らかいと、それは『素直な表情』と取れてしまうから面おも白しろい。その点で言えば、目の前の少年のそれは『素直な表情』ということになるのだろう。


「あー、はい。一時ですね。わかりました。それでは後で」


　軽く会え釈しやくをして、軽トラックが出発するのを見送ってから、森山もタクシーを拾うために大通りへと足を向けた。前日までの雨で足あし許もとには幾いくつかの水みず溜たまりができているが、それに頓とん着ちやくしなかった。今の森山にとってはそれを避よけようとすること自体が面倒くさかった。


　森山の時間は、事故に遭った二十歳のあの時から止まったままだ。もちろん、外面を流れる時間までが止まったわけではないから、年は取るし、大学を卒業し就職もした。だが、内面は停てい滞たいしたままだった。何一つ、感情を熱くするモノはなく執しゆう着ちやくもない。


　それを心配したのか、元々の性格だったのか、彼女はずっと傍そばにいてくれるようになった。友人と恋こい人びとの間を行ったり来たりしていた曖あい昧まいな関係の後、結局籍せきを入れた。半分同どう棲せいしていたようなものだったし、籍を入れることで何かが変わるかもしれないと考えたのだ。


　だが、三年の年月が経ってみても、何一つ変わることはできなかった。彼女は自分のためにいろんな努力を重ねてくれた。その中で唯ゆい一いつ実を結んだものがあるとしたら、それはパソコンに関してだろう。事故のせいで激しく身体からだを使うことを制限された森山に、身体を動かせないのなら代わりに頭を動かせと、彼女が手て渡わたしたプログラム言語の書しよ籍せきが、今の森山の片へん鱗りんを形作った。大学時代に彼女の望むままにプログラムを幾つか組んでいき、卒業後はそれが仕事になった。


　納期にあわせてかなりの無茶を強しいられる時もあるが、それなりに充じゆう実じつしているし、自分的にはこのままでもよかった。しかし、彼女には耐えられなかったのだろうか。


　───……時間は戻らないから、昔を懐なつかしいと思うんでしょうかね……。


　多分、彼女にもわからないだろうことをぼんやりと考え続けて、空車のタクシーが横を通り抜けていったことにも、森山は気がつかなかった。











　バス通りから一本奥に入った路地に、浩之たちの軽トラックは止まった。車が余よ裕ゆうで二台すれ違ちがえるくらいの道みち幅はばがあり、長時間駐ちゆう車しやしていても問題はなさそうだった。


　引っ越こし前のマンションから比べると、随分とこぢんまりと見える五階建てのマンションを颯太は見上げていた。むっと顔をしかめ、すべての元げん凶きようがそこにあるかのようにしばらく睨にらみつけていたが、溜め息を一つつくと肩を落とし、とぼとぼと軽トラックに戻ってきた。


「はあー。どうにか半分は終わったんだ。運ぶのは二階だったよな？　ほんとーに、後少しだってのに」


　運転席に座り込んだ颯太は、煙草たばこに手を伸ばしながら疲つかれたようにそうもらす。


　引っ越し先へは森山と別行動だった。軽トラックの定員が二名というのもあるが、浩之と颯太にも休きゆう憩けいが必要だからだ。


　ちょうど早めの昼休憩をとってもいい時間だったので、引っ越し先への所要時間も考え、森山とは一時間半後に引っ越し先のマンションで待ち合わせた。もちろん、軽トラックの荷台には引っ越しの荷物があるため、それを放ほうったまま店に入ることはできない。二人はコンビニでお弁当を買い込んだが、それもいつものことで気にすることではなかった。


　開け放したドアの向こうに煙けむりを吐はき出しながら、颯太はまた時計を見た。針は一時十七分を指しており、先ほど時間を確かく認にんした時からさして進んでいないことに、溜め息を呑のみ込んだようだ。森山と約束したのは一時間半後で、ちょうど一時きっかりに待ち合わせたはずだった。


　だというのに、肝かん心じんの森山がまだ現れない。今日の外回りの仕事はこれだけだ。定時までの残り時間は、事務所でデスクワークとなっていたが、下手をすればこの仕事だけで終わりかねない。荒井に事情を話し了りよう承しようを得てはいるが、いかんせん待つのにも飽あきてきている。


　あからさまに苛いらついている颯太の隣となりで、浩之はぼうっと外を見ていたが、頭の中は森山のことで一いつ杯ぱいだった。


　気持ちを落ち着かせてくれる優やさしい声やほんわかとした雰ふん囲い気き。しかし、それとはまったく正反対の、悲しみをすべて押し殺したような表情。それらがかわるがわる目の裏に浮うかび上がっていく。


　無意識のうちに小さくついた溜め息は、誰の耳にも入らなかった。


「……ったくよ。いい加減にしろってんだ」


　休憩を取ったせいで多少は落ち着きを取り戻しかけていた颯太が、また苛立ち始めたようだ。煙草を小刻みに揺ゆらしながら灰を落としている。


「そういやおまえ、森山氏をどこで見たのか思い出したか？」


「えっ？　あ？　あー、無理です。ここ最近、じゃないことは確かだと思うんですけどっ」


　突とつ然ぜん話を振ふられ浩之は慌あわてるが、自分の苛立ちだけで手一杯の颯太は気がつかない。ばくばくと音を立てている鼓こ動どうを何とか落ち着けようと、浩之は胸むな元もとを押さえた。


「あーあ、なんか面白い話ねえ？　待ちくたびれすぎたっ」


　苛々と煙草のフィルターを齧かじっている颯太が、既すでに何度目かわからない叫さけび声を上げた時、一台のタクシーが反対車線に滑すべり込んできてタイヤを軋きしませながら急停車した。二人が思わず顔を見合わせて、もう一度タクシーに視線を遣やれば、開け放たれた後部座席から彼らの待ち人が、まさに言葉通り転がり出てくるところだった。


「す、すみませんー。どうやら住所を写し間ま違ちがえていたらしくて、迷ってしまいました」


　タクシーの中から見つけたのか、浩之たちの軽トラックに気がついたようで、大きな身体を縮こまらせるようにして、タクシーの向こう側から森山はぺこぺこと頭を下げる。浩之は慌てて車から降りると、森山を止めた。


「いえ、大だい丈じよう夫ぶですから、落ち着いてください」


「ですが……。あ───」


　ばらばらと森山の手から小銭がこぼれ落ちた。タクシー代の釣つり銭をしまおうとして、いっそ見事なコントみたいに手を滑らせたようだ。軽快な音を立て足許にばらまかれた小こ銭ぜにを、森山は更さらに慌てて拾い集めようとするが、焦あせれば焦るほど小銭が指先をすり抜けていく。


「うー、わー」


　意味不明の言葉を口の中で呟つぶやきながら拾い集めている森山を見て、浩之は思わず小さく笑う。浩之が一いつ緒しよになってしゃがみこんで手伝うと、何度も頭を下げどうにかすべて拾い上げた。


　───なんか、ほっとけないんだよなあ。


　少し離はなれたところでは颯太が呆あきれかえっていたが、森山が振り返るころにはにっこりとしてきちんと愛あい想そ笑わらいを顔に貼はり付けていた。


「まあ、あとは荷物を運ぶだけなんで、早くすませちゃいましょうか」


　言外に『早く終えるぞ、こら』と浩之に向かって言っているのは明白だった。苦く笑しようしている浩之と愛想笑いを貼り付けたままの颯太をひきつれて、森山が二階の新しい部屋へと向かう。エレーベーターを使うよりも、エントランスホールの奥にある内階段を使う方が便利なのは、浩之たちが確認済みだ。


　内階段とちょうど反対の端はしには外階段もあるが、森山の部屋はど真ん中の二〇三号室で、どちらの階段を使おうがあまり変わらない。それならば車を停とめている方に近い階段が楽だというだけのことだ。ちなみに、一階は駐車場となっており、二階から上が住居空間だ。


「今、鍵かぎを開けますねえ」


　森山は扉とびらの前でボストンバッグを探さぐり、何もついていない鍵を取り出した。鍵を鍵穴に差し込もうとした瞬しゆん間かん、お約束のように鍵を取り落とす。


「あー、本当にすみませんねえ。───っう」


　身を屈かがめ鍵を拾い上げた時、これまたお約束のようにドアノブに肩かたをぶつける。颯太は横を向いて呆れたように溜め息をつき、浩之は少しだけ心配して森山に声を掛かけた。


「大丈夫ですか」


「はあ、大丈夫です。ええと、とりあえず、入りましょうか」


　森山が肩をさすりながら扉を開けた。


　その部屋は典型的な１ＬＤＫだった。玄げん関かんにシューズボックス、入ってすぐの左手にトイレ、バスルームがあり、その並びにカウンター式のキッチンがある。右手は八畳じよう相当のフローリングの洋間だ。そして一番奥にリビングダイニングがあった。正面の壁かべ一面が窓になっており、採光もよい。だが、右手の壁に既に配置されているものが、そこそこ広いはずの部屋をひどく手て狭ぜまに見せていた。


　三台並んだ液えき晶しようディスプレイ、本体が五台、プリンターとスキャナーがそれぞれ二台。洋間の壁を利用してＬ字形のコーナーにされており、椅い子すを動かさなくてもすべてに手が届くように配置してある。そしてそのどれもが、あきらかに一いつ般ぱん家庭向きではない高性能のスペックを持っているのが、素人しろうと目にも見て取れた。


　浩之が呆あつ気けにとられていると、森山がひょっこりと後ろから顔を出す。


「ああ、僕、ソフトウェアの会社に勤めてるんですよ。仕事で使っていまして。そこだけ見ると変な感じしますよねえ」


「パソコンは先に運んだんですね」


「一応バックアップは取ってあるんですけど、振しん動どうでデータがクラッシュするのも怖こわかったんで、これだけは自分で運んだんですよ。そうしたら時間がなくなってしまって、服やなんかが後回しになりました」


　長身を少し屈めて微かすかに笑う様子は、どこか情けない風ふ情ぜいに満ちていて、とてもあのリビングに据すえ付けられた機器を使いこなしていると言われても、信じられそうにない。


　浩之が何かを言うよりも早く、『さっさと終わらせてとっとと帰る』と顔中に書いた颯太が間を割って入ってきた。


「では、荷物を運びますので、そこに座って待っていてくださいね」


　颯太に言われ、森山は指し示されたソファーによく躾しつけられた犬のように大人しく座った。手にはペットボトル入りのお茶を持たされている。この場合、下手に動かれる方がよほど邪じや魔まになると判断した颯太が正しい。


「はあ。……でも、本当に手伝わなくてもいいんですか？」


「大丈夫ですよ。全部、箱に書いてありますから。森山さんはそこにいてください」


　にっこり笑顔で押し切った颯太は満足そうに浩之と打ち合わせを始める。


　ざっと見たところ、それぞれの部屋に段ボールを置くスペースは確保されていた。


　台所は食器棚だなの隣。バスルームは洗せん濯たく機きの横。洋間はベッドの脇わき。リビングはソファーの陰かげ。おまけに段ボール箱の一つ一つに、どの部屋に持っていけばいいのか一目でわかるように指示が書き込まれている。


「これなら、楽勝だな。荷物を箱に詰つめたやつもそうだが、この部屋に家具を配置したやつも、なかなか手慣れているな」


「そうですね。整理されてて、きちんとした人なんでしょうね」


「……間違っても森山氏じゃないことは確かだな……」


　ぼそりと颯太が付け加えた一言に、浩之も小さく苦笑した。これまで見てきた森山の様子からすると、こんな風に気を回すようなことができるタイプではないと、浩之も思っていたからだ。


　荷積みの時と同様、今度もまた、車から階段まで、階段から部屋まで、と一気に荷物を運ぶことにする。荷物を出す時とは違ちがい、運び入れることはかなり楽だった。それぞれ重さや内容が異なる箱を積み上げる算段に頭を使わなくてもいいので、あっという間に廊ろう下かが段ボール箱で埋うまってしまう。


「あとはこいつらを放ほうり込むだけだな」


　先が見えたことで機き嫌げんが上向いた颯太と、手分けして手早くそれぞれの部屋へ運んでいく。


　───全部、新品で揃そろっているや。……なんでだろう？


　玄関から各部屋へと何度も段ボール箱を運びながら、浩之はちょっと考え込んでしまう。


　ざっと目に付いたモノだけでも洗濯機や炊すい飯はんジャーの電気コンセントがまとめられており、一目で新品とわかる。冷蔵庫、エアコンなども、取とり扱あつかい説明書がカウンターに無造作に置かれていたので新品だとわかった。だが、家電製品だけならばまだ話はわかる。元の家人がそのまま使うのであれば、当然新しいモノが必要だからだ。


　食器棚や調理器具も同様だろう。実際浩之たちが持ってきた段ボール箱の中には、それらしいモノは何もなかった。強しいて言えば、自身が使っていたと思おぼしき湯飲みと茶ちや碗わんと箸はしがあったくらいだ。


　リビングに置かれていたテレビが新品だったのは、自分専用のテレビがそれまでなかったからかもしれない。ソファーとローテーブルはこの部屋に合わせて新しく買い揃えたというのもまあ、わかる。壁に掛かっている時計も新しいものだ。


　だが、洋間に運び込まれていた、大おお柄がらな彼に合わせて購こう入にゆうされたのが明白なセミダブルのベッドや、剝むき出しのままにされた真新しいマットレス、その上に載のっているこれまた包装されたままのシーツがちょっとわからない。封ふうの切られていないサニタリー用品や、山のようにある真新しいタオルなど、ちょっとしたものまで何一つ新しいのは謎なぞといえば謎だった。


　───まあ、そこまで関かかわることはできないんだけどさ……。でも、気になるしなあ。


　ソファーに大人しく座っている森山にちらりと視線を遣やるが、さすがに口に出して訊きくことはできず、浩之は微かに溜ため息をついた。


　早く帰りたい颯太がいつも以上に頑がん張ばったのか、三時過ぎには作業は全部終しゆう了りようした。


「それじゃあ、会計をお願いできますか」


　これでようやく帰れるとほくほくしている颯太が、森山に請せい求きゆう書を渡わたす。あらかじめ見積もりしていた分を用意していたらしく、森山はボストンバッグから封ふう筒とうを取り出して中身を確かく認にんした。と、思ったら急に顔を上げて二人を凝ぎよう視しした。


「あー、そうでした。ちょっと待っててくださいね」


　ばたばたと音を立てて森山はリビングからキッチンに勢いよく駆かけ込むと、冷蔵庫からビニール袋ぶくろを取り出しまた戻もどってきた。


「これを、お出しするように言われてたんですよ。危あやうく忘れるところでした。やっぱり紙に書いてもらったのがよかったですねえ」


　封筒の中からメモ用紙を取り出して、森山はひとしきり頷うなずいている。


「いや、もう終わったんで、いいですよ。このまま帰りますんで」


「そんな。お願いしますよ。休んでってください。後で僕が怒おこられてしまいます。本当に、ちょっとだけでも……」


「わかりました。これをいただいたら帰りますんで」


　ここで言い争うよりも、森山の言うことを聞いた方が早いと颯太は思ったのだろう。床ゆかに広げられたコンビニの袋から缶かんコーヒーを取り出し、浩之にも取るように促うながした。浩之はウーロン茶の缶を手にする。


　二人が缶を選ぶと、森山はあからさまにほっとした顔をして、浩之たちと同じように直接床に座り込んだ。黙だまっているのも居い心ごこ地ちが悪いと思ったのか、颯太がさらりと話を振ふる。


「一人暮らしは初めてなんですか？」


「ええ、そうなんですよ。だからいろいろと心配されて、一通り揃えてはもらったんですけど、うまく使いこなせるかどうか。一応、マニュアルも書いてもらったんですけどねえ」


「じゃあ、料理もされたことはないんですか？」


「はい。でも、まあ、料理の本も見み繕つくろってもらったし、どうにかなるかなあ、なんて」


「料理は難しいですよ。馬ば鹿かにしちゃいけません」


　気き恥はずかしそうに小さくしている森山に、颯太がきっぱりと言い放つ。颯太自身も料理が苦手ということもあってか、何やら力がこもっている。


「ああ、そういえば、浩之の家はここいらへんだったっけ。コンビニとか、出前のできる店とか、なんか覚えてないか？」


「え？　いきなり言われても……」


「でも、教えていただければ助かります」


　森山は顔の前に両手を組み合わせ、懇こん願がんするように浩之に詰め寄った。自分よりも背が高く、年上の男の妙みように真しん剣けんな様子に、浩之は戸と惑まどい、森山と颯太の間に視線をきょろきょろと彷徨さまよわせる。しかしそのどちらからも助けは得られないと観念すると、溜め息を一つつき、胸ポケットにさしてあったボールペンを取り出した。


「そんなにしっかりと覚えてるわけじゃないですよ？　後でご自分で確認してくださいね」


「ありがとうございますう」


　ぱあっと輝かがやくような笑え顔がおで森山に礼を言われ、浩之は思わず下を向いてしまう。


　───なんで、そんな顔で笑うかなあっ。


　のんびりとした口調といい、見ている方も嬉うれしくなるような笑顔といい、これが女の子であれば、はっきり言ってもろに浩之の好みだ。だが、森山は自分よりも背の高い男なのだ。


　───これで、女の人だったらよかったのにっ。……でも、まあ、それでつきあえるかっていったら、難しいけどさっ。


　ぐちぐちと心の中で文句を垂れながらも、森山から渡された紙に、駅を中心にして記き憶おくを辿たどりながら地図を描かいていく。コンビニや惣そう菜ざい店、クリーニング店に本屋、薬屋など必要と思われる店を次々と描き込んでいくが、それをじっと覗のぞき込んでいる森山の顔に気が散ってしまう。


　───なんで、そんなに顔を近づけるのかなあ。あ、睫まつ毛げが長いや。前まえ髪がみが邪じや魔までよく見えなかったけど、もしかして目つきが鋭するどいのかな。思ってたよりも男っぽい顔立ちしてんだ。


　雰ふん囲い気きと喋しやべり方でごまかされてしまうが、よく見れば筋張った大きな手をしているし、動作にキレがある。どちらかといえば、あからさまに男性的な動きというよりも、何か武道を経験していた者のそれに近いかもしれない。


　そこまで考えたとき、どこかで見かけたことがある、という例の感覚がまた浮うかんできた。ちらりと森山に視線を遣れば、彼は熱心に浩之の描いた地図を見ている。森山の人当たりの良さそうな雰囲気につられて、浩之はつい訊いてしまった。


「あの……、どこかで会ったことがありましたっけ？」


「え？」


「いえ、あの、なんか、どこかで見かけたことがあるような気がしたんで……」


　森山を取りまく空気が一いつ瞬しゆん鋭さを増したような気がして、浩之の言葉が尻しりすぼみになっていく。浩之の身体からだがわずかに緊きん張ちようしたのは、まるで試合前のような微び妙みような緊張感に反応してしまったからだろうか。


「───そんなことはないですよ。お会いするのは、初めてです」


「そ、そうですよねえ。何言ってるんでしょうね、おれは」


　口調こそは優やさしいが、そこに確かな拒きよ絶ぜつを感じ取って、浩之は慌あわてて自分の言葉を撤てつ回かいした。傍そばにいた颯太は、その微妙な空気がわからなかったのか、二人の遣り取りに小さく肩かたを竦すくめただけで、何も言わなかった。


「えっと、これが地図です。おれも道とかよく覚えてないんで、間ま違ちがってるかもしれないですけど」


「いえ、助かりますよ。本当に、何から何までご迷めい惑わくをおかけしました」


　どことなく居心地の悪さにいたたまれなくなった浩之が、少しばかり乱暴に描き上がった地図を森山に渡す。先ほどの険しい空気が噓うそのように、どこかのんびりとした雰囲気をまとった森山は、口の端はしに笑みを浮かべて礼を言いながらそれを受け取った。


　だが浩之には、その切れ長の瞳ひとみが相変わらず『早く帰れ』とばかりに、鋭さを放っているような気がしてならない。


　その無言の圧力に負けてしまった浩之は、颯太を急せかすように立ち上がらせる。


「じゃあ、これで終わりですね。ほら、先せん輩ぱい、帰りますよ」


「あ？　堀内、ちょっと待てっ。っと、すみません、何かありましたら、またどうぞ」


「はい。また、お願いします」


　柔やわらかな森山の言葉に送られて、二人は慌ただしく森山の部屋を退出した。浩之の常にない態度に、颯太の方が驚おどろいている。


「ったく、どうしたってんだ？」


「いえ、なんか恥はずかしくなったんですよ。先輩じゃないですけど、あんなことを訊いてしまったもんだから」


　軽トラックの助手席に落ち着いた浩之がぼそぼそとそう言うと、煙草たばこを口の端に引っかけた颯太は無造作に髪を搔かき上げながら小さく頷いた。


「ま、確かにな。おら、帰るぞ。なんとか予定時間より少しオーバーしただけですんだけど、もう仕事する気にゃなれん。事務所戻ってくだ巻いて、定時になったら飲みに行くぞ」


「くだを巻くなら一人でしてくださいよ。おれはちゃんとデスクワークしますから」


「でも、定時で終わらせろよ？　ぜってえ、飲みに行くからなっ」


　鼻息も荒あらく言い切る颯太に、浩之は思わずこぼれそうになった溜め息を無理矢理呑のみ込んだ。ここで溜め息をつこうものなら、間違いなく颯太に見み咎とがめられて拘こう束そく時間が更さらに延びることになる。


　───荒井さん、絶対連れて行きますからねえ。


　前方をきつく睨にらみつけながら、颯太は軽トラックを出発させた。




２







　大たい抵ていの人が、一週間のうちで一番心待ちにしているだろう日曜日でも、雨が降っていると楽しみは半減してしまう。それでも仕事がないというだけで嬉しくて、浩之は出かけることにした。といっても、買い物に出かけたり遊びに行くのにはそれこそ天気が今ひとつなので、実家に顔を出すことを思いついたのだ。


　三日前の森山の引っ越こしの仕事で、偶ぐう然ぜんとはいえ実家の傍に来たことも理由の一つかもしれない。


　───まあね、最近全然顔を出してなかったしな。……森山さんのことが気になっているわけじゃないし……。


　ぶつぶつと口の中で言い訳がましく呟つぶやいてみるが、浩之が入ったコンビニはそれこそあの日森山に教えたところだ。時間が三時過ぎというおやつ時のせいか、店内にはそこそこ人がいた。


　三歳下の妹へのお土産みやげも兼かねて、ちょろちょろとお菓か子しを買い込むつもりだった。夕飯をたかって帰る予定なので暇ひまつぶしの雑誌も欲しい。最初に雑誌コーナーに向かって適当な雑誌を手に取り目を通し始める。


　何冊か手にとってはスタンドに戻もどすことを繰くり返していると、不意に横から軽い衝しよう撃げきがあった。こういうところで人とぶつかることは珍めずらしいので、浩之は不思議に思いそちらに視線を遣やって、思わず固まった。


「───森山さん？」


　もしかしたらとは思っていたが、そんな偶然がそうそうあるわけがないと端はなから可能性を否定していた。だから、思わず呆ぼう然ぜんと名前を呼んでしまったのだ。


「あ？　ええと、どうも、こんにちは。最近、こちらに越してきたんですよ」


「え？」


　しかし、対する森山の応こたえは、どこかちぐはぐなものだった。


「ここら辺にお住まいなんですか？　まさかご近所になるとは思いませんでしたけど」


「あのっ、便利屋です。ほら、引っ越しを手伝った……」


　困ったように言葉を重ねていた森山はぴたりと黙だまると、じっと浩之を凝ぎよう視しする。どうやら本当に、浩之が誰だれなのか思い出せないでいるようだ。自分の名前を呼んだのだから、とりあえずは知り合いだろうという検討をつけただけのことらしい。


　だが、それでもまだ浩之のことを思い出せないのか、秀しゆう麗れいな眉まゆ根ねは徐じよ々じよに寄せられていく。たった三日前のことなのに、そんな森山の様子が何だか無む性しように悔くやしくなってきて、浩之は焦あせったように言い募つのった


「地図！　地図を描きましたよ。ここら辺のお店の地図を」


「あ。ああ、すみませんっ。はい、思い出しました。そうでしたね、あなたでしたね。ええと……」


「堀内です。堀内浩之っていいます」


「堀内くん。はい、覚えました。どうも、人の顔や名前を覚えるのは苦手なんですけど、一度覚えてしまえば、忘れることはないので大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」


　しっかりとした口調でそう言い切った森山だが、浩之は曖あい昧まいに笑って返答を避さけた。あれだけ間ま抜ぬけなことを繰り返している森山が断言しても、とても信じられそうになかったからだ。


「それで、堀内くんはどこかにお出かけの途と中ちゆうなんですか」


「いえ、実家に顔を出そうかと……。森山さんこそ、どこかに出かけないんですか？」


「一人ですからねえ。さっき起きたばかりだし、冷蔵庫の中に何もなかったしで、買い出しにきたんですよ。このまま家に帰ってご飯を食べるだけです」


　そう言って森山は、『ほら』とカゴの中に入ったカップラーメンやお弁当、レトルト食品を浩之に見せた。


「そういえば、部屋の片づけもしないといけませんからね」


「あー、はい。そうですねえ」


　浩之が気がついたように言うと、森山はつっと視線を逸そらした。そのあまりにも不自然な仕草に浩之は訝いぶかしげに首を傾かしげるが、森山は素す早ばやく会え釈しやくをして浩之の疑問を遮さえぎった。


「ええと、それじゃあ、また」


　くるりと踵きびすを返しレジに向かう森山の仕草は素早かった。口調や雰ふん囲い気きは、柔らかく優しい感じがするのに、時々見せる彼の動作は鋭するどかった。引っ越しの時もモノをぶつけたり、落としたりと間抜けなことを繰り返したが、ちょっとした仕草にはキレがあった。


　───反射神経はある感じなんだよな。それを隠かくしてるっていうか、無理に反応しないようにしているっていうか……。どうも、変な感じだよな。


　どこかで見たことがあるような感じといい、ちょっとした違い和わ感といい、浩之は森山のことがますます気になって仕方ない。そのまま立ち読みを続ける気にもなれず、スナック菓子を適当に見み繕つくろうと浩之もレジに向かう。


　二台並んだレジの一つで森山は支し払はらいをしようとしていて、またしても手が滑すべったのか小こ銭ぜにが景気よくばらまかれたところだった。浩之はうすうすそんな気がしていたので、さして驚くことなくごく自然な動きで小銭を拾い集める。


「あ、ありがとうございます。……て、堀内くん？」


「おれのことはいいですから、早く支払いをすませてください」


「ええと、はい」


　困こん惑わくした様子の森山を急かして支払いをさせているあいだに、浩之も手早く集めた小銭を片手に自分の支払いをすませた。それぞれの荷物を持ってコンビニの外に出たところで、浩之は持っていた小銭を森山に渡わたす。


「荷物を持ってますから、ゆっくりとしまってください」


「本当にもう、何から何までありがとうございます」


　恐きよう縮しゆくしたようにぺこりと頭を下げた森山はごそごそと小銭をしまい、傘かさを手にすると勢いよく開いた。ブルーグレーの大きな傘がぱらぱらと雨を弾はじく。


「ええと、じゃあ、これで」


「え？　ちょっと、森山さん、荷物！」


「あ……。……すみません」


　いろいろと浩之の手を煩わずらわせたのが気き恥はずかしかったのか、森山はそそくさと帰ろうとしたが、買った物は浩之が持ったままなのだ。慌あわてて浩之から荷物を受け取ると、再び頭を下げ今度こそとばかりに景気よく足を踏ふみ出した。が、それもまた浩之は呼び止めるはめになってしまう。


「森山さん！　帰るだけ、って言ってましたよね？　そっちは反対方向ですよ」


「はあ？……本当に、お恥ずかしい限りで……」


　もそもそと口の中で呟く森山に、浩之は溜ため息をつく。


　───なんかなあ。こういう感じ、かわいいとか思うんだけど、森山さん、男だし。喋しやべり方とか、雰囲気とか、好みなんだけど、男だし。でも、ほっとけないよなあ。


　自分の傘を広げながら、浩之は小さく肩かたを竦すくめて見せた。


「いいですよ。何時に行くとか約束してないんで、家まで送りますよ」


「いえ、でもそれじゃあ、悪いから」


「どこかで迷ってるかもって考えるよりかは、いいです。ほら、行きますよ」


　浩之が小雨の中を歩き出すと、森山がぱしゃぱしゃと小走りで近寄ってきて横に並んだ。わざわざ傘を持ち替かえて、車道側を歩き始める。その気配に浩之がふっと横を見れば、森山の肩かた口ぐちが目の前だった。


　傘の差し方が少し傾かたむいているのか、白いコットンシャツの上に羽織ったグレーのカーディガンの肩が濡ぬれている。不意にそれが、自分の隣となりに並んだ為ためなのだと気がついた浩之は、妙みように気恥ずかしくなり慌てて下を向いた。


　自分よりも年上で、ガタイもいい男なのに、変に気になってしまう。そんな自分の心情がよくわからなくて、浩之は黙ったまま足を進めていった。


「すみませんねえ。昔この辺に住んでたんですけど、随ずい分ぶん変わりましたね。何となく道を覚えていると思ったんですけど、景色が変わりすぎてて、迷っちゃうんですよ」


「そういわれてみれば、おれが小さい頃ころと比べるとだいぶ変わりましたね。銭湯もつぶれたし、公園にマンションが建っちゃいましたし」


「でしょう？　変わらない風景もあるんで、余計に変だなあって思ってしまって……。十年て、あっという間ですね……」


　森山の口調が不意に寂さびしげなモノになり、浩之は盗ぬすみ見るように隣に並ぶ長身に視線を遣った。湿しつ気けのせいで乱れている髪かみが、シャープなラインを描えがいている頰ほおに掛かかっている。傘を握にぎる大きな手はがっしりとした男のモノだ。


　黙って立っていれば、浩之は気にも留めなかっただろう。辺りを見回せばいくらでもいるような、普ふ通つうに歩いている人間の一人だとしか認にん識しきしなかっただろう。


　それが、ここまで気に掛かるようになったのは、声が原因だった。柔やわらかな、優やさしい気持ちになる声。ゆっくりとした口調。それから、ふんわりとした人当たりのいい雰囲気。


　見ているだけではわからなかったものに、まずは惹ひかれた。だが、本当にそれだけだったら、『いい人がいたな』で終わっただろう。いつまでも気になってしまうのは、寂しげな表情だったり、辛つらそうな表情をこうやって垣かい間ま見みてしまったからだろうか。


　ぱしゃん、ぱしゃん、と水を踏む音が響ひびく。沈ちん黙もくが居い心ごこ地ち悪くて、何か話題はないかと思考を巡めぐらせるが、何一つ思い浮うかばない。そうなると余計に焦ってしまい、どうしようかと悩なやんでいる間にマンションに着いてしまった。


　これで妙な緊きん張ちようから解放されると、浩之は思わず小さく息を吐はく。いくら何でもマンションの中で迷うことはないだろうから、エントランスに入るつもりはなく、ここで別れようとぺこりと会釈した。


「じゃあ、これで」


「あ……。あの、お茶でもどうですか？」


　踵を返しかけたところで森山に引き留められ、浩之は驚おどろいて思わず振ふり向いてしまう。だが、声を掛けた森山自身も何故なぜか呆ぼう然ぜんとしていた。どう反応したらいいのかわからないまま見つめ合っていたが、先に動いたのは好こう奇き心に負けた浩之だった。


「少しだけ、なら……」


「……はい。どうぞ」


　森山に続いて浩之もエントランスに入る。だが、森山の動きがどこかぎこちないことに浩之は気がついた。


　───何か、変だな。森山さんから声を掛けたのに、本当は嫌いやだった？……嫌なら、誘さそわなければよかったのに……。


　前を歩く森山の背中を見ながら、浩之は口くち唇びるを嚙かみしめた。自分は森山のことが気になっているから、つい誘いに応じてしまった。だが、森山が大人な分、それはただの社交辞令だったのかもしれないと今いま更さらながら気がついたのだ。


「ええと、まあ、まだ散らかっていますが……」


　もそもそと小さく呟つぶやく森山に続いて浩之も部屋に入ったが、三日前に仕事で入った時とまるで様子が変わっていない。それでも、通されたリビングに置かれていた段ボール箱の幾いくつかは封ふうが開いていたが、必要なモノを取り出すのに開けられただけのようだった。


　ソファーには服が脱ぬぎっぱなしのまま放置されていたし、キッチンカウンターにはビニールの掛かったスーツが無造作に掛けられている。台所も似たり寄ったりで、ガス台にやかん、流しにマグカップとお皿が一枚出ているだけで、きちんと機能している様子はない。


「……もしかしなくても、もう一つの部屋もこんな感じですか……？」


「ははは……。お茶でも、と言いながら、出せるのはこんなものですが……」


　買ってきた物を台所に置いた森山が冷蔵庫から持ってきたのは、引っ越こしの時に浩之たちが選ばなかった紅茶の缶かんだ。しかも、あからさまに浩之の質問を無視しているあたり、図星のようである。


　とりあえず礼を言って受け取った缶を開けたが、少し首を巡らせただけでも、パソコン周りだけはしっかりと片づいているのが見て取れて、何やらそこだけが異様な感じだった。


「引っ越しの梱こん包ぽうが綺き麗れいにできていたので、マメな方かなと思ったんですけど」


「違ちがいますよ。片づけというか、家事は苦手なんです。───荷物を詰つめて整理したのは妻なんです。やっぱりああいうことは女性の方が上手ですよねえ」


「───結けつ婚こん、───してたんですか？」


　しみじみと呟いた森山の言葉に、浩之は驚いて顔を向けた。あやうく『それで結婚できたんですか』と口をついて出てきそうになったのを呑のみ込んだが、森山自身はあまり気にしていないようだった。


　いとも簡単に、まるで他人ひと事ごとのように森山は口にした。


「うーん、追い出されたんですよ。どうも、僕の性格と合わなくなったみたいで」


「なんで簡単に言うんだっ。そんなの、あんたの良さがわかんない女が馬ば鹿かなんだよっ」


　思わず、浩之はそう怒ど鳴なっていた。手にした缶を握りつぶしそうなほど、きつく握りしめている。


　気恥ずかしそうに下を向いていた森山に、苛いらついたのかもしれない。寂しそうに、それでいて、どこか切なそうに笑っていたのが、気に入らなかったのかもしれない。


　明確な理由は浩之にもわからなかった。だから、怒鳴りつけたのは自分自身だというのに、戸と惑まどってしまう。呆あつ気けにとられた森山の表情に、気まずくなり視線を逸そらす。


　───何で、あんなこと言ったんだ、おれはっ。おれには関係ないじゃないか。


　口唇を嚙みしめ黙だまりこくっている浩之に、森山は小さく微笑ほほえんだ。


「そう言ってもらえるのは、何か嬉うれしいですね。でも、妻を悪く言うのは止やめてくれませんか。悪いのは僕なんですから」


　子供に向かって優しく言い聞かせるような口調に、浩之はますます口唇を嚙みしめる。庇かばう言葉は、森山がまだ妻を好きだということに他ほかならない。そのことに、なぜか浩之の胸が痛む。


　───そっかあ。まだ好きなんだ。だから、あんなに寂しそうだったんだ……。


　森山が誰だれのことを好きでも自分には関係ないはずで、どうしてそのことで動どう揺ようしているのかがわからない。それでも、微かすかにうずく胸の痛みを感じて、ぼそぼそと口の中で呟いた。


「……すみません。おれには関係ないことでしたよね。ごめんなさい」


「いえ、こちらこそ、言葉がきつかったです」


「ごめんなさい。これで、失礼します。本当に申し訳なかったです」


　俯うつむいたままぺこりと頭を下げると、浩之は森山が引き留めるのも聞かずに、部屋を後にした。











「堀内くん？」


　大きな音を立てて閉まった玄げん関かんの扉とびらを、森山はどこか呆然と見つめていた。リビングのドアが開け放たれてしまえば、そこまで一望できてしまう。その短い距きよ離りを浩之は駆かけ抜ぬけていったのだ。


　浩之のことは、コンビニで声を掛けられるまですっかりと忘れていた。名前どころか顔まで綺麗さっぱり記き憶おくになかった。それでも記憶の片かた隅すみに残っていたのは、浩之が昔の自分を知っているようだったからだ。


　引っ越しの時の問い掛けに逃にげてしまったのは、あの事故が起きる前の自分を知っているかもしれない彼に、ひどく怯おびえたからだ。今のままでいいと望んでいる自分を、この人物は変えてしまうかもしれないと、無意識のうちに怯えたのだろう。


　───まさか、今いま頃ごろになって堀内くんみたいに覚えている人が現れるなんて、予想していなかったですし。


　実際、彼が見たはずの森山は八年以上前の自分自身だ。それを知っている彼と向き合うことは、過去の自分と向き合うことにも等しい。あの時も自分自身と向き合うことなどできなかったというのに、今更過去を振り返ることなど、怖こわくてできない。


　それでも浩之を部屋へと上げてしまったのは、もしかして未練があるのだろうかと考えて、森山は否定するように首を振った。


「……何となく……。そう、何となく気になるだけです」


　一口口を付けただけで浩之が置いていった缶を片づけながら、小さく呟いてみる。


　自分のために激げつ昂こうした彼を嬉しいと思う反面、彼女のことをよく知りもしないのに悪く言うのが、悲しいと思う。


「───おや……？」


　森山は今しがたの思考にちょっとした違い和わ感を感じた。もう一度、じっくりと思い返して、そして自分でも呆あきれてしまう。何のことはない、浩之に彼女の悪口を言われたことが悲しいのではなく、浩之が彼女の悪口を言ったことが悲しいのだ。


　会ったのはまだ二回目で、しかもちゃんと話したのは初めてだというのに、どうやら自分は浩之のことが随ずい分ぶんと気に入っているらしい。はっきりと言い切らないのは、浩之を気に入っていると認めてしまえば、否いやが応でも昔の自分に近づくことになるからだ。


「このままで、いいんですけどねえ……」


　それが森山の望みだが、このまま浩之と関かかわれば、何かが変わってしまいそうな気がして、森山は嘆たん息そくした。











　森山の部屋を飛び出してから一週間経たっても、浩之はぼうっとしたままだった。


　気がつくと、森山のことを考えている。その度たびに、我に返り驚いては、慌あわてふためき戸惑う、などということを繰くり返していれば、集中力がなくなるのも自明の理だ。


　───そりゃあね、喋しやべり方とか、雰ふん囲い気きとか、好みだよ。……でも、男だっていうの……。


　自分よりも高い身長に、骨張った指先、これ見よがしではないものの、しっかりと存在している喉のど仏ぼとけまで、鮮せん明めいに思い描えがける。だが、それ以上にふんわりと笑った時の顔だとか、切なそうな表情だとか、そういったことが脳のう裏りに焼き付いて離はなれないのだ。


　そしていつも、それらに引きずられるように、森山が別れた妻にまだ心を残していることも思い出してしまう。その度に胸の奥にわずかな痛みを感じるのはどうしてなのか、浩之には理由がわからなかった。


　そんなわけで『心ここにあらず』な状態になっていれば、もとからそう器用な質たちではない浩之が、ささいなミスを何度も繰り返してしまうのは当然の事だった。やがて最初は仕方ねえなと笑っていた颯太を苛いらつかせ、ついには荒井からも叱しつ責せきされてしまう。


　結局どうしようもなくなって、気分と同じ曇どん天てんの中、浩之は実家から剣けん道どう着ぎ一式を持ち出すと道場に向かった。


　柴田道場は昔から変わっていない。車が余よ裕ゆうで通り抜けられる大きな門は、日中はほとんど開かれており、その門をくぐると左手にはちょうど人がすれ違ちがえるくらいの幅はばの砂じや利り道みちがある。


　綺麗に刈かり込まれた植木が植えられているその道を、浩之は奥へと進んでいく。


　少し行ったところにベンチと灰皿、ゴミ箱が置かれ、もちろん雨の日でも使えるように屋根がつけられた四阿あずまやが、休きゆう憩けい所代わりに設置されている。浩之が中高生時代通っていた頃ころは、練習の前後にそこでよく軽食を摂とっていたものだ。身体からだを動かさなくてもお腹なかが減る時期だったのだ。


　その休憩所に、人ひと影かげが見えた。自然と歩調が遅おそくなり、その人影が自分の見知った者だとわかると、浩之は弾はずむような足取りで休憩所に駆け寄っていく。


「師し匠しようっ。お久しぶりですっ」


「お？　ヒロか？　珍めずらしいな」


　ベンチに腰こし掛かけた胴どう着ぎ姿の男が片手を挙げた。この柴田道場の三男坊ぼうで、師し範はんをしている柴田岳がくだった。


　浅く腰掛け足を組んでいる柴田は、嫌いやになるほど手足のバランスが良かった。肩かた幅はばのあるどっしりとした体格に、太い首、白い胴着の袖そでから覗のぞく腕うではがっしりとしており、どこから見ても体育会系然とした雰囲気を持っている。また、それに見合うようなくっきりとした眉まゆに、しっかりとした顎あご、程ほど良よい長さの黒くろ髪かみは後ろに撫なでつけられ、男らしい顔の輪りん郭かくをはっきりとさせているので、強こわ面もてな印象が残る。それがごつく見られないのは、少しだけ垂れた目が全体のバランスを上手うまい具合に取り持っているからだろう。


　今年二十八になる柴田は、浩之にとって剣道の『師匠』であり、年の離れた『兄』代わりでもあった。そんな気安さから、何の躊躇ためらいもなく近づいた浩之は、突とつ然ぜん足を止めた。


　───お、女の人がいる……。いや、いても不思議じゃないけどっ。どうして師匠の隣となりに座ってるんだ？


　ちょうど屋根を支える柱の陰かげになっていたために、傍そばに寄るまで気がつかなかったのだ。浩之はそのまま柴田の前に行ってもいいものか判断できずに躊ちゆう躇ちよしてしまう。だが、そんな浩之を柴田は気安く手を振ふって呼び寄せる。


「何やってんだ？　とっとと来いよ」


「ですが……」


「ああ、彼女はトモダチ。高校の時からのダチだよ。今いま更さらこんなのに女の色気を感じるほど、溜たまってないしな」


「そこまで言うのは、ひどくないかしら？」


　けらけらと笑う柴田の頭を、彼女はにっこりと笑え顔がおのまま、小気味のいい音を響ひびかせて叩たたいた。そのまま浩之に向かって軽く下げられた頭につられて、浩之もぺこりと会え釈しやくする。


　淡あわいグリーンのパンツスーツを身にまとい、十センチはあるピンヒールを履はいている。傍かたわらにはベージュのビジネスバッグが置かれていた。綺き麗れいに手入れされた指先にはオレンジパールのマニキュアが塗ぬられ、微笑ほほえんだ口くち唇びるには同色の落ち着いた色味の口紅が塗られている。


　耳に掛かかるあたりでばっさりと切られた髪はふわふわとしており、全体的に柔やわらかいイメージを抱いだかせた。くっきりとした二ふた重えの目も、小さな口もかわいい感じだ。だが、実際は大おお柄がらな部類に入る柴田と並んでも、見み劣おとりはしなかった。


「ごめんなさいね。これの言うことは気にしないでいいわ」


「んだよ。色気がねえから、別れたんだろ？」


　艶えん然ぜんと微笑む彼女に、柴田がまた余計な茶々を入れたが、それに返されたのは忌いま々いましげな口調だった。


「違うわ。私が放ほうり出したのよ。あの大おお馬ば鹿か者！　今時お米を洗せん剤ざいで洗おうとする人種がいるだなんて信じられる？　洗せん濯たくだけはまともにできるようになったけど、それにだって二年掛かったのよ、二年！」


　ばっと浩之の方に振り向いたかと思うと、大きく手を振りかざしどんどん語気を強めていく。


「私にだって仕事はあるのよ！　チーフとしての責任もあるし、接待だ何だと遅くまで付き合わされる。なのにようやく家に帰り着いたと思ったら、あの大ボケが腹を空すかして倒たおれてる！　冗じよう談だんじゃないわよ。自分の世話だってしたくないのに、誰だれが面めん倒どうを見るかっていうの！」


「───でも、愛してたんだろ？」


　勢いに押されてわずかに後あと退ずさった浩之を気に留めるでもなく、柴田がさらりと言い放つと、女性は馬鹿にしたような笑みを浮うかべて、柴田に指を突つきつけ言い切った。


「気の迷いよ」


　そのすっぱりと切り捨てるような口調に、柴田は小さく笑う。すると、それにつられたかのように女性もくすくすと笑いだした。


「ま、確かに前はそれなりにかっこよかったとは思うし？　今でも見られる容姿だとは思うけど。……あきらかに覇は気きが足りないのよ。私が何とかできるならって、八年も傍にいてみたけど、結局あれに活力を取り戻もどさせることはできなかった。気が短い方ではないつもりだったけど、ふぬけた姿を見続けるのはいい加減飽あきたわ」


「だから、追い出したのか？」


「そう。三年も妻として傍にいたのよ。慰い謝しや料代わりにマンションくらいもらったって罰ばちは当たらないと思わない？」


　晴れやかな笑顔で女性が笑うと、その通りだと思えてしまうから不思議だ。強こわ張ばっていた浩之の頰ほおが少し弛ゆるんだのを柴田は見み逃のがさず、その快活な女性を引き合わせた。


「紹しよう介かいが遅おくれたな、森山香奈だ。───て、森山のままでいいんだろ？　旧きゆう姓せいに戻すのか？」


「まさか。あんな面倒くさいこと、一度で充じゆう分ぶんよ。名前で呼んでくれると嬉うれしいわ」


　首を小さく傾かしげて会釈した彼女を、浩之は愕がく然ぜんとしながら見つめる。


　───『森山』……？　森山さんの、奥さん？　まさか、そんなわけないよね……？


　どきどきと急激に脈打ちだした鼓こ動どうのせいか、浩之は何の反応も返せなくなる。まさかとは思ったが、香奈が話す『元夫』の、間の抜ぬけた行動や、名前、相手を追い出したとか───ここ数日の間、浩之の頭の中を占せん領りようし続けている人物に当てはまることが多すぎて、とても別人のことだとは思えなかった。


　再び不自然に固まってしまった浩之を、柴田が不思議そうに下から見上げた。


「ヒロ？　どうかしたのか？」


「あ、いえ。初めまして、堀内浩之です」


「こいつはここに通って長いんだ。もう、十二、いや十三年になるか？」


　ぎこちなく下げた浩之の頭を、柴田はくしゃくしゃにする。竹刀しないを握にぎり続けて、つぶれたマメが手の平を硬かたくしていた。男らしい大きな手の感かん触しよくに、ちょっとだけ心が落ち着くのは『兄』のように慕したっているからだろうか。


　柴田のはきはきとした口調や、ばっさりと切り捨てるような物言いは、面おも白しろいくらいに森山と正反対で、いっそ柴田と香奈が夫ふう婦ふだと言われたほうが納なつ得とくできるような気がする。


　そっと視線を巡めぐらせば、香奈はとりたてて不ふ審しんには思っていないようだった。


　確かめるのは何故なぜか怖こわかったが、このまま悶もん々もんと思い返し続けるのも精神的に良くないだろうとも思う。


　ちょっとだけ口唇を湿しめらせると、浩之は意を決して口を開いた。


「香奈さん、もしかして、旦だん那なさんの名前は『芳信』って言いませんか？」


　柴田の手が止まり、香奈も浩之を凝ぎよう視しする。


「ええと、この間、仕事で引っ越こしをしたんです。森山さんの……」


　慌あわてて続けると、すぐにふたりは納得したように表情を和やわらげた。


「何だそうなのか。そういや、おまえ便利屋に就職したんだっけ」


「あら、じゃあ、私がどれくらいあのガキに手を焼いたかわかるでしょう？　本当によく八年も付き合ったもんだと思うわ。自分でも呆あきれちゃう」


　柴田が香奈とは反対隣の席を叩き、浩之を座るように促うながす。躊躇いながらも腰こしを下ろした浩之からわずかに視線を逸そらして言う。


「……芳信と香奈と俺は、高校の時からの付き合いでな。今でもそれなりに飲みに行ったりするんだ。だからまあ、ここにも愚ぐ痴ちというかしゃべりに来るんだがな……」


「あの外見だけの男も、言いたいことをぶちまければいいのに、全部呑のみ込もうとするんですもの。こっちの方が苛いらついてしまうわ。前はそれを寡か黙もくでいいと思ってたんだけどねえ。飲みトモダチには最高で、恋こい人びとにはそれなりに及きゆう第だい点をあげられたけど、旦那にするには最悪だったわ」


　からからと景気よく笑う香奈に、柴田も肩かたを竦すくめる。そんな香奈の様子には森山に対しての未練などまるでないように思えた。


　浩之が小さく安あん堵どの息をついたのは、ほとんど無意識のことだ。


　結局その日は、森山の引っ越し話で終わってしまい、浩之は竹刀を振るえずじまいだった。











『今日こそ竹刀を振るんだ！』と意気込んだ浩之は、定時になるや否いなや早々に退社すると、そのままの足で道場に向かった。昨日納得のいくまで素す振ぶりをするつもりだったのが、うっかり柴田たちと話し込んでしまったため、結局竹刀を振れずに、不完全燃焼のままだった。


　またしても実家に戻って軽く腹ごしらえしてから道場に行ったので、夕方の稽けい古こも終わり自主練習のために開放された道場には、二人の先客がいるだけだった。雨の中、わざわざ居残ってまで練習する物好きはそれくらいだろう。


　公式試合には一辺九メートルか十メートルの正方形の試合面を使う。柴田道場は九メートルと小さい方ではあるが、その試合面が四面あり、かなり広い。そのため、少人数ならばかなりの距きよ離りをあけても大だい丈じよう夫ぶだ。


　手早く防具を身につけ、片かた隅すみに陣じん取どる。精神統一と鍛たん錬れんを兼かねた素振りに、やがて時間を忘れるくらいのめり込んでいく。


　元々、森山のことが気になって注意力が散さん漫まんになってしまっていた己おのれを律するために、素振りをするつもりだったのだ。それなのに昨日香奈と会ったことで、余計に抱かかえ込んでしまった何かを振り切りたくて、尚なお更さら竹刀を握る手に力がこもる。


「おら、もうお終しまいだぞ」


　かつんと軽く頭をこづかれ、浩之が慌てて振り返ると、柴田が竹刀を肩に乗せて立っていた。他ほかに人ひと影かげは見当たらず、どうやら浩之が最後になってしまったようだ。肩で息をしながら、それでも頭を下げる。


「……すいません……」


「別に構わないが、一応道場を閉める時間だからな。おまえが珍めずらしく悩なやんでるみたいだしな。外でよけりゃ、話くらいは聞くさ」


　まずは着き替がえてからだ、と更こう衣い室に追い立てられたので、急いで着替えると外の休きゆう憩けい所に足を向けた。雨足は来た時よりも弱まり、ぱらつく程度になっていた。日が暮れて気温が下がったのか、指先が冷たくなっている。


　息を吹ふきかけていると、柴田が手にマグカップを持って来た。礼を言って受け取ったカップのぬくもりが、指先を暖める。コーヒーをすする音がした後、柴田がおもむろに口を開いた。


「昨日も思ったが、今年で十三年目になる、のか？　よく続いたな。珍しいといえば、珍しいんだよ。自分からやりたがったやつは、熱が冷めるのも早いし、続いているやつでも、社会に出てしまえば、それで終わり、とかな」


　懐なつかしそうに目を細めているのは、浩之が初稽古をつけてもらった時のことを思い出しているのだろうか。浩之もつられたように目を伏ふせた。


「止やめるわけには、いかないんですよ。ちょっとした約束があって……。まあ、子供の頃ころの約束なんて、相手には意味ないかもしれないですけど、おれには大切な約束で、今でも覚えてるんです」


　呟つぶやくように零こぼれた声は、雨音に消されるくらいに小さかった。すっと閉じられた浩之の瞼まぶたの裏にはあの時の光景が今でも簡単によみがえる。





　七月に入り、ただ歩いているだけでもうっすらと汗あせばむ季節になった。思っていた以上に暑く感じられる陽ひ射ざしの中を、幼い浩之は歩いていた。


　母親の趣しゆ味みで少し長めに伸のばされた黒い髪かみが、弾はずむような足取りに合わせてひょこひょこと動いていた。ハーフパンツから伸びた脚あしは、子供らしくほっそりとしている。膝ひざに絆ばん創そう膏こうが貼はられているのはご愛あい敬きようだ。


　大きく黒目がちの目をあちこちに彷徨さまよわせながら、浩之は足取りも軽く歩いていた。


　幼よう稚ち園えんの年長になった浩之の、今一番嬉しいお手伝いが『お遣つかい』だった。三歳離はなれた妹に、『お兄ちゃん』としていいところを見せられるし、何より自分一人でやらせてもらえるからだ。今も母親から頼たのまれた牛乳と胡瓜きゆうりを、スーパーまで買いに行く途と中ちゆうだった。


　いつもは母親と一いつ緒しよに歩いている道を、一人で歩くのは気分がいい。だが、浩之は突とつ然ぜんぴたりと足を止めて、きょろきょろとあたりを見回した。


　ぴしっと何かを叩たたくような音が、周囲の静せい寂じやくを破って聞こえてきたのだ。浩之が歩いていたのは車が一台通れるほどの幅はばしかない道路で、右手は普ふ通つうの一いつ軒けん家やが並び、左手は先さき程ほどから壁かべが続いている。


「何の音かなあ」


　首を傾かしげながらも、どこから聞こえてきたのか、何の音なのか不思議に思っていると、再びそれは聞こえてきた。耳のすぐ横をボールが通り過ぎた時の音に、どこか似ているような気もするが、浩之にはやはり想像がつかない。


　今まで耳にしたことのない音は浩之の好こう奇き心をいたくくすぐった。


「……こっち、かなあ」


　見上げると首が痛くなるほど高い壁の向こうを気にしていると、確かにそこから身体からだの奥に切り込むような音がしている。どこか中に入れるような場所がないかと左右を見み渡わたせば、少し先に古風な門があるのが見えた。


「あそこから入れるかなあ」


　幼い浩之の頭の中は、すっかり『お遣い』のことなど抜ぬけ落ちてしまい、その音のことでいっぱいになってしまっていた。


　浩之の家の玄げん関かんよりもはるかに大きな門は開いており、そっと中を覗のぞいてみると、綺き麗れいに刈かり込まれた植木が砂じや利り道みちに沿って植えられている。


　門の脇わきには厳いかつい行書体で『柴田道場』という看板が掛かかっていたのだが、浩之に読めるわけもない。


　断続的に響ひびく音は、左手から聞こえてくる。


　勝手に門の中に入るのはいけないことだと頭の片隅にちらりとよぎったが、聞こえてくる音に好奇心を抑おさえられず、ついに浩之はそっと門の中に足を踏ふみ入れた。足あし許もとで音を立てる砂利にびくびくとしながら奥へ進む。


　右側の壁に沿ったところに屋根の付いたベンチが置かれていた。灰皿とゴミ箱も備え付けられていたが、そこには誰だれもいない。勝手に入ったことを怒おこられるかもしれないと、どきどきとしていた浩之はほっと気が抜けた。


　道はまだ奥へと続いている。浩之は来た道を振ふり返って一いつ瞬しゆん迷ったが、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せると一歩一歩踏みしめるように先へ進み始める。


　規則正しく繰くり返される音は少しずつ大きくなり、一度だけ入ったことのある小学校の体育館のような大きな建物が見えた。


　風を取り込むためか大きく開かれた扉とびらから中を覗けば、これまた体育館に似た板張りの床ゆかの上で、一人の少年が竹刀しないを振るっていた。ただ上下に振るだけなのに、空気を切るような音が辺りに響いている。あまりにも意外な音の正体に、浩之は呆ぼう然ぜんとそれを見ていた。


　不意に、竹刀の音が止まり、少年が浩之の方を振り返った。額を伝い落ちる汗が、床に落ちる。


「誰？」


　荒あらい息のまま問い掛けられ、浩之はその場で固まってしまう。怒られると身構えて身体はがちがちと震ふるえ出し、声も出ない。身体を竦すくませている浩之に向き直ると、少年は足音も立てずに近づいてきた。


　そこそこ短く切られた茶色い髪が、汗で額や頰ほおに貼はり付いているのが鬱うつ陶とうしいのか、竹刀を持ったままの腕うでで擦こすっている。目の前に立った少年は、母親よりも背が高く、浩之にはとてつもなく大きく思えた。


「見学しているの？」


　かけられたその声の優やさしさに、一気に緊きん張ちようの糸が切れた浩之は思わず泣き出してしまった。いきなり見知らぬ幼児に、目の前で泣き出されて面めん食くらったのだろう。少年は慌あわてて膝を突つき、浩之を泣きやませようと必死にあれこれと話しかけてきた。


「どうしたの？　泣かないで。剣けん道どうを見たのは初めて？」


　泣きじゃくる浩之の頭の中は混乱していたが、初めて聞く言葉におずおずと聞き返す。


「けんどう？」


「そう！　ほら、僕が今振っていたのが竹刀っていってね、これで打ち合うんだよ。うーん、そうだな、チャンバラごっこみたいなモノかな？」


　まだ少ししゃくり上げているが泣きやむ様子を見せた浩之に、少年はふんわりと笑いかけた。その笑えみに勇気づけられて、浩之はつっかえつっかえ、目の前の少年に伝えていく。


「……音が、すごいの。ひゅん、ひゅん、てかっこいいの」


「そうか？　そう言われると嬉うれしいなあ」


「お、おれにもできる？」


　涙なみだがいっぱい浮うかんだ瞳ひとみで見上げると、少年は軽く目を見張ったがすぐにうんと頷うなずいた。


「できるよ。うんと練習して、強くなれば、綺麗な音が出るんじゃないかな。……大きくなって、強くなったら、僕と試合する？」


　それは、少年にとっては他愛もない提案のつもりだったのだろうが、浩之にしてみればそれは両親以外の大人と交かわす、初めての『約束』だった。先ほどよりも力強く頷く。


「する！　絶対に強くなる！」


「じゃあ、約束な」


　そっと差し出された小指に、どきどきしながら自分の小指を絡からませる。とても大事な約束をするのだ。絶対に守るんだと、目の前で微笑ほほえむ少年を見ながら、浩之は心に決める。


「僕はね、今度四段の審しん査さを受けるんだよ。だからきみも、それくらいには強くならないと駄だ目めだよ？」


　からかうように、おかしそうにそう言った少年に、わけもわからずただ頷く。『剣道』で『四段』になれば、少年が自分と一緒に『試合』をしてくれる。正直、少年が言った言葉は全部理解できなかったが、それだけはしっかりと心に刻んだ。





「まあ、そんなわけで始めたんですけどね……。それから少しして四段がどれくらい強いのかっていうのがわかって。師し匠しようの道場だっていうのはわかってたから捜さがしもしたんですけど、全然わからなくて」


　昔のことを懐なつかしく思い出しながら話していた浩之は、話が進むに連れて柴田の眉まゆが段々と寄せられていくことに気がついていなかった。


「でも、いつか本当におれが四段になったら、彼が姿を現してくれそうで、止やめるに止められないだけなんです」


　そんな昔のことにいまだにこだわっている自分が恥はずかしくて、浩之は急にぴたりと口を閉じて手にしたマグカップを傾かたむける。その隣となりでは柴田が眉み間けんにくっきりと皺しわを寄せたまま、黙だまっている。


「師匠？」


「あー、それって、十三年前？　で、四段審査？　しかも、そのあと見かけていない？」


「そうですけど……。師匠、誰だか知ってるんですか？」


「いや、知らんね。心当たりはないか思い返してみたが、やっぱりなかったよ」


　ひらひらと手を振り柴田はそこで話を打ちきった。最初から大して期待していたわけでもなかったので、浩之は落らく胆たんもせずに半分ほど空にしたマグカップを覗き込む。


　そのままお互たがいに何となく黙っていると、柴田の方から口を開いた。


「話が逸それてしまったな。おまえの悩なやみ事を聞く予定だったんだっけ」


「う……。う、ん……」


　突とつ如じよ振られても、森山のことをどう言えばいいのかわからず、浩之は口くち籠ごもってしまった。その様子を見て、面おも白しろそうに柴田は上体を寄せてくる。


「なんだ、恋れん愛あい事か？」


「───ち、違ちがいますっ。相手は男の人ですよっ」


「なんだ、つまらんな。で、何を悩んでるんだ？」


　今まで浮ういた話一つ無かった浩之の、初めての恋愛話なら面白かったのに、と他人ひと事ごとをあからさまに面白がっている柴田に小さく溜ため息をつくが、他ほかに相談できるような人物がいない。颯太の顔も一瞬浮うかんだが茶化されるだけで終わりそうで、やはりここは昔から『兄』代わりの柴田の方が向いている気がしたのだ。


　だから、できるだけ柴田から顔を背そむけたまま、ぼそぼそと呟つぶやいた。


「だって、気になるって、変ですよ。これが、女の人になら、そうでもないでしょうけど、ふっと気がつくと考えてるんですよ？」


「───別に変じゃないだろ。感情がそっちに向いてるから、気になるだけだろ？　恋愛でも、興味でも、哀あわれみでも、何でもいい。そういった感情が相手に向かっているから、気になってるだけだ。俺にだって気になる男くらいいるぞ？」


「え？」


　柴田の意外な発言に、浩之の黒目がちな瞳が見張られる。その視線の先で、柴田の精せい悍かんな頰がにやりと歪ゆがめられた。


「また、手合わせしたい奴やつがいるんだよ。八年前に剣道止やめちまってな。それでも、いつかまたやり合ってみたいから、ずっと気にしている。いつその気になっても、すぐに試合できるように気にかけてるのさ」


　そうきっぱりと言い切られてしまうと、微び妙みように何かが違ちがう気もするが、それはそれでそうなのだという気もしてくる。実際、森山をどこかで見かけたような気がしているのは事実だったからだ。


　───でも、そう思ってた方が楽だよなあ。


　森山が気になるのはどこで見たのか思い出せないせいで、そのためにいろんなことが気になるのだと、思うことにした。顔を見る前に、優しげな声が気になったことはすっかり忘れて、浩之は結論づける。


「ありがとう、師匠。どうにか落ち着いたかも。一人で考えてると、同じことばかり考えちゃうんだね。すっきりした感じがする」


「そっか？　まあ、おまえがそれでいいなら、いいんだろうよ。じゃあ、今度は俺と打ち合ってみるか？」


「はいっ。お願いします」


　柴田の言葉に、浩之は晴れやかな笑顔を見せぺこりと元気良く頭を下げると、まだ止む気配のない雨の中を軽やかな足取りで家に帰っていった。


　残された柴田が、気難しげに顔をしかめたことには、もちろん気がつかずに───。




３







　柴田に話を聞いてもらってから数日は、浩之の気持ちは安定していた。落ち着きを見せた浩之の様子に安心したらしく、久しぶりに飲みのお誘さそいを掛かけてきた颯太に、少しだけ気分が昂こう揚ようしていた勢いで浩之は一も二もなく頷いてしまう。


　申し合わせた金曜日、会社の近くで飲む気にはなれないという颯太に引っ張られ、二人は会社から一駅離はなれた店に入った。どうやら荒井に飲み過ぎを注意され、颯太はそれに腹を立てていたらしい。


　明日は休みということもあってか、颯太も浩之もどんどんと杯さかずきを重ねていく。颯太は荒井への愚ぐ痴ちに、浩之は久しぶりの軽い気分に、歯止めを掛けるつもりがない。


　二人して帰るのは同じ駅なのだから、これといって心配するようなこともない。結局六時頃ごろ入った居酒屋を後にしたのは十一時近くで、切きつ符ぷを買うのも改札を通るのも、二人ともかなり足あし許もとが怪あやしかった。


「でも、まー、二人いればー、何とかー、なるでしょ」


　呂ろ律れつの怪しい颯太の言葉に、浩之も頷く。


「二人いればー、どっちかがー、家に連れてってくれますよー」


　けたけたと笑いながら来た電車に乗れば、どっかりと座席に座り込む。金曜日のこの時間はちょうど帰宅ラッシュの隙すき間まになるらしく乗客も少なかった。見るからに酔よっぱらいである二人の傍そばには誰だれもわざわざ寄ってこない。


　次が降りる駅だからと立ち上がった浩之は、カーブにさしかかり大きく揺ゆれた電車に踏鞴たたらを踏ふんだ。しかし、酔いの回った足では踏ん張れるはずもなく、『ああ、倒たおれるんだなあ』とのんびりと他人事のように考えていた。


「───！」


　だから、背中からやんわりと抱だき留められて、ひどく驚おどろいた。身体からだをしっかりと支える力強い腕うでと、頰ほおに掛かる吐と息いきで、相手が自分よりも身長の高い男だと知れた。


　アルコールのせいでぽやぽやとした頭で、腕の持ち主を確かめようと頭を巡めぐらせると、そこには数日前まで自分のことを悩ませていた森山の顔があった。


「あれー、森山さんだー。こんばんはー」


「はい、こんばんは。随ずい分ぶんと飲まれているようですね。次で降りるんですか？」


「そーです。せんぱいー、降りますよー」


　森山に支えられていることに何の疑問も感じないまま、浩之は颯太に呼びかけ、三人は電車を降りた。他にも数人がホームに降りたが、ふらついた足取りの彼らが改札を抜ぬけたのは結局最後のようだった。


「家はそちらですか？」


　よろめきながらも足を進めている颯太に続き、自分で歩き出した浩之の後を追いかけてきた森山が声を掛ける。気き遣づかうような口調に、浩之はふと思い至って足を止め森山に向き直った。


「森山さんの家ー、ここじゃないですよねー？」


「そんな状態では放ほうっておけませんよ。家まで送りますよ」


「ほんとにー？　わーい、ありがとー」


　ばっと両手を広げ、酔っぱらい特有の気安さで、浩之は自分から森山に抱きついた。その間にも何も気がついていない颯太はどんどん先に進んでいく。その姿に慌あわてたのは森山の方だ。


「彼、行ってしまうけどいいの？」


「あー？　うん、せんぱいーっ。さよーならー」


　千鳥足ながらも歩いていく颯太に向かい、ぶんぶんと腕を振ふり回して一方的に別れを告げると、浩之は再び森山に抱きついた。肩かた口ぐちにぐりぐりと額を押しつけ、甘えるような仕草で森山の背広の裾すそを握にぎる。仕方ないなと苦く笑しようされながらも、無条件に自分を受け入れてもらえるというのはひどく心ここ地ちいい。


「家、向こうー。お茶、してってねー。こないだのお返しー」


「しっかりと摑つかまっているんですよ」


　耳みみ許もとで囁ささややかれる優やさしい声に、うっとりと目を細めた。


　こくんと頷うなずくと腕を取られ、半ば引きずられるようにして歩いていく。隣となりに森山がいるという安心感からか、気を抜くと膝ひざが砕くだけてしまいそうになるのを何とか堪こらえて、ようやく部屋へ辿たどり着いた。


「それでは、これで」


「え？　だめー。部屋に入るのー」


　何度か鍵かぎを取り落としそうになりながらも、どうにか扉とびらを開けたのを見て、森山は浩之の腕を放した。背中を向けられそうになったことが、ひどく悲しくて、浩之は引き留める。


「ですが、もう遅おそいですし」


「やだー。帰るんなら泣いてやるー」


　困ったような顔をしている森山に、悪いとも思ったが、それ以上に森山とこのまま離れる方が寂さびしかったのだ。


　背広の裾をぎゅっと握り言葉通りに瞳ひとみを潤うるませ、感情のままに引き留める浩之に、森山は溜め息をつく。服どころか髪かみの毛からも酒の匂においが立ち上っているだろう身体を抱きしめて、森山は部屋に上がってくれた。


　それでも、気が変わって『帰る』と言われるのが嫌いやで、握りしめたままの背広から手を離す気にはなれなかった。


　浩之の部屋は普ふ通つうの１ＤＫだ。入ってすぐに台所と風ふ呂ろがあり、奥に八畳じようの部屋がある。置いてあるモノはどれもシンプルなベッドとテレビとコンポ、それにテーブル。いつもの定位置に座ろうとして、浩之は背広から手を離してしまい、慌ててまた摑みなおす。


「そんなすぐには、帰りませんから。ほら、お水を取ってきますから座っててください」


「でも……」


「じゃあ、こうしましょう。背広を預けますよ。それならどうですか？」


「ん……」


　手て渡わたされた背広の上うわ衣ぎをぎゅっと抱きしめ、浩之は安心してベッドに背を預けるようにして座り込んだ。それでも、少しばかり不満が残り手渡された背広に歯を立てる。薄うすいグレー地に濃こいグレーのストライプが入った、裏地のない夏仕様の背広だった。


　その様子に小さく微笑ほほえみ、台所へと消える森山の広い背中を、じっと見つめていた。


　───あったかかったなあ……。腕も、声も優しくて……。


　家に帰るまでずっと抱いていてくれた腕の強さも、自分の身体を包み込む体格の良さも、わかっている。どこをどうみても森山は完成された男でしかない。自分よりも十歳近く年上の、大人の男なのだ。


　───『大人』だから、子供のおれに優しくしてくれたのかな？　でも、それじゃあ嫌だな。ちゃんと、おれを見て優しくして欲しい。


　ゆったりとした口調も、温かな雰ふん囲い気きも、どれもが浩之の好みだった。これで相手が女性だったら、間ま違ちがいなく好きになっていただろう。今まで誰ともお付き合いしたことはないが、いいなと思った女の子たちは、みんな似たような感じだったのだ。


　グラスを手に戻もどってきた森山を見て、『それ』はすとんと浩之の中に落ちてきた。


　───なんだあ、やっぱり森山さんのこと好きだったんだあ。だから、気になってたのかあ。


　隣に膝を突つき、顔を覗のぞき込む森山の顔をまじまじと凝ぎよう視しする。すっと通った鼻筋や、薄く開かれた口くち唇びる、心配そうに寄せられた眉まゆ根ね。吐息が触ふれあいそうなほどに顔を近づけても、嫌な感じはしない。


「堀内くん？　気持ち悪くなったんですか？」


　優しく耳じ朶だを打つ声に、浩之は嬉うれしくなって笑う。アルコールのせいか、まるで力の入らない腕を森山の首に回した。嫌がられている様子が感じられないことに安心して、べったりと体重を預けてみる。


「水が零こぼれますよ。手を離はなしてください」


「……やだー。離さないー」


　諭さとすような声についムキになり、ますます体重を掛かけて森山に寄りかかる。それなりにある体重を持て余しかけた森山はグラスをテーブルに置いて、両手で浩之を抱き留めた。


「眠ねむくなったんでしょう。上着を脱ぬいでくださいな」


「んー、森山さんがー、脱がせてー」


「仕方ないですねえ」


　甘えるような仕草や行動のどれをも、森山が許してくれることが嬉しくて、だんだんと我が儘ままになっていくのを止められない。


　森山の手ですんなりと脱がされたジャケットは、畳たたまれて下に置かれる。薄いシャツ越ごしに感じる森山の鼓こ動どうに、自分の鼓動も速くなる。


　他人の鼓動をこんなに身近に感じたのは初めてで、それだけでも何やら照れてしまう。


「ほら、ベッドに入ってください。このまま寝ねてしまうと風邪かぜを引きますから」


　そう言ってはみたものの、埒らちがあかないと思ったのか、浩之を首に齧かじりつかせたまま、森山はベッドに乗り上げるようにして、軽々とその身体をひっぱり上げる。必然的に森山がのし掛かるような体勢になったが、相変わらず浩之の腕が首に回されたままの状態では、さすがに辛つらいようだった。幾いくらもしないうちに肘ひじが顔の両りよう脇わきに突かれ、浩之は彼の重みを全身で感じることになってしまう。


「手を離してくださいな。堀内くんが重いでしょう？」


　自分のモノとは思えないほど、どくどくと心臓を脈打たせてしまっている自分とは対照的に、森山は何とも思っていないようで、浩之はむっとした。


　───だったら、絶対に意識させてやるんだ。


　セックスをしたことのない自分が、どうやって相手をその気にさせればいいのかわかるはずもないのに、浩之は酔よいに任せた頭で闘とう志しを燃やす。


「もりやま、さん……」


　まずはキスが最初だろうと口唇を触れ合わせる。腕うでの中で森山の首筋がびくりと大きく跳はねたことに妙みように昂こう揚よう感を煽あおられた。起きあがろうとする肢し体たいを離すまいと腕に力を込こめる。しかし、後頭部に手を差し込まれ、力ずくで口唇を外されそうになり、それは嫌だと意思表示のつもりで口唇を軽く嚙かんだ。


「……ん……」


　呼吸が乱れ、鼻に掛かった声がこぼれ落ちる。ぎゅっと抱だきついたまま、浩之はただがむしゃらに口唇を押しつけていた。が、重ねた口唇から溜ため息のような吐と息いきが漏もれた時、髪の毛を摑むようにまさぐっていた森山の手が不意に項うなじを撫なでた。


　ひくりと浩之の身体からだが跳ねる。


　口唇の隙すき間まから覗いた舌が、浩之の口唇を割り口こう腔こうに侵しん入にゆうしてきた。それはすぐに出ていってしまったが、初めて感じるぬめった感かん触しよくに、浩之の身体はまた震ふるえた。


「……力を抜ぬいて。舌を嚙まないでくださいね」


　呼吸の合間に囁かれた言葉に、浩之は小さく頷く。そして再び差し込まれた舌を、自ら受け入れようと口を大きく開いた。歯列の裏を舐なめられ、上うわ顎あごを愛あい撫ぶされる感触に目を細める。声と同じで、どこまでも優しい愛撫だ。


　触れあうだけのキスなら経験はあったが、舌を絡からませるような濃のう密みつなキスは今日が初めてだった。それでも、森山の舌先に自分からちょっかいを仕し掛かけてしまえるのは、アルコールのせいだろうか。


　酔いのせいで昂揚していた神経は、いとも容易たやすく快楽を享きよう受じゆした。零れる吐息と微かすかに震えている指先は快感を感じ始めている証あかしだった。しかし、肝かん心じんの浩之の雄おすは何の反応も示さない。完全に飲み過ぎ故ゆえの結果だった。だが、それでも気持ちだけはますます高ぶっていく。


「───ぁん、う……」


　カットソーの上から腰こしのラインを撫でられ、思わず声を漏らしてしまう。その声に後押しされたのか、森山の手がジーンズからカットソーの裾すそを引き出して、直接触れてきた。火ほ照てった身体に、森山の手はひどく気持ちよく感じられた。


　音を立てて口唇が離された途と端たんに口くち寂さびしくなり、キスをねだるように頰ほおをすりつける。だが、逆にやんわりと腕を解ほどかれ、森山の身体は離れていってしまった。


「ど、して……」


「服を、脱がないとね……。汚よごしてしまうでしょう？」


　熱を帯び掠かすれた声で言われて、呆ぼう然ぜんと森山を見つめ返していた浩之の頰に血が上る。ぎゅっと目を瞑つぶり森山の手の動きを視界から閉め出してしまう。


　まるで子供が服を脱がされているようで、羞しゆう恥ち心ばかり募つのるが、自分から脱ぐほどの度胸はない。素す肌はだに外気が触れ、一いつ瞬しゆんだけ身み震ぶるいしたが、それもすぐに気にならなくなってしまった。続いてまた衣きぬ擦ずれの音が耳に届く。


　もしかしたらと、浩之の鼓動が跳ね上がる。


　触れてきた滑なめらかな感触で、森山も裸はだかになったことを浩之は知った。温かな肌は薄く汗あせばんでいて、森山の緊きん張ちようが伝わってくる。


　だが再び覆おおい被かぶさられ、口唇が首筋を通り鎖さ骨こつの辺りを彷徨さまよっても、目を開けることだけはできなかった。


　───森山さんの目に、おれの顔が映ってたら、滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしいって……っ。


　至近距きよ離りでは瞳ひとみに顔が映ることを知っている。どんなに我を忘れていたとしても、森山の瞳の中に快楽を感じている自分の顔を見つけてしまった日には、絶対に憤ふん死ししてしまうに違ちがいない。


　そんな浩之の葛かつ藤とうをよそに、森山の手は腰のラインから胸むな元もとへ伸のび、平らな胸を一撫でしてすぐに離れた。今度は腰の辺りから下に向かって撫で下ろされる。肌が粟あわ立だち、感覚が敏びん感かんになっていることに他人ひと事ごとのように感心してしまう。


　だが、いくら快感を感じても、浩之の雄は柔やわらかいままだった。森山もそのことが気になったのか、壊こわれ物を扱あつかうかのようにそっと指先が触れてきた。そして、初めは触れるだけだったものが、次し第だいに大だい胆たんに動いていき、やがて手の平全体で扱しごき上げるような愛撫になっていく。


「はぁ……。んぅ───」


　とらえどころのない快楽がそこかしこで渦うず巻まくが、一向に硬かたくならないそれに浩之自身も次第に焦じれてくる。我が慢まんしきれずに自分で慰なぐさめようと、握にぎっていたシーツを放し手を伸ばした。それを見た森山は自分の手を離し、浩之の好きにさせる。


　動きの止まった森山に、浩之は見られていることを意識した。それでも手の動きを止めることはできない。荒あらい呼吸を繰くり返し、ただ自分の快感だけを追いかけていく。


「───ごめんね───」


　ぼそりと低い呟つぶやきが聞こえたと思うと、いきなり足首を摑つかまれ横よこ倒だおしにされた。ぴたりと太ふと股ももを閉じ合わされ一ひと纏まとめに摑まれた足首が痛む。


「な、に……？」


　わけがわからないうちに、太股の間に硬いモノが押し込まれた。ぬめりを帯びたそれは、森山が腰を動かすたびに、太股の柔らかい場所を刺し激げきする。


「───っ」


　他人の雄が自分の太股にすりつけられている得体の知れない感触に、背筋が震えた。ずんずんと身体を突つき動かされるような振しん動どうとともに、浩之の雄は森山のそれに身体ごと揺ゆさぶられ、雄を掠められていくその律動に合わせて声が漏れていく。


「や……、あ……っ。……んぅ、あ……」


　久しぶりに飲み過ぎたせいか、それとも出口のない快楽のためか、頭の芯しんがぼうっと痺しびれるような酩めい酊てい感が、浩之の思考を徐じよ々じよに侵しん略りやくしていく。熱い欲望に引きずられて呼吸が乱れる。


「───くぅっ」


　短く呻うめいた声が響ひびいたと思うと、浩之の腹に欲望の残ざん滓しが飛び散った。ぴちゃりと水が跳ねたような音と、焼けつくほど熱く感じる液体が何なのか理解するよりも先に、浩之の意識は失しつ墜ついしていった。











　力を込こめて閉じられていた太股が急に弛し緩かんしたことで、森山は浩之が気を失ったことを知った。どちらかといえば眠ねむってしまったというのが正しいかもしれないが、この場合は気を失ったということにしておいた方がいいだろう。


　浩之は完全に無防備な寝ね顔がおを晒さらしていた。まったく力の入っていない腕や脚あしに、森山は苦く笑しようする。


「……信しん頼らいされてるんでしょうかねえ……」


　額に貼はり付いた前まえ髪がみを搔かき上げて上体を起こすと、浩之の身体をくつろがせた。アルコールを過度に摂せつ取しゆしたためか、それとも直前の運動のせいか、浩之の身体もうっすらと汗を搔いていたし、何より欲望の残滓が下腹を汚していた。


　その白はく濁だくした液体をみて、森山の少しだけ昂揚していた意識が沈しずみ込んだ。いくら浩之の方から仕掛けてきたとはいえ、相手は酔っぱらいで、九歳も年下で、しかも同性なのだ。若いエネルギーを持て余した高校生ではあるまいし、あまりにも衝しよう動どう的すぎるではないか。


　何の警けい戒かい心も抱いていない安心しきったような寝姿に、森山は困ってしまう。相手が正常な判断を下せない状態なら、自分がなんとしても回かい避ひしなければならなかったはずだ。だというのに、思いの外柔らかかった口くち唇びるに我を忘れてしまったのだ。


　アルコールのせいか身体からだを火照らせていた浩之は、口腔内も熱かった。小さくて熱い舌が伸ばされ積極的に絡まってきた時には、身体が震えた。確かに最初のきっかけは浩之だったかもしれないが、途と中ちゆうからは森山の方が熱く滑らかな肌に囚とらわれた。


　浩之の身体を綺き麗れいにしようと、とりあえず手近にあったティッシュで下か肢しの白濁を拭ふき取る。あたりまえだが、女性のそれよりも筋肉がついていて、硬い肢体をしている。もちろん途中で触ふれた胸にも膨ふくらみはなかった。そして何よりも、下肢には項うな垂だれたままであったとはいえしっかりと雄があるのを確かく認にんしている。あまつさえ、手で触れてその質量を弄もてあそんでいた。


　それでも、浩之の肢体に感じた欲望は止まらなかった。口くち接づけも、愛撫も、同性だからという理由で気持ち悪くなることがなかった。むしろ、甘えるように頰を擦こすりつけた仕草や、自ら雄へと手を伸ばした時の眉まゆ根ねを寄せていた表情は、森山をその気にさせた。


　───まあ、お酒のせいで勃たちはしてませんでしたけど……。


　初めは、昔の自分を知っているらしい浩之が気になっただけだった。それが一気にここまで関係が進んでしまったのは、自分でも知らない間に、浩之を気に入っていたのだろう。そうでなければ、出会って三回目で肌を重ねる理由がない。


　同性相手にしてしまうほど、切せつ羽ぱ詰つまっていないし、餓うえていたつもりもない。なのにそれどころか、用意さえあれば挿そう入にゆうさえしてしまいたかった。男同士の経験はないが、何の準備もなしにそんなことをしていたら、今いま頃ごろは更さらに激しい罪悪感に苛さいなまれていただろう。


　本来であれば、森山は衝動的でないし、即そく物ぶつ的でもない。この年まで『恋こい人びと』と呼べる存在はそれなりにいたが、誰だれともこんな簡単に寝ねてはいないのだ。


　自分の感情よりも先に、身体が浩之を求めてしまったのか。


　───好きだっていうことでしょうかねえ……。


　溜ため息をつきつつも手を動かし、汚れを拭き取ったあとは濡ぬらしたタオルでざっと身体を拭いてしまう。だが、そこで森山の動きははたと止まった。浩之に着せる服をどうするか、まったく考えていなかった。


「さすがにパジャマを着せるのは無理ですね。……下着は、着せた方がいいですね」


　悩なやんだ揚あげ句、下着だけは穿はかせて上掛けを上から掛かけてやる。


「さて、僕はどうしましょうか。勝手にお風ふ呂ろを借りるのは……、止やめておきますか」


　自分の身体も、浩之と同じようにざっとティッシュで汚れを拭き取りタオルで拭くことにして、勝手に探し出したビニール袋ぶくろにゴミはまとめて入れた。口を縛しばってゴミ箱に入れておけば、浩之がわざわざゴミ箱を漁あさりでもしない限り、見つかることはないだろう。


「君を好きになった、と言ったらどんな顔をしますか？　僕の自惚うぬぼれでなければ、君も僕のことを好きなんですか？」


　先さき程ほどまでの乱れようなどまるで跡あと形かたもなく消え失うせ、規則正しく呼吸を繰り返している浩之を眺ながめる。だが、既すでに熟じゆく睡すいしている浩之が答えるはずもない。円まどやかな女性特有のラインよりもすっきりとした頰ほおに指先を滑すべらせながら、森山は微笑ほほえむ。


「まあ、明日の朝、訊きいてみればいいことですよね。……でも、もし今夜のことが酔よった勢いだったので、『忘れてくれ』と言われたらどうしましょうか……」


　そのときは、浩之の様子を窺うかがいながら自分から『好きだ』と言ってみてもいいかもしれないと、そんなことを考えた。それはあの事故以来、心の躍おどる待ち遠しい時間だった。次の日の朝が楽しみだと思うこと自体、森山には久しぶりの感覚だった。


「……高校の時の、昇しよう段だん審しん査さを思い出しますね……」


　森山がひっそり呟いた声はひどく楽しそうで、どこか懐なつかしむ響きがあったことを、本人は気がついていなかった。














「───っ！」


　寝返りを打とうとして、思いもよらなかった激しい頭痛に阻はばまれた浩之は、声も出せないままベッドに沈しずみ込んだ。息をするだけでも、つきつきと痛むこめかみの辺りを指先で押さえながら、明白すぎる原因を思いめぐらす。


　───二日ふつか酔よいだあ……。先せん輩ぱいは、大だい丈じよう夫ぶかなあ……、てあの先輩が二日酔いになるわけないか……。あーあ、頭いたーい。


　さらりと肌はだを滑る上掛けの感かん触しよくが気持ちよくて、ほうと小さく息をついた。閉じたままの瞼まぶたの向こうが微かすかに白い。朝が来たのかと、そっと目を開けて窓の外を見れば、薄うす曇ぐもりで小雨が降っているようだった。時間を確認しようにも頭を動かさなければ見えないので、時計を見ることはあきらめて、そのままもう一度寝てしまおうと目を瞑つぶる。暖かい布ふ団とんの中にじっとしていれば、頭が割れそうな痛みも、それほど気にしなくてすむ。


　だがそれも、耳に心ここ地ちよい声が、鼓こ膜まくに届くまでのことだったが───。


「ああ、起きましたか？」


「───っ、うをっ」


　突とつ如じよ掛けられた声に驚おどろいて身体を起こそうとし、すぐさまひっくり返った浩之はベッドの上でのたうち回るはめになった。ベッドの感触や、見える範はん囲いの光景は確実に自分の部屋のものだったのだ。誰だれもいないと思い込んでいたところに、他人の声がしたのだから、驚くのも無理はないだろう。


　───うーあー、先輩かあ？　いつもなら、どんなに酔っぱらっても自分の家に帰るのに、珍めずらしいことがあるもんだ。


　酔っぱらった颯太の帰き巣そう本能はしっかりとしているので、いくら飲んでも路上で眠ねむりこけたりすることなく、颯太は自分の部屋に帰るのだ。なので二人で飲み明かした翌朝、颯太の部屋について行きそのまま上がり込んでしまい、それぞれが痛む頭を抱かかえているのはいつものことなのだが、浩之の部屋で、というのは珍しかった。


　しかし、身体の芯しんからけたたましく鳴り響くエマージェンシーコールに、元から靄もやの掛かっていた思考はその物もの珍めずらしさをあっさりと追い出した。


　頭ず蓋がい骨の中で大きな鉄球をがらがらと転がされているような感覚に、思わず泣き出しそうになる。


「お水飲みますか？」


　そっと気き遣づかうように身体を起こされ、足の間に抱だきかかえられるようにしてベッドに座らされた。少し肌寒いなと思っていると、布団をかけ直される。剝むき出しの背中に服のあたる感触が、変な感じだ。


　ここでようやく、何かがおかしいと思考が追いついた。


　───先輩がこんなに親切なはずない。てか、おれより大きいよ、この人。


　力の入りきらない手にグラスを握にぎらされるが、自力で持つ気になれない。


「自分で持てませんか？　仕方ないですねえ」


　ちょっと動かしますよ、という言葉で上を向かされ、そこでようやく相手の顔を見ることができた。


「……も、りや、ま、さん……？」


　飲み過ぎたせいか、ひりついている喉のどで無理矢理押し出した声は、掠かすれた耳みみ障ざわりな音になった。その声に森山の顔が一気に曇くもる。


「無理に話さなくてもいいですよ。少しずつ、傾かたむけますから、気をつけてください」


「ん……」


　小さな子供にするように徐じよ々じよに傾けられたグラスから、ゆっくりと水を飲む。一杯を飲み干すのに大層な時間が掛かったが、逆にそれが良かったらしい。目覚めてからずっと頭の中を転げ回り続けている鉄球が、ボウリングの球くらいだったものが、拳こぶし大くらいにまで小さくなった気がした。


　はあ、と大きく吐と息いきをついた浩之に、森山は柔やわらかな笑え顔がおを見せる。


「少し寝ていた方がいいですよ。その間に何か買ってきますから」


「え？　いいですよ。あとは自分で何とかなります。それよりも、どこでご一いつ緒しよになりましたか？　申し訳ないんですけど、記き憶おくになくて……」


　お腹なかの辺りで浩之の手を弄もてあそんでいた森山の手が、ぴたりと止まった。それに気がつき浩之は思いきり顔をしかめた。


　───ど、どこまで、迷めい惑わく掛かけたんだ、おれはっ!?　てか、今気がついたけど、おれ、裸はだかじゃん。うわあっ、リバース掛けたのか、おれっ!?


　段々と蒼そう白はくになっていく浩之の顔を、森山は複雑そうに見た後、小さく溜ため息をついた。


「堀内くんは、どこまで覚えているんですか？」


「……先輩と飲んで、電車に乗ったことまでは何とか……」


「その電車の中で会ったんです。お二人とも、かなり酔ってらしたので、少々心配しまして、僕が勝手に自宅までついてきてしまったんです」


「うー、すみません……」


　まったく記憶にないところで迷惑を掛けたとわかり、浩之は心持ち身体を小さくする。それでも、これだけは訊いておいた方がいいだろうと、下から見上げるようにして、おそるおそると口を開く。


「あの……、服、どうしたかわかりますか？」


　単刀直入に『もどしたんでしょうか』とはあまりにも恥はずかしくて訊けないので、ちょっとばかり言葉を換かえてみた。だが、この質問は森山を驚かせたらしく、ひくりと身体が強張ったのがわかった。


「……あ、暑いからって、自分で、脱ぬいでしまったんです」


「そうですかあ」


　後始末をさせたわけではなかったことに、浩之はほっとしたように笑った。寝起きで二日酔いの頭はもう既にいっぱいいっぱいで、その笑顔を森山が辛つらそうに見ていることにまで気が回らなかった。


「今日は、お休みですか？　でしたら、ちゃんと寝ていた方がいいですよ」


「あー、すいません。えと、あの、本当にもう大丈夫なんで。本当にありがとうございました」


　あまりにも迷惑を掛けすぎた自覚があるうえ、これ以上彼の手を煩わずらわせるのはどうにも気が引けてしまい、そう切り出してみた。だが、森山はやんわりと笑ってその矛ほこ先さきを躱かわしてしまう。


「かまいませんよ。僕も休みですし、何か買ってきますよ。本当は作るのが一番いいんでしょうが、家事は苦手でして……」


「でも、それじゃあ」


「僕がしたいんですよ。ほら、堀内くんは寝ていてください」


「……すみません」


　そっと毛布の中に戻もどされて、浩之は渋しぶ々しぶと頷うなずく。実際のところ、幾いくらかマシになったとはいえ、まだ頭痛はするし、身体からだを動かすのは億おつ劫くうだった。こうなればとことん甘えてしまえと腹を括くくって、浩之は布団を被かぶり再び眠りについた。











　仕事に集中できないという事態に、森山はここ最近焦あせっている。正確に言うのならば、浩之の部屋であんなことをしてからこっち、だろう。


「ああ。なんで、こんなところで躓つまずいているんでしょうねえ」


　土曜日の夕方だというのに、パソコンの前から動いたのは数えるほどしかない。納期の迫せまった仕事は遅ち々ちとして進まず、このままでは昨日終電で家に帰ってきてから、一歩も家を出ないまま土曜日が終わってしまうことは確実なようだ。いつもなら滅めつ多たにしないタイプミスや、変へん換かんミスを嫌いやというほど繰くり返していることも、パソコンの前から離はなれられない要因の一つになっていた。


　疲つかれたような溜め息をつき、ぎしりと背もたれに体重を掛ける。


　思考が散さん漫まんする原因を、森山自身は明確に理解していた。だが、わかっているからといって、どうにかできるようなものではない。


「……本当に、どうしましょうか……。……好きだと言うきっかけすらくれませんでしたからねえ……」


　ぼそぼそと呟つぶやいている瞳ひとみの焦しよう点てんが、どこか遠くを見ているように虚うつろになってしまうのは仕方がない。


　まさか浩之があの夜のことを記憶していないとは想像もしていなかった。もちろん、あのことをなかったことにしたくて、忘れた振ふりをしているのではないかと疑ってもみたが、どうやらそれは邪じや推すいのようだった。


　完全に二日ふつか酔よいの様子を見せていたし、あのことの片へん鱗りんすら覚えてもいないようだった浩之に、森山は思わず言葉を詰つまらせ何も言えなくなってしまった。そのことがずっと尾おを引いているのだ。


「とりあえず、今はこの仕事を終わらせないといけませんからね」


　もう一度溜め息をつくと森山は気を取り直して大きく伸のびをした。強こわ張ばっていた背中が痛んだが、それなりに解ほぐれたようで、キーボードに置いた指先がほんの少し軽く感じられた。その勢いで進められると確信した途と端たん、鳴り響ひびいた電話の音にやる気は中断させられてしまった。


「───何かしたんでしょうかね、僕は……」


　この間から悪いことが続いているのはどうしてだろうかと、森山は首を傾かしげつつも電話に出た。


「もしもし？」


『おう、芳信か。これから出てこないか。ちょっと訊ききたいことがあってな』


「持ち帰りの仕事があるんですよ」


『そんなん、明日やればいいだろ。俺んちの駅にあった『バカラ』って店、覚えてるか？　そこで……、そうだな、七時に待ち合わせるか』


　森山の都合も聞かずに勝手に話を進めていく柴田に、森山は呆あきれたような吐息をつく。


『いや、まじでちょっと確かく認にんしたいことがあるんだよ。ついでに飯でも食えば、おまえだって楽だろ？』


「わかりました。『バカラ』に七時ですね？　道に迷うかもしれないので、遅おくれますよ」


『いいさ。先に一杯やって待ってる。じゃあな』


　約束を取り付けるだけ取り付けると、柴田はさっさと電話を切ってしまった。時間を確認すれば、今から風ふ呂ろに入って支し度たくをしないと間に合わないような時間だ。


「本当に、僕は何か悪いことでもしたんでしょうかねえ」


　嘆たん息そくしてしまうのも無理はなく、森山はやりかけた仕事のバックアップを取るためにパソコンの前へと戻っていく。昨日帰って来てからざっとシャワーを浴びただけなので、もう一度風呂に入り、慌あわただしく支度をしてマンションを出たのはちょうど七時になろうかという頃ころ合あいだった。











「ブラントンのゴールドですか……。バーボン好きは相変わらずですね」


　どうにか十五分の遅ち刻こくですんだ森山は、柴田の隣となりで自らグラスに氷を放ほうり込む。この店にキープしてあるボトルは柴田のものだから、森山が気にする必要はない。それをいいことにグラスの縁ふちぎりぎりまで注ついだのは、急な呼び出しへの嫌がらせだった。


　自分で作ったロックを一息に半分以上飲んで、森山は一息つく。


「そりゃあ、高くはない酒だけどね。そんな飲み方をして何が楽しいんだか……」


「あなたには関係ないでしょう？　飲むのは僕なんですから」


「一緒に飲んでるのは俺。必然的に、嫌でも目に入るんだからな」


　憮ぶ然ぜんとした表情の柴田に、少し気持ちが落ち着いた。


　この店は柴田が学生の時から通っているクラブとバーの中間のような店だ。カウンターの中にいるのは五十代に手が届きそうな中年のオーナーが一人。食べ物も酒のつまみになるものしかない。オーナー曰いわく『酒を飲む場所を提供している店』なのだ。


　キープボトルはどれも持ち込みで、オーナーが預かり保管料を取っている。そして酒を飲みに来た時にグラス料を渡わたせば、グラスと氷、希望するなら水がついてくるのだ。もちろん、店でも様々な酒を用意してあるが、大半の客は自分のボトルを飲む。雰ふん囲い気きも調ととのってこそ、うまい酒が飲めるということらしい。


　森山はアルコールに強いがために、かえって酒に対して関心がない。柴田には宝の持もち腐ぐされなどと言われているが、興味がないのだから仕方ない。


「で、話というのは何ですか？」


「あー、おまえ記き憶おく力良かったよな？　四段の昇しよう段だん審しん査さの時のことは覚えているか？」


「───覚えていますよ。審査があんなに待ち遠しかったのは、その時だけでしたからね」


　つい最近、それと同じ気持ちになったことを連れん鎖さ反応で思い出して、森山は微かすかに眉まゆをひそめる。結局、審査の時とは違ちがい、あまり良くない結果にしかならなかったのが、気になるのだ。


「……じゃあ、その時にした約束は……？」


「───約束？……岳とですか？」


「違う。子供とだよ。多分、幼よう稚ち園えんかそれくらいの大きさのやつ」


　柴田が言葉を濁にごすのは、森山が昔のことを持ち出されるのを好まないからだ。それを知っているはずなのに、わざわざ呼び出してまでその時のことを訊たずねる柴田に、森山はちらりと剣けん呑のんな視線を送る。


　その視線を珍めずらしく殊しゆ勝しように受け止めて、柴田は小さく肩かたを竦すくめるが、それでも森山の答えを促うながすように横目で様子を窺うかがっていた。仕方なしに探さぐった記憶の中で、それは案外簡単に浮うかび上がってきた。自分でも気に掛かっていた約束だったからだ。


「覚えていますよ。あの約束は僕も気にしていたんです」


　目に一いつ杯ぱいの涙なみだを浮かべていた小さな子供。膝ひざに貼はられていたキャラクターものの絆ばん創そう膏こうすらも鮮あざやかに思い出せる。子供だからこの方が嬉うれしいだろうと指切りもした。絡からめた小指が自分の半分にも満たない小ささだったことに純じゆん粋すいに驚おどろいたことも。


　───今は……もう、二十歳はたちくらいでしょうか……。


　険しかった森山の眉み間けんが自然と解れて、優やさしい表情になった。それを見た柴田は、あからさまに安あん堵どの吐と息いきをついたが、それすら森山は気がついていないらしい。手にしたグラスで口くち唇びるを湿しめらせて、柴田は話を続ける。


「でな。その時の子供が、今も俺んとこの道場に通ってるんだよ。律りち儀ぎにその約束を覚えててな、こつこつと努力を重ねてんだ。いつか、お前と試合をしたいってな」


「……あの子も、覚えていてくれたんですか……？　それで、まだ剣けん道どうを続けてくれていると……？　嬉しいですねえ……」


　懐なつかしそうに細められた瞳に、柴田は後押しされ強気に出た。この話を止やめるどころか、一気に本題にまで持っていく。


「堀内浩之と言って、今年で十九歳になるんだったかな」


「───堀内、浩之……？」


「ああ、そうだ。おまえの引っ越こしを手伝ったって言ってたぞ」


　浩之の名前が出た途端に、不自然に逸そらされた森山の視線に気がつくことなく、柴田は話を進めていく。柴田も必死なのだ。これまで幾いく度ども繰り返してきて、その度たびに返り討ちにあってきた。今度こそ、何としても森山を頷うなずかせたかった。


「なあ、打ち合ってみないか？……おまえとの約束を、ずっと支えにしてきたんだと」


「───ですが……」


　ぎゅっと森山の眉まゆ根ねが寄せられた。


　八年前の事故以来、自分は竹刀しないを握にぎっていない。怪け我がをした膝を言い訳に、剣道から遠ざかったのだ。それをまったく後こう悔かいしなかったといえば、噓うそになるだろう。それでも、もう一度竹刀を握る勇気はなかった。


　だが、今、森山の心は揺ゆれていた。


　昔、自分が気にしていた子供との約束が果たせるということ。しかも、その時の子供が浩之だということ。この間の夜のセックスまがいの触ふれあいのこと。つい、訊き損そこねてしまった浩之の気持ちのこと。


　それらを考えれば、柴田の提案は実に都合の良い機会だと思える。


　森山が言い淀よどんだことに柴田は気がついた。今まではそんな躊躇ためらいもなく、一言の下もとに却きやつ下かされてきたのだ。それを思えば、これは破格に劇的な変化だ。柴田はカウンターの下で小さくガッツポーズを取ると、身体からだごと森山に向き直った。


「いいか、もしかしなくても、いい機会かもしれないぞ？　多分、ブランクを抱かかえたおまえと、今の浩之だとおそらくあいつの方が上手だ。少し身体を慣らして、足あし捌さばきや剣の捌き方をさらえば勝負は五分五分に持っていける」


　熱心に語りかけてくる柴田に、彷徨さまよっていた森山の視線が止まった。柴田の言葉を真剣に考えだした証しよう拠こだ。手にしたグラスも揺らしているだけで、口をつけようともしない。


「今から、お互たがいに高めあうために剣道ができるんだ。おまえだって、今のままでいいとは思っていないんだろう？」


　柴田の何気ない一言に、森山は身体をひくりと震ふるわせた。


「───そう、ですね……。このままではいけないと……、僕もそう思います」


　きっぱりと言い切った森山に、柴田は驚いたような、それでいて嬉しそうな顔をする。にやりと笑った口くち許もとが微かに震えているのは気のせいではないだろう。だが柴田は、森山の言った『このままではいけない』の主語が違っていることは知らない。


　柴田には、純粋に『剣道をあんな形で止めたままでいいわけがない』というだけの意味でしかなかった。


　だが、森山が『このままではいけない』と思ったのは、浩之との関係だった。この間は次に会う約束などしなかったし、いきなり家に訪ねるほどの関係が成立できたとはとても思えない。


　───ああ、そういえば、また電話番号を訊きくのを忘れましたね……。岳に訊けばわかるのでしょうけど、それは岳の関心を引きそうで遠えん慮りよしたいですよねえ。


　自分が浩之を好きなことは間違いない。だが、それを浩之に伝えるかどうかはまた別問題だ。もし浩之が自分を受け入れてくれるというのなら、こちらから告白するのはやぶさかではないが、もし違っていたらとんでもないことになる。


　あの夜の記憶が浩之にないのなら、余計に森山の方が不利だろう。最初に仕し掛かけてきたのは浩之だという森山の言葉に、信しん憑ぴよう性がまったくないからだ。だとしたら、柴田の申し出は浩之と会うのにも、話をするのにも、いい口実となるだろう。それに一度で駄だ目めだったとしても、何度でも会える口実というのが、より一層森山を後押ししていた。


　そこまで考えたところで、森山はふと我に返り、ひどく呆ぼう然ぜんとしてしまった。あれほどこだわっていた剣道は、既すでに浩之と会うための口実にしか過ぎなくなっている。そのことが衝しよう撃げき的だった。


　───変わろうと思えば……、いつでも変われたということですか？　それとも、変わっても構わないと思うほど、堀内くんのことを気に入っているということでしょうか……？


　どちらか一つだと言い切れないのは、どちらも正しいような気がするからだ。もしかしたら、その二つが上手うまく混じり合っているのかもしれない。


　森山はグラスに半分以上残っていた酒を一気に飲み干してから、柴田に視線を向ける。


「……少し、考えさせてくれませんか？」


「お、おうっ。おまえがもう一度剣道してくれるんなら、いくらでも待つさ。今まで待ってたんだ。あと少しくらいなら、どうってことない。だから、いい返事を聞かせろよ」


　柴田は空になった森山のグラスに新しい氷を放ほうり込み、自らなみなみと酒を注ついで乾かん杯ぱいをしてしまう。前向きな森山の返事がよほど嬉しかったのだろう。


『剣道をする』と森山が即そく答とうできなかったのは、最後の一歩がどうしても踏ふみ出せなかったからだ。確かに浩之を気に入っているし、セックスの対象として触れることもできるだろう。だが、これまでにそういう意味で同性を見てきたことがないのだ。


　感情として自覚はできても、いざそれを行動に移すとなると、かなりの勇気がいる。森山の狭せまい世界の中で、浩之と唯ゆい一いつ自然に接点を持てるのは剣道しかないとわかっている。それでも躊躇ってしまうのは、あれだけ頑かたくなに拒こばんでいた剣道を再開すれば、必然的にその原因である浩之に周囲の好こう奇き心が向いてしまうに違ちがいないからだ。


　───……堀内くんに会いたいですねえ……。


　浩之に会えば、最後の一線を越える覚かく悟ごができるだろうかと、森山はそんなことを考えながら柴田が新しく作ったグラスに手を伸のばした。














　その日は一日中、どんよりとした曇くもり空だった。


　七月に入り、梅雨つゆの気配は少しだけ弱まっていたが、やはりまだ雨が降る日が続いている。だが確実に陽ひが落ちる時間は遅おそくなってきており、夏の訪おとずれは間近のようだ。しかし、今夜は曇り空で、夜になっても雨が降ってくる気配はないものの、やや湿り気を含ふくんだ空気が肌はだにまとわりついている。


　そんな中、浩之は道場に向かって歩いていた。


　森山にいろいろと迷めい惑わくをかけたらしいあの日から、浩之は再び道場にまめに足を運ぶようになっていた。柴田に言われて、森山のことを必要以上に気にせずに済むようになって、だいぶ気持ちが楽になった。そして、まだ何か知っているらしい柴田から、森山の更さらに詳くわしい話を聞けるかもしれないという期待もあったからだ。


　───あの夜からこっち、すれ違いもしないしなあ……。ちゃんと連れん絡らく先を交こう換かんしたわけじゃないから、家に行くわけにもいかないし……。


　溜ため息をつきながら道場に向かう邸てい内ないの砂じや利り道みちを踏みしめていると、休きゆう憩けい所に人ひと影かげが見えた。


　平日の夜なので、勤め帰りに立ち寄った社会人が休憩しているのかと思ったが、二つあった人影の片割れは柴田のものだった。ではもう一人は、と自分でも何を期待しているのかよくわからないまま、何となく足音を殺して近づいてみると、途と端たんに心しん拍ぱく数すうが跳はね上がる。


　それは、浩之が見たことのない硬こう質しつな表情を貼はり付けた森山の姿だった。


　どきどきとする鼓こ動どうを押し隠かくして、声を掛ける。


「こんばんは、師し匠しよう」


「あ？　お、おーヒロか。今日も来たのか」


「はい。森山さんも、こんばんは」


「え、ええ。こんばんは」


　声を掛けるまで浩之の気配に気がつかなかったのか、二人はどこか慌あわてたような不自然さで視線を逸らし合った。だが、すぐににやりと笑った柴田は浩之を手招き、首を傾かしげながらも近づいたその腕うでを引っ張って、子供にするように膝ひざの上に座らせてしまう。


「ちょ、ちょっと、師匠っ」


「んー、やっぱり大きくなったよなあ」


　じたばたと暴れる浩之を軽々と押さえつけ、髪かみの毛がぐしゃぐしゃになりそうな勢いで頭を撫なでまくる。いつものそれなりに師匠然とした態度とは、だいぶ様子の違う柴田にかなり戸と惑まどって、何とか逃にげようとしてみたが、腕わん力りよくがまるで違うことをさとると、あきらめてされるがままになった。


「岳。堀内くんが嫌いやがっていると思うけど」


「あ？　いいじゃないか。ヒロはこれくらい許してくれるさ。な、ヒロ？」


「そりゃあね、師匠ですから」


　咎とがめるような森山の口調は珍めずらしく強いものだったが、柴田はまるで意に介かいさなかった。浩之は浩之で、柴田の態度を訝いぶかしく思ってはみるものの、あきらかにいつもと違う柴田の様子にただならぬモノを感じて追つい及きゆうすることができないでいる。


「なあ、ヒロ。芳信と打ち合ってみるか？」


「え？　森山さんも剣けん道どうなさってたんですか？」


「昔の話ですよ。岳、何を言い出すんですか」


　丁てい寧ねいな言葉だが、森山の雰ふん囲い気きも浩之の知るものとは少し違う。


　───師匠が、相手だからなのかな？……そりゃあね、師匠とは長い付き合いみたいだから、仕方ないのかもしれないけど……。


　自分と話す時は優やさしい感じしかしないのだが、柴田を相手にしている時の森山はたしなめるような不快感も表すのだ。それが、柴田には気を許しているような信しん頼らいを、本心を見せているような親密さを示していると浩之には思えたのだ。


　共有した時間が違うのだから、それは当たり前かもしれないが、それでも浩之は悲しくなった。まるで、自分だけが森山の境界線の外側に放り出されているような気がしたのだ。


「おまえなら大だい丈じよう夫ぶだって。それにまた竹刀しないを握にぎったって聞けば、香奈が戻もどってくるかもしれんぞ」


「まさか。……でも、剣道は、もう……」


　ちゃかしたような柴田の台詞せりふに、浩之は身体からだを強こわ張ばらせたが、森山にその気がないと知って、安心する。


　───ん？　森山さんが、剣道する気がないってわかって、ほっとする？　香奈さんと縒よりを戻す気がないってことだよね？　それでほっとする？


　自分の感情の流れに浩之が戸惑っていると、横から伸ばされた森山の手で、小さな子供のように柴田の膝から下ろされた。そのことに困惑して、小さく問いかける。


「あの？」


「ほら、いつまでも岳の冗じよう談だんにつきあっていると、時間がなくなりますよ？」


　その小さな問いは無視されたが、柔やわらかい物言いとふんわりとした笑え顔がおはいつもの森山のものなので、浩之は躊躇ためらいもなく頷うなずいた。


「───はい。師匠、もう行きますね」


「ん？　ああ、後で行くから手合わせするか？」


「はいっ、お願いしますっ」


　突とつ然ぜん空っぽになった膝を見て寂さびしそうにしていた柴田だったが、ぺこりと頭を下げた浩之に手を振ふって応こたえた。その隣となりでは森山が微かすかに眉まゆ根ねを寄せている。だが、浩之は柴田との手合わせに浮うかれて気がつかなかった。


　踵きびすを返して足早に道場へと向かっていった。











「岳？　どういうつもりですか？」


　柴田に問い掛けた森山の顔は、確かに微笑ほほえんでいた。しかし、その表情を目にした途端、逆に柴田はひくりと頰ほおを引きつらせてしまう。何故なぜなら、森山の声の調子はその表情とは裏腹に、明らかに硬かたく、鋭するどかったからだ。とはいえ、柴田には森山がどうして不ふ機き嫌げんになったのか本気でわからず、ただその迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、わずかに身をひきながら、短く答える。


「あ？　何が？」


「───っ。……香奈のことです！　もう、よりを戻す気はないとあれほど言っているのに、わざわざそれを持ち出すことはないでしょう！」


　森山の言葉が一いつ瞬しゆん詰つまったのは、浩之の存在が頭をよぎったせいだった。


　本当のことを言えば『どうして浩之に触ふれるのか』と問いつめたかった。だが、浩之に対してそんな子供じみた独どく占せん欲よくを持っていることを、わざわざ柴田に教えてやる必要はないし、知られることが得策だとも思っていない。


　だから咄とつ嗟さに香奈のことに話をすり替かえてしまったが、柴田は取り立てて不ふ審しんに思ってはいないようだった。それどころか、あからさまに森山から視線を逸そらし、この話題から遠ざかろうとしているのがいっそおかしいくらいだった。日ひ頃ごろは大おお雑ざつ把ぱだが、他人の気持ちに敏びん感かんな柴田は、自分のせいで森山の機嫌が悪くなったことがよくわかっているのだろう。


「いや、何、ほら。少しでもおまえに剣道を遣やって欲しいって前から言ってただろう？　ヒロとの約束で、だいぶ前向きになったみたいだから、あともう一押しを、とか、思ってだな……」


　鋭くなっていく森山の眼まな差ざしに応じて、だんだんと柴田の言こと葉ば尻じりが小さくなっていく。小さく笑えみをたたえた口くち許もとに反して、細めた目尻に怒ど気きを孕はらませている森山がなにより怖こわいことを知っているはずの柴田は、完全に藪やぶを突いて蛇を出しちまったと頰を引きつらせた。


　とはいえ、小さかった浩之が森山と交かわした幼い約束に、柴田は本当に感謝をしているのだ。道場に通い出した頃ころの浩之は本当に頼たよりなげで、果たして素人しろうとが思うほど容易ではない剣道がどこまで続けられるのかと少しばかり心配でもあった。


　そんな子供の他愛のない約束が、今となっては柴田にとって、最後の切り札に等しい。


　だから、あの頃何かあるたびに泣いてばかりいた子供がここまで大きくなったのかと、少しばかり感かん慨がいにふけってしまい、思わず昔のように膝の上に乗せてしまったのだ。


　そう、先さき程ほどまで───浩之がそこに現れるまでは、森山と二人で昔話をしていたのだ。森山が事故に遭あってから初めて、顧こ問もんや後こう輩はいたちのその後について、彼らは話し合っていた。あれほどかたくなに拒こばんでいた時には辛つらいだけだった話題も、森山は懐なつかしさすら感じていたのだ。そして何よりその心境の変化に一番驚おどろいていたのは彼自身だった。


　だから、そうして急に心を開いたかに見えた森山に、柴田がなんとしても再び剣道をさせたいと思案を巡めぐらせたのは、当然のなりゆきに違ちがいない。


　だが、柴田の最大の失策は話の持ち出し方でもなく、香奈を引き合いにだしたことでもなく、何の衒てらいもなく浩之に触れたことだった。───もちろん、そんなことを柴田は知るよしもなかったが。


　───あんな簡単に堀内くんに触れて……っ。しかも、どうしてそれを堀内くんは許してるんでしょう？　それに、『ヒロ』……？　ああ。前もそんな風に呼んでいましたっけ……？


　苛いら々いらとしたものが森山の身の内に巣くう。


　森山が今日ここへ来たのは、浩之の顔を見られるかもしれないと思ったからだ。


　今の森山には浩之と直接連れん絡らくを取る手だてがない。彼が住んでいる部屋の場所だけは知っていたが、いきなり訪ねるようなことができるわけもなく、もちろん前もって電話しようにも、番号を知らない。唯ゆい一いつ、接点として残っていたのが、柴田の道場だったのだ。


　浩之に会って、もう一度自分の気持ちを見つめ直したかった。だが、実際はそれどころではなく、柴田の浩之に対する接し方に、もう引き返せないところまで気持ちが深まっていることを思い知ってしまった。


「まあ、とにかく、そういうわけだから。俺はおまえがまた剣道をやってくれれば嬉うれしいってことだ。ヒロが待ってるから、もう行くぞ」


　これ以上森山の機嫌を損そこねてはいけないとでも思ったのか、柴田は慌あわただしくと休きゆう憩けい所から去っていく。その後ろ姿を森山は視線だけで追った。


　浩之のことを親しげに『ヒロ』と呼び、気軽に手を伸のばして触れる柴田に、筋違いとは知りつつも嫉しつ妬とと憧どう憬けいの念が入り交じる。浩之にとっては、自分よりも柴田の方がはるかに身近な存在であることを、今いま更さらながら目の前に突きつけられて、森山は口くち唇びるを嚙かんだ。


　もし、あの時剣道を止やめてなければ、柴田の位置に自分がいられたのかもしれない。


　そんなことを考えること自体間違っているのだが、その思いは森山の頭から離はなれなかった。


「───そこまで、気にかかっていると……？　いいでしょう。認めますよ。何もかも、完敗です……」


　だが森山は、自分が浩之のことを好きなのだと自覚はしたが、かといってその感情を何かの行動に移すつもりは一いつ切さいなかった。何かにのめり込み、それを突然失った時の虚きよ無む感が、彼の中のどこかで歯止めを掛かけている。浩之が同性だということを抜ぬきにしても、彼は九歳も年下だった。ついこの間まで高校生だったことを考えれば、一方的に自分の想おもいを押しつけることには、やはりどうにも気が引けてしまう。


　俯うつむいていた顔を上げて、道場へと目を向ける。耳を澄すませば、竹刀がぶつかりあう、澄んだ高い音がしている。それは、八年ものあいだ避さけてきた音だった。耳にすれば辛いだけで、傍そばに近寄ろうと考えたことすらなかった。


　だが今、その音は懐かしささえともなって、耳に心ここ地ちよく響ひびいている。


　剣けん道どうを再び始めるのは、ついさっき自覚したばかりの自分の感情のためだ。浩之の傍に立ち、同じ目線で話をするための手段に過ぎない。彼と接点を持つには、他ほかに方法がないのだから、致いたし方ない。


「堀内くんに言わないようにと、口止めをしておかないといけませんね」


　ただ傍にいたい、自分の行動がそんな幼い子供のような恋れん情じように衝つき動かされている。そんな恥はずかしいことを浩之には最後まで知られたくないと、森山は柴田への念入りな口止めを心に決めた。











　何やら言い合う声が聞こえたようだが、浩之は大して気にせず、早々に道場に入った。時間が少し遅おそかったので、もう誰だれもいない。がらんとした空間は少し寂しかったが、こういうことは時々あるので、あまり気にしないようにする。


　手早く防具を身につけウォーミングアップをしていると、五分もしないうちに柴田がやって来た。


「待たせたな。ま、とりあえずは一本な」


「はい」


　何の気負いもなさそうな柴田だったが、漂ただよう威い圧あつ感はやはり並ではない。ふたりの実力差を考えればそれも当然だろう。それでも圧倒されそうになる気持ちを叱しつ咤たしながら、浩之は深呼吸をして息を整えると、開始線に立ち、目の前の柴田を凝ぎよう視しした。互たがいに礼を取り竹刀しないを構える。


　じりじりとお互いに近寄り、剣先が触れあったところで手合わせが開始された。


　竹刀のぶつかり合う、独特の澄んだ音がしばらく続き、荒あれた呼吸音と気合いを入れた掛け声だけが他には誰もいない道場に響く。


　決着はあまりにも容易たやすくついた。もちろん浩之は柴田から一本取れるとはまったく考えていない。初めから胸を借りるつもりで手合わせている。しかしそれでも、綺き麗れいに胴どうが決められた瞬しゆん間かんだけは、純じゆん粋すいに悔くやしさがこみ上げてきた。


　開始線に戻もどり最後の礼を取ると、浩之はその場に倒たおれ込んだ。


「なんだ、だらしないな」


「手合わせ自体が久しぶりなんですよ。疲つかれますって」


　呼吸は乱れているが疲れた様子はない柴田が近寄ってきたので、浩之は上体を起こした。その隣となりに柴田も腰こしを下ろす。


「師し匠しよう？」


「───この間の話。さっきの芳信がな、俺の手合わせしたい奴やつなんだよ。八年前に事故に巻き込まれてから、二度と竹刀を握にぎらなくなっちまった」


　遠くを見ながらぽつりぽつりと柴田が話し出した。


　八年前、森山は歩道に乗り上げたトラックに巻き込まれて、膝ひざを負傷した。幸い麻ま痺ひや障害などの後こう遺い症しようは大して残らず、日常生活を送るぶんには、もしかしたら時折膝を崩くずすかもしれないという程度のものだった。ただ、剣道などの激しい運動を日常的に続けるには、多少のリハビリを重ねなければ危険だと診しん断だんされたのだ。


　森山は幼い頃から強きよう豪ごう剣士として名を馳はせており、周囲の誰もが当然リハビリを受けるものだと思っていた。しかし森山は、何故なぜか一いつ切さい理由を明かさないままリハビリを拒きよ否ひし続け、ついには剣道そのものから遠ざかってしまったのだ。


「それからだな。どこか雰ふん囲い気きが変わって、一本通っていた筋が消えたようになって、ぼけらっとした奴になっちまった。香奈がそれを心配して、何くれとなく世話を焼くようになって、気がついたら籍せきを入れてて。剣道の代わりになるようなモノを香奈も探したみたいだが、全然駄だ目めだったな」


　そこで言葉を切り、柴田はがしがしと頭を搔かく。


「あいつの勝ち逃にげになってるのが許せなくて、俺も何度か言ったが、聞いてくれるような奴じゃないしな」


「師匠がそこまで言うのなら、強かったんですね」


　しみじみと言葉を重ねる柴田にそう言うと、彼は途と端たんに瞳ひとみを輝かがやかせ意気込むように口を開いた。


「おうよ。インハイや玉ぎよく竜りゆう旗大会は常連だったぞ。国体の選手にも選ばれたんだが、事故で駄目になったときは、自分のことのように悔しがったさ」


「もう一度、やる気になってくれたらいいですね」


「ま、な。望みを捨てたわけじゃないからな。おまえも、望みを捨てんなよ」


「はい？」


「ほら、剣道をやるきっかけになった少年の話だ」


　しんみりとした話をしていたことに照れたのか、柴田が急に水を向けてきた。だが、突とつ然ぜん話を振ふられた浩之は、頭の切り替かえができず、ただぼんやりと頷うなずく。


　柴田の話を聞いて、前よりも森山のことが気になりだしたのだ。


　───どこかで見たことあるって思ったのは、多分大会のビデオでだ。大きな大会のものは一通り目を通してたからな。……直接は会ったことないはずだけど……。


　そんなことを考えていたはずなのに、いつの間にか、思考はずれていく。


　今の森山の雰囲気が芯しんのない状態なら、『剣道』という筋が通った森山がどんな空気をまとうのか見てみたかった。


　柴田とそう変わらない身長に、長い手足。竹刀を構える仕草はさぞかし様になるだろうし、袴はかまから覗のぞく踝くるぶしも、きっと綺麗なんだろう。


　そんなことを考えていたものだから、柴田の問い掛けにうまく応こたえられなかった。だがそんな浩之を、柴田は笑って許した。


「いい方向に転がるよう、おまえも祈いのっとけよ。うまくいきゃあ、お互い悪い話じゃないさ。さて、もう一本やりますか」


　どうにか息が整った浩之をこづいて、柴田は開始線に向かう。そのぴんと張った背筋に、森山の影かげを見いだし、浩之は苦く笑しようした。


『気になるのならそのままでいい』と言った柴田こそが、その気になる比率を上げているのだ。


　───でも、そっか。師匠の気になる人も森山さんだったんだ。凄すごい偶ぐう然ぜんだな。


　反動をつけて立ち上がると、浩之も開始線に向かった。


　言葉にすれば同じ『気になる』でも、それが派生するための感情の違ちがいなど、浩之は気づいてもいない。だから、度合いを増した森山への関心を、そのまま受け入れてしまった。




４







　七月も半ばになれば気の早い蟬せみが鳴き出し、夏の到とう来らいをちらほらと告げだしていた。気象庁の梅雨つゆ明け宣言はまだないが、もう梅雨明けしたも同然の好天が続いている。


　道場で森山の話を聞いてから、既すでに二週間ほど経たっていた。仕事が忙いそがしくなったこともあり、なかなか顔を出すことできなかったのだ。今日は半日とはいえ久しぶりに取れたオフだった。といっても徹てつ夜やで場所取りをしたあと、昼前にやってきた交代要員と入れ替わってそのまま休みになっただけなのだが。


　それでも天気のいい日曜日のオフはそれだけで、何となく嬉うれしくなってしまう。このまま家に帰って寝ねててもよかったのだが、なんとなくそれじゃあもったいないかなと思い、道場に顔を出すことにした。柴田とお昼を食べてから家に帰ろうと思ったのだ。


　───さすが竹刀を振る元気はないけど、師匠の顔を見るだけでもいいもんね。


　仕事で疲れているとはいえ、そこそこの体力はまだ残っている。通い慣れた道を歩き、扉とびらの陰かげから中を覗く。日曜日のこの時間は少年の部の稽けい古こがある。あまり邪じや魔まにならないようにしなければならない。


　子供たちの元気のいいかけ声に、何となく笑みを誘さそわれる。十年くらい前は自分もあれくらいの子供だったはずなのだが、その頃ころにどんなことを考えていたかなどまったく思い出せない。誰だれもがそんなものかもしれないが、少しだけ寂さびしいとも思う。


　───じゃなくて、師匠は……っと。


　少年の部の稽古は柴田の父親がつけている。広い道場のほとんどはその子供たちで占しめられていたが、片かた隅すみの試合面の一つが開放されていた。その面の壁かべ際ぎわに柴田の姿を見かけ、浩之はそちらに回ろうと足を向ける。だが、その一歩が道場内に踏ふみ入ることはなかった。


　道場の隅すみで柴田と竹刀しないを交えていたのは、森山だった。


　白い剣けん道どう着ぎも、紺こん色の袴も真新しい感じがする。竹刀だけは取ってあったのだろうか、よく使い込まれたものであることが遠目からでもわかった。


　森山も幼い頃から剣道をしていたと柴田が言うだけはあり、足あし捌さばきは見事で、一瞬の隙すきをつく間の取り方も上手うまい。長年染しみ込んだ仕草はそう簡単に身体からだが忘れないのかもしれなかった。だが、勢いよく踏み込んだ時に左ひだり脚あしのテンポがわずかにずれている。おそらく、負傷したというのが左脚なのだろう。


　ぴしっという竹刀のぶつかり合う音が、殊こと更さら耳の奥に響ひびき渡わたる。


　二人の竹刀が離はなれ、剣先を重ねた状態で向かい合う。見ていられたのは、そこまでだった。


　突然の衝しよう撃げきに突つき動かされ、一刻も早くその場から離れたくて、半ば駆かけ足で立ち去る。自分がどうやって家にまで帰り着いたのか、覚えていない。気がつけばベッドの上に呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。窓からは西日が差し込み、部屋中を赤く染め上げていた。


「よかった、んだよね……？」


　柴田が、森山と手合わせをしたがっていたのは知っている。だから、森山がまた剣道を始めたとなれば、柴田が一番に喜ぶだろう。自分よりも柴田との方が付き合いも長いし、事情も知っているのだから、森山が稽古を見てもらおうと思うのなら、柴田が適任だろう。


　理性はそれで納なつ得とくしているのに、感情が追いついていない。


「いつから、始めたのかなあ」


　前に会った時は、再び剣道をするようなことは言っていなかった。どちらかといえば、消極的でさえあった。それが二週間もしないうちに百八十度変わっている。浩之がその間に顔を出さなかったのだから、柴田はそれを告げる機会がなかっただけだろうと思う。


　それにしても疎そ外がい感を感じて動どう揺ようしている、というのとは何かが違う気がした。


「なんで、かなあ」


　嬉しいことのはずなのに、なんでこんなにもショックを受けているのかわからない。それでも、真っ白になっている感情を少しずつ探さぐっていくと、やがてそれは徐じよ々じよに明確な形となって浮うかび上がってきた。


　だが、その意味を考えて愕がく然ぜんとする。


「まさか……。だって……」


　ぐるぐると言葉が頭の中を駆けめぐり、感情がますます乱れていく。


『それにまた竹刀を握にぎったって聞けば、香奈が戻もどってくるかもしれんぞ』


　柴田が、森山に勧すすめた時の台詞せりふだ。


「そうだよ、な……」


　引っ越こしの時の辛つらそうな表情や、『香奈の悪口を言うな』と言った時の真しん剣けんな表情を思い返せば、森山が香奈のことをいまだに好きなのは、確かだろう。


「噓うそ吐つき」


　柴田の台詞には気のないようなことを言っておきながら、やっぱり結局は縒よりを戻そうとしているのだ。森山は噓吐き以外のなにものでもない。


　茫ぼう洋ようとしていた視界が滲にじみ始めて、何も見えなくなる。頰ほおを伝い落ちていく感かん触しよくで、自分が泣いているのだと浩之は気がついた。


「何で……？」


　自分の感情の行方ゆくえがわからなくて、混乱している。ただはっきりとしているのは、森山が香奈のことをまだ好きなのだと知って、悲しいと感じていることだけだ。だが考えてみれば、それこそがおかしい。


　森山が誰を好きでも、自分には関係ないはずだ。


　ここで悲しいと思うのなら、それでは自分が森山に恋れん愛あい感情を持っていることになってしまう。


　今まで気に掛かかっていたのは、全部、そういう意味で『好きだから』ということになってしまう。


　唐とう突とつに辿たどり着いた突とつ拍ぴよう子しもない考えに、涙なみだはあっさりと止まった。


「森山さん、男だよ。どうして」


　恋こい人びとはいなかったが、それなりに好きになった人もいる。もちろん、全部女の子だった。


　もし仮に、そういう意味で森山のことを好きでも、押し倒たおしたいとは思えない。


　───その前に押し倒せないよなあ。森山さんの方が大きいんだから……。じゃなくて、キスだってできないだろうし……。


　不意に温かな感触が口くち唇びるの上によみがえる。


　覆おおい被かぶさるようにして重なってきた森山の口唇は、少しだけかさついていた。わずかに開いた口唇の隙すき間まから差し込まれた舌が、上うわ顎あごを愛あい撫ぶする。蠢うごめく舌が絡からみ合い、飲み込みきれなかった唾だ液えきが顎先へ伝う。


　森山の指先が項うなじを撫なでて、鎖さ骨こつにとどまる。手の平は腰こしのラインを辿り、太ふと股ももを撫で下ろす。快楽を感じて、背筋が波打つ。


「───え？」


　思わずきょろきょろと辺りを見回す。あんな口くち接づけを森山と交かわしたことはないはずだ。だというのに、この激しくリアルな想像はいったい何なのか。


「うわあー、うわあー、うわあー」


　誰が見ているわけでもないのに上気した頰を両手で隠かくして、ベッドの上に転がった。つい身体を丸めてしまったのは、反応してしまったそこを無意識のうちに隠そうとしたせいかもしれない。


「───っ。やっぱり、そういう意味で好きなのかな。気になってたのかなあ」


　半分泣きが入っているのは、これまでの価値観とはまるで正反対の想おもいだからだ。しかもそれを認めたとしても、この先に待ち構えているのは失恋でしかない。


　ぎゅっと目を瞑つぶって、自分に言い聞かせるように何度も小声で呟つぶやく。


「……違ちがう……。これは、恋じゃない。ちょっと、気になってるだけだから……」


　今ある感情をこれ以上刺し激げきしないように、発展しないようにと、段々と暗くなっていく部屋の中で、浩之は言い聞かせる。急激に湧わき起こった感情の波をやり過ごすために、身体を丸めてベッドの上でじっとしていた。











　八月に入った途と端たん、景色は一気に夏一色に様変わりした。氷屋から氷柱を買って来るだとか、プールの掃そう除じだとか、仕事も暑さに関係するようなモノが増えだした。


　結局、それを言い訳にして浩之はこの数週間、道場に足を運んでいない。仕事が忙いそがしいから行けないのだと、心の中で理由を並べ立てている。そして逃とう避ひするように仕事に打ち込んでしまった結果、前のように凡ぼんミスを繰くり返すこともなく、自分でも驚おどろくようなスピードですべてが片づいていた。そして今日はついにやることがなくなり、早々に退社させられてしまった。


「デスクワークくらい、代わってもよかったのになあ」


　自分の仕事が終わってしまったので、颯太のデスクワークに手を出そうと思ったら、荒井に止められてしまったのだ。颯太はぶーぶーと文句を言っていたが荒井は聞かず、最近仕事に根を詰つめすぎだからと、彼にしては珍めずらしく強い口調で帰宅を促うながされた。


『社長命令』まで持ち出されてしまえば、大人しく言うことを聞くしかない。そんなわけで久しぶりに七時前に家に帰り着くことになった。以前なら喜んで道場に行っていたのだろうが、今はそんな気にはなれない。


　はっきり言ってしまえば、森山に会うのが怖こわいのだ。しまい込んだつもりの感情が動き出してしまいそうで怖い。だがたとえ森山を『好き』だと認めたとしても、結果は目に見えているのなら、傷つかないようにこのままでいたほうがいいに決まっている。


　部屋にエアコンを入れてすぐにシャワーを浴びる。それから買ってきた総菜で食事を始めようとした時に、インターフォンが鳴った。


「何だ？　新聞の勧かん誘ゆうかな？　はーい」


　こんな時間に突とつ然ぜん家を訪ねてくるような知り合いはいないと、何の躊ちゆう躇ちよもなくドアを開けてしまった。目の前に立っている人物を見て、動きが止まる。


「堀内くん？　身体からだ、大だい丈じよう夫ぶなの？」


　明らかに顔を引きつらせ、身体を強こわ張ばらせた浩之だったが、相手に気づいた素そ振ぶりはなかった。


「……な、なんで森山さんが来てるの？」


「岳が、最近道場に来ていないって言ってたから、体調でも崩くずしてるのか心配になったんだ」


「仕事が、忙しくて……」


　ふんわりとした雰ふん囲い気きで、優やさしく訊きいてくる森山に、浩之は泣きそうになった。視線を彷徨さまよわせて微かすかに潤うるんでしまった瞳ひとみをどうにかごまかしていると、森山はそっと小さなビニール袋ぶくろを差し出してきた。


「一応、これはお見み舞まいのつもりだったんだけど。元気そうだから、お土産みやげに変へん更こうしようか」


　中にはヨーグルトやプリン、レトルトのお粥かゆといった病人食が入っている。その優しい気き遣づかいに、ごまかしたはずの涙るい腺せんがまた刺激されてしまった。


　───だめだっ。これ以上関かかわったらだめだっ。


　心配そうに微かに眉まゆ根ねを寄せている森山に、抑おさえ込んでいた感情が溢あふれ出す。咄とつ嗟さに俯うつむいて、涙がこぼれてしまいそうな目を隠した。激しく脈打つ鼓こ動どうが森山に聞こえやしないかと、心配になる。


「本当に大丈夫？　何か様子が変だけど……」


　不意に森山の指先が頰に触ふれた。包み込むほどに大きな手の感触に、一いつ瞬しゆん心臓が止まるかと思うほど驚く。いたわるように動いた指先の軌き跡せきに、ぞくりと背筋が引きつった。


　身体のラインを確かめるように辿ったのは、この指先だろうか。


「堀内くん？」


　根こそぎ体温を奪うばいかねないほど激しく口接けたのは、この口唇だろうか。


　森山と裸はだかで抱だき合った姿がまたしても脳のう裏りに浮うかび、思わず小さな悲鳴を上げて森山の手を振ふり払はらってしまった。森山にとってはただの親切でしかないというのに、そんなことを考えてしまった自分が恥はずかしい。


　───なんでっ、そんなこと考えるんだよっ。しかも、今っ。


　自分の感情に囚とらわれて俯いていた浩之は、森山の様子を窺うかがう余よ裕ゆうはなかった。だから、森山が辛そうに微笑ほほえんだこととか、浩之に触れた指先を大事そうに握ったことだとか、そんな小さな仕草に気がつかなかった。


「───家にまで押し掛けてしまって、申し訳なかったです。帰ります……」


　そう告げて踵きびすを返した森山に、浩之は慌あわてて顔を上げた。だが、既すでに森山の背中は遠ざかり始めている。


「森山さんっ」


　裸足はだしのまま飛び出して森山の腕うでを取ると、振り向かせた勢いのままその胸に抱きついた。厚い胸むな板いたに、広い肩かた幅はば、うっすらと汗あせをかいた太い首筋。それらに、目め眩まいを感じた。鼓動が一ひと際きわ高く乱打している。


　だが、ぎゅっと抱きしめた森山の身体は強こわ張ばったまま、浩之を抱きしめ返すことも、突つき放すこともない。おそるおそる視線を上げてみれば、森山は驚いたように瞠どう目もくして、浩之を凝ぎよう視ししていた。


　───そうだよなっ。普ふ通つうは驚くだけだもんなっ。


　同性にいきなり抱きつかれたからといって、何があるわけでもない。これが恋れん愛あい対象となりうる異性なら、慌てふためくのだろうが。


　抱きついたのは衝しよう動どう的な行動だったが、それは結果として森山が自分をそういう対象としてみていないと、自ら確かめてしまったのだと思い知ることになった。


　居たたまれなさがこみ上げてきて、またしても唐突に、浩之は抱きしめていた森山の身体を突き放すと、ばたばたと部屋に逃にげ帰る。ドアの鍵かぎを掛けるだけでは心細くて、今まで触さわったこともないチェーンまでしっかりと掛けてしまう。


「堀内くん？」


　当たり前とはいえ、訳がわからないのだろう。扉とびらを叩たたきながら困こん惑わくしきった声で森山が呼びかけてくる。チェーンを掛かけきったところで力ちから尽つきた身体からずるずると力が抜ぬけていき、玄げん関かんに座り込んでしまった。躊躇ためらいがちに繰り返されるノックの音に、浩之は耳を塞ふさぐように頭を抱かかえる。


　───早く、帰って……っ。


　優しく呼びかけられる声を、ぎゅっと目を瞑ってやり過ごす。


　帰ろうと背中を向けた森山を見て悲しくなり、思わず引き留めてしまった。それ自体はかまわないだろうと思う。でも、どうしてそこで抱きついてしまったのか、自分でもわからない。ただ、摑つかまえた腕が思っていたよりも熱くて、その体温をもっと感じたいと思ってしまったのは確かだ。


　欲望を伴ともなった『好き』は、恋愛感情でしかない。


　無意識に目を逸そらしてきた感情は、その分威い力りよくをもって目の前に突きつけられた。もう今いま更さら、知らなかった振りはできない。だが、それは泣きたいような状じよう況きようを運んできただけだった。


　浩之が森山のことを恋愛対象として『好きだ』と自覚しても、森山がそれを受け入れてくれるとはとても思えない。普通、男が男を好きになるとは考えもしないだろう。しかも、相手を森山に限って言えば、初めから望みなんてまるでないとしか思えない。


　森山は今でも別れた妻───香奈が好きなのだ。だから、また剣けん道どうを始めたのだろう。これまで柴田がいくら言っても、竹刀しないを手に取ろうとしなかったと言っていた。それなのに今になって急に態度を変えたのは、柴田の言葉があったからだろう。


「……っ。ちくしょう……っ」


　自覚しなければ、逃げ続けていれば、こんなに悲しいと思わなかっただろう。何とかやり過ごして、落ち着いた頃ころに道場にも顔を出せただろう。でも、気がついて、自分の気持ちに向き合ってしまった以上、道場で稽けい古こをしている森山を見るのは辛つらい。


　ふと気がつけば、扉の向こうがやけに静かだった。森山がいつの間にか帰ったのだ。先さき程ほどまでそこにいたはずの、森山の気配を少しでも感じ取りたくて、扉に額を寄せる。だが感じ取れたのは、冷たい金属の感かん触しよくだけだった。











「堀内くん？」


　陽ひが沈しずんだばかりでまだ幾いくらか空は明るいが、明らかに壁かべが薄うすくお世辞にも高級とは言い難がたいアパートの廊ろう下かで騒さわぎたてるわけにはいかない。森山は苦情が来ない程度に適当な間かん隔かくをおいて壁と同様に薄い扉をノックし続けた。


　扉がかたりと鳴って、浩之が玄関に座り込んだことがわかる。


　小さな声で名前を呼び、扉を開けてくれないかと促してみるが、扉の向こうで動き出す気配は一向にしなかった。


　柴田との電話の中で、それまでは仕事が忙いそがしくても必ず一週間に一度は道場に顔を出していた浩之が、ぱたりと姿を見せなくなったとついでのように言われ、一人暮らしをしている彼が体調を崩し寝ね込こんでいるのかもしれないと、森山は急に心配になった。


　居ても立ってもいられなくなり駆かけつけてしまったが、それでも差し入れを渡わたして、顔を見るだけのつもりだった。それだけで安心できると、ただ思っていたのだ。


　それなのに、浩之は───。


　───……何故なぜ、引き留めようとしたんですか？　抱きついてきたのは、どうしてですか？


　頰ほおに伸のばした手は振り払われてしまった。


　温かで柔やわらかな、浩之の頰の感触に思わず邪よこしまな感情を抱いてしまったことに気づかれたかと、ひやりとすると同時に悲しくなった。もとより告げるつもりもなく、浩之がどう思っていようと、自分の心に変わりはないはずだった。だが、こんな感情が普通ではあり得ないことを、森山自身も自覚しているだけに、振り払われた手は予想以上に森山の心を傷つけていた。


　なのに森山を拒きよ絶ぜつしたはずの浩之は、その傷を更さらに抉えぐろうとするかのように、立ち去ろうとした彼に抱きついてきたのだ。


　触れて欲しくなかったから振り払ったのではないかと、森山は戸と惑まどった。浩之がそうまでして自分を引き留めようとする理由が思いつかず、自ら抱きついてきた彼の行動そのものに驚おどろいていた。


　しかしそんな時ですら、浩之の胸むな元もとから漂ただよってくるシャンプーの匂においに、森山の雄おすは刺し激げきされてしまう。温かな体温と、直接肌はだに響ひびいてくる鼓こ動どうに、自分よりかわずかに小こ柄がらな身体からだを抱きしめ返したくなる。


　そんなことをすれば、今度こそ浩之を放してやれなくなるだろう。


　ほんの三週間ほど前に感じた肌の熱さを、身体はいまだに覚えている。消えることなくいつまでも燻くすぶり続けている欲望の火種が、燃えさかるのは恐おそらく容易たやすい。


　そんな躊躇いのせいで、浩之の背中に回すことができなかった腕を宙に浮かせたまま強張らせているうちに、森山の身体はまた唐とう突とつに突き放され、浩之は部屋に閉じこもってしまったのだ。


「堀内くん？　出てきてください。話をしたいのですが……」


　優やさしく、怖こわがらせないように話しかけてみるが、反応は何一つ返ってこない。


　───堀内くんから抱きついてくれただなんて、もしかしたらと期待してしまうじゃないですか。あの夜のことも、本気だったと思いたくなってしまいます。


　あのつたなさ故ゆえに抗あらがえなかった誘さそいは、酒が入れば誰だれにでも向けられるようなモノではなく、酒が入ったことで、抑おさえられていた理性のタガが外れてしまった結果なのではないかと、淡あわい望みを抱いだいてしまいたくなる。


「……はっきりとさせた方が……、いいのでしょうか……？」


　自分の感情は、既すでに浩之だけに向いている。浩之が好きだということをちゃんと認めている。もしこれが異性相手であれば、とっくにもっときちんとした形でアプローチをしているだろう。だが、浩之は同性なのだ。そのために幾らか臆おく病びようになってしまっているのは否いなめない。


　浩之の心が知りたかった。


　本当に自分を好きでいてくれるのなら、それなりの方法でもっと近づきたい。肌を触ふれ合わせて、浩之の一番近い場所に自分がいることを確かめたい。だが、浩之が自分に対して恋愛感情を持っていないというのなら───。


　───岳と同じ場所でもいいです。……いいえ、岳よりももう少しだけ近い場所に、僕の居場所をください。それだけでいいです。


　傍そばにいれば、きっとその滑なめらかな肌に触れたくなる。こぼれ落ちる吐と息いきを余さず受け止めたくて、身を焦こがすことになるだろう。


　それは想像以上に甘く、辛いに違ちがいない。


　それでも、傍にいたいと思う。傍にいて、浩之を見ていたいと思う。森山の中に、これまでこんな感情が生まれたことなどなかった。既に引き返せないほど、浩之に囚とらわれている自分が妙みようにおかしい。


「そうですね。もう、僕はあなたに負けているんです。今更取り繕つくろったところで、何も変わりません。……岳に、手を貸してもらいましょうか……」


　持ってきたお土産みやげを、そのまま持って帰る気にもなれず、ドアノブに引っかけた。この扉とびらの向こうに、確かに浩之がいるのに、ドアを開けてもらえないことがひどく寂さびしい。


　願わくは『恋こい人びと』として───それが無理なら、頼たよれる友人としてでも構わないから、扉を開けて欲しいと思う。こんな風に頑かたくなに扉を閉とざし、鍵かぎを掛けられてしまうのは、おまえなどいらないと拒絶されているようで、辛かった。


　固く閉ざされている扉に額を押しつけて、浩之の気配を少しでも感じ取ろうとした。だが、物音一つしてこない室内に、やがて森山はあきらめの溜ため息をつくと踵きびすを返した。自分の決意を実現させるために、このまま柴田のところへ行くつもりだった。











「おーい、ほら、そっちしっかり持て」


「あ、はい」


　颯太の言葉に、浩之は持っていたベニヤ板を慌あわててしっかりと押さえつけた。


　じりじりと照らす太陽の下、会社の駐ちゆう車しや場で、颯太と浩之は棚たなを作っている。ぴったりと収まる幅はばの棚が売っていないので、作って欲しいという依い頼らいなのだ。社長が寸法を測って設計図を描かき、二人でそれを見ながらの大工仕事となった。


　何やらまた様子のおかしい浩之に、トンカチやノコギリを扱あつかわせるのは危ないと判断したらしい颯太が主導権を握にぎっている。浩之は言われたモノを取ってきたり、今のように板を押さえつけるといった補ほ佐さをしている。


　この一週間の間、思わず森山に抱だきついたことで、自覚してしまった感情に、浩之は悄しよう然ぜんとしていた。以前と違ってミスこそしないものの、覇は気きというか気力のない浩之に、颯太もどう接していいのか態度を決めかねているようだった。


　それがわかっていながらも、浩之はどうすることもできないでいる。自分の気持ちを整理しなければいけないとは思うのだが、それが難しい。


『好きだ』と伝えることはもちろんできないし、それを態度に出すこともできない。だから、自分で区切りをつけなければ、徒いたずらに苦しいままになってしまう。だが、その区切りをどこでつけたらいいのか、わからないのだ。


　かんかんかん、と小気味のいいトンカチの音が響く。押さえつけた板を通して、浩之の身体にも振しん動どうが伝わってくる。いつもなら何かと話しかけてくる颯太が黙だまって仕事をしているのに、彼なりの気き遣づかいを感じて申し訳なくなる。


　───しっかりしなきゃなあ。でも、どうしたらいいんだろう……。普ふ通つうなら、告白して、きちんと振ふられれば終わりにできるのに……。


　整理のつかない気持ちを抱かかえたまま、黙もく々もくと手を動かしているうちに、あっという間に午前中の作業は終わってしまった。昼食を挟はさんで、午後には磨みがいてニスを塗ぬる予定だ。


「少し早いけど、昼にするか。ほら、道具を片づけろよ」


　颯太にこづかれるようにして、周囲を片づけると二人は事務所に戻もどった。エアコンの利きいた室内は涼すずしくて、少しほっとする。中には事務員の池田と根元しかいない。二人の『お姉さん』は───三十にあと少しで手が届く根元はともかく、池田は四十代だったが、そう呼ばなければ鉄てつ拳けんが飛んでくるのだ───忙しそうに手元の書類を確かく認にんしていた。


「社長は昼には戻ってくんの？」


「いいえ、今日は出ずっぱりよ。戻ってくるのは夕方過ぎるんじゃないかしら」


　池田が書類から顔を上げずに颯太の質問に応こたえる。肩かたに掛かかる髪かみの毛をわずかに脱だつ色しよくしているのは、中学生の娘むすめに勧すすめられたかららしい。


　その向かいに座っている根元は、仕事の間だけ括くくっている長い髪を弄もてあそびながらくすくすと笑い出した。


「残念でした。なのでお昼は買いに出てくださいね」


「ちぇっ。お姉さんたちはやっぱりお弁当持ってきてるの？」


「もちろん。なので、自分の分は自分で買いに行きましょう」


　根元の言葉に颯太は唸うなる。社長である荒井がいれば、お昼は出前を頼たのみたかったのだが、いかんせん奢おごってくれる荒井がいなければ、高くつく店屋物よりもコンビニに買いに行く方が安上がりですむ。だが、快適な温度に保たれている室内から、またあの暑い中、買い出しに出かけるのは遠えん慮りよしたいのだろう。


「先せん輩ぱい、おれが買いに出ますよ。何がいいんですか」


「いいの？　悪いねえ」


　ここのところ迷めい惑わくを掛けているという自覚があるので、そう浩之が申し出てみれば、颯太は言葉ほど悪いとは思っていない表情で、喜々としてリストを作る。


「じゃあ、行ってきます」


　買い出しのメモと財さい布ふを片手に浩之は事務所を出た。三分も掛からないコンビニまでの道をぼうっとしながら歩いていると、ポケットに入れていた携けい帯たいが鳴り出した。颯太が何かを頼み忘れたのかと思って、ディスプレイをよく確かめもせずに出てしまう。


「はい？」


『ああ、ヒロか？』


「……師し匠しよう……」


『ここ最近、全然顔を見せないが、どうかしたのか？』


　思ってもいなかった柴田からの電話に、呆ぼう然ぜんと足が止まった。


　森山と会ってしまうのが怖くて道場に行かなかったのはもちろんだったが、普通の会社員である森山が確実にいないであろう平日の午前中にすら、道場に顔を出すことができなかった。


　柴田に会えば必然的に森山のことを思い出してしまうと思ったからだ。


　その柴田からの電話に、浩之はただひたすら困こん惑わくしている。今まで柴田が携帯に電話を掛けてきたことなど、数えるほどしかなかったからだ。


「いえ……、ちょっと、仕事が忙いそがしくて……」


『そうなのか？　まあ、無理はするなよ。で、実はな、今度の日曜───だから、二日後か？　ちょっと、道場に来い。話がある』


「話、ですか？」


『ああ、ついでに稽けい古こもつけてやるから、胴どう着ぎ一式持って来いよ』


　言葉を濁にごし掛けていた浩之は、柴田の台詞せりふに戸と惑まどう。師匠自らわざわざ電話を掛けてきてまで約束を取り付けるような話に、心当たりはない。


『いいか、絶対来るんだぞ。じゃあ、十時に道場でな』


「え？　ちょっと、師匠っ？」


　浩之の返事も聞かずにそれだけを言うと、柴田は電話を切った。取り残された携帯からは、ただ無機質な機械音が聞こえてくるだけだ。浩之はしばらく呆然と携帯を見つめていたが、照りつける陽ひ射ざしに負けてのろのろと歩き出した。











　気を抜ぬけば立ち止まりそうになる足をどうにか動かして、浩之は道場の扉が見えるところまでやって来た。


　柴田から強ごう引いんに約束させられた日曜日、空は見事に晴れ渡わたっていた。だが、それとは正反対に浩之の顔も気持ちも曇くもったままだ。


　道場の扉を目の前にしたまま足を踏ふみ出せないのは、何をどうすればいいのかまだ心を決められないまま、柴田と会うのは避さけたかったからだ。森山のことを考えてしまうかもしれないことも不安だったが、柴田に浩之が森山のことを好きなことがばれてしまうのが、なにより心配だった。


　だが、かなり強引だったとはいえ約束させられてしまったのでは仕方ない。深呼吸をして息を整えると、意を決して道場の中に一歩踏み込んだ。


　風を入れるために開けられた窓から聞こえていた蟬せみの声が、一いつ瞬しゆん途と絶だえる。


「森山、さん……？」


　広くがらんとした道場内にただ一人、正式な胴着を着た森山が正座をしていた。面が隣となりに置かれている。精神統一をしていたらしい森山は、瞑つぶっていた目をゆっくりと開けて、浩之を見み据すえた。そこにはいつもの柔やわらかな、ほんわかとした日ひ溜だまりのような雰ふん囲い気きはなかった。


「手合わせ、お願いいたします」


　耳じ朶だを打つ響ひびきは優やさしいのに、口調は厳しい。


　森山と会ったらどうしようかと悩なやんでいたのが噓うそみたいに、浩之はただ呆然と彼を見つめる。


　柴田に呼び出されたはずが、そこにいたのは森山だった。肝かん心じんの柴田本人は影かげも形もなく、それだけでも充じゆう分ぶん驚おどろいたが、そのうえ森山の雰囲気がいつもとはまるで違ちがうのだ。柴田の突然の電話からこれまで、浩之は戸惑いすぎて、もう呆然とするしかない。


「岳から、話を聞いていませんか？」


「え？　あの、一式持ってくるようにとは言われたけど……」


「一度、手合わせしてください」


　初めて見る森山の厳しい表情に、こくりと唾つばを飲み込む。引く気はないと言わんばかりの態度に気け圧おされて、浩之は小さく頷うなずくと更こう衣い室に駆かけ込んだ。


　───何がなんだか、まるでわかんないよ。


　森山が剣けん道どうを再び始めたのが、香奈と縒よりを戻すためなら、わざわざ自分と試合をする必要はない。それこそ、柴田との手合わせを見せればそれでいいはずだ。なのに、こんな誰だれもいない道場で手合わせをしようと言う。


　まるで意図の読めない森山の行動に戸惑いを隠かくせない。どういう態度を取ればいいのかまったくわからない。


　混乱した表情を見られたくなくて、面まで着けた状態で更衣室を出る。道場に戻ってみれば森山も既すでに面を着け、試合面の脇わきに立っていた。


　互たがいに向かい合い礼をして、開始線まで歩く。五センチの白い境界線を越こえるのにすら、浩之は緊きん張ちようした。正式な試合ならばこのまま蹲そん踞きよするところだが、審しん判ぱんがいないので柴田と手合わせした時のように、じりじりと剣先を下げていき、重なった時を開始の合図とした。


　この打ち合いがどんな意味を持つのかわからない浩之は、ただ一方的に森山の竹刀しないを受ける。


「……っ」


　数度、真正面から竹刀を受けただけなのに、浩之の手首は痺しびれた。森山の力がそれだけ強いということだ。足あし捌さばきもしっかりとしていて、少しでも気を抜けば簡単に一本取られてしまうに違いない。


　面めん金がねの隙すき間まから真剣な森山の表情が見える。構えている竹刀にも迷いが見られない。子供の頃ころから馴な染じんできたその緊きん迫ぱく感に、自然と浩之の竹刀からも戸惑いが消えていく。


　剣先で小刻みに打ち合いながら、中央ににじり寄る。呼吸を整えながらも、互いに視線を逸そらさない。緊張のバランスがほんの少し揺ゆれるだけで、決着はつくだろう。


　そして、その時は突とつ然ぜん訪おとずれる。


　掛け声と共に突つき出された竹刀を手首で返し、浩之は素す早ばやく面を打ち取った。呼吸一つ分の、わずかなタイミングを森山は拾い損そこねたのだ。


　緊張が解ほぐれ、どっと疲つかれが押し寄せる。肩かたで息をしながらも開始線に戻もどり、互いに礼をして、試合面から退いた。境界線を越えたところでまた一つ礼をし、終わった。


　だが、そこで森山の動きは止まらなかった。流れるような足取りでゆっくりと近づいてくるのを、浩之は何も言えずにただ見つめた。手を伸のばせば触ふれあうことができる距きよ離りで、森山が立ち止まる。


「……何から、話せばいいんでしょうか……。でも、とりあえず座りませんか」


　呼吸は乱れているがしっかりとした口調で言われ、浩之は頷く。壁かべ際ぎわまで下がり、防具を外していく。身体からだが軽くなり、そよぐ風も汗あせばんだ肌はだには涼すずしくも感じられた。板張りの床ゆかはひんやりとしていて気持ちがいい。


　浩之は俯うつむいたまま手の平を床に押しつけ、森山が口を開くのを待った。蟬の声がわんわんと耳鳴りがするほどうるさく聞こえている。


「真剣に打ち合ったのは、八年ぶりですよ。やっぱり八年近いブランクは思っていたよりも大きかったです」


　初めて会ったあの日、インターフォンの向こうからたった一声で、浩之を捉とらえた穏おだやかな口調だった。柔らかで、聞いている者を安心させるような優しい響き───。


　その声に、浩之は泣き出しそうになる。


　───そうだよ……。最初にこの声を聞いたときから、好きになってたんだよ……。


　どんな人物なのかも知らず、ただインターフォン越ごしに聞いた森山の声に惹ひかれてしまったのだ。そして優しい雰囲気を好きになって、やがてそれとは正反対な雰囲気を持っていることに気がついたときには、もう遅おそかったのだ。


　自分の本心を告げるつもりはないまま、浩之はひっそりと訊たずねる。予想のついている返事に、どうしても顔を上げることができなかった。


「香奈さんと縒りを戻すつもりで、また剣道を始めたんですか？」


　目をぎゅっと瞑り目前に迫せまっているはずの決定打に身構える。無防備なままでいたなら、涙なみだがこぼれてしまうに違いなかった。


「───違います。岳から堀内くんのことを聞いて、悪いことをしたなって思ったんですよ。あの約束は、僕も覚えていましたから……」


「え……？」


　予想とはまったく違った答えに、浩之は思わず顔を上げて森山を凝ぎよう視しした。くすりと小さく微笑ほほえみながら小指を差しだされて、ますます混乱する。


「四段の審しん査さ前に、緊張していてね。それをどうにかしたくて、岳の道場に来たことがあるんですよ。その時に、幼よう稚ち園えんくらいの男の子と指切りをしたんです。大きくなったら試合をしようねって」


「あの、ときの……？」


「そうです。八年前、剣道を止やめようと決めた時に、約束を破ることになるなってちょっとだけ気になったんですけど、すぐに、小さい時の約束なんて忘れてしまっているだろうからと、気にも留めなくなったんです」


　森山の告白に、浩之は頭が真っ白になった。自分が剣道を始めるきっかけを作ったあの少年が今、目の前にいることが信じられないのだ。しかも、それが森山だという。


「ちゃんと、覚えていてくれたんですね。ありがとうございます」


　嬉うれしそうに口くち許もとを綻ほころばせる森山に、浩之の頰ほおはみるみるうちに赤くなった。その顔を隠そうとして、また下を向いてしまう。もごもごと口の中で返す言葉を探して、ますます気き恥はずかしく感じる。


「そんな、だって───。剣道が好きになったから、そのきっかけだったし……」


「僕もね、剣道が好きなんです。でも───、一度上り詰つめた場所から引きずり下ろされて、再び上ることが怖こわくなったんです。もう一度上り詰めることができたとしても、また引きずり下ろされたらどうしようかと、そればかりに気を取られてしまったんですよ」


　床に押しつけていた浩之の手を、それよりも大きな手が取り上げる。その優しい感かん触しよくに、浩之の心臓が跳はねた。


「ですが、堀内くんと岳の打ち合いを見ていたら、その恐きよう怖ふが小さくなっていったんです。そのあと、岳から堀内くんが剣道を始めたきっかけの約束の話を聞いたら、剣道をやりたくなって……。───どうしても、堀内くんと手合わせをしたくなったんです」


　両手に包まれた浩之の左手を、森山が胸に引き寄せた。胴どう着ぎの上からでも感じられる森山の鼓こ動どうに、浩之は目を細める。規則正しく繰くり返される律動に、安あん堵どする。


「驚おどろかせようと思って、内ない緒しよで岳に稽けい古こをつけてもらったんですが、まだまだでしたねえ」


　柴田がどんなに言っても竹刀を持とうとすらしなかったのに、自分との約束のためにまた剣道をする気になってくれたことが浩之にはとても嬉しかった。


　そっと顔を上げて、森山に視線を遣やる。口許に浮うかぶ優しい微笑みにつられて、浩之も照れたように小さく笑う。


「あんなに小さかったのに、こんなに大きくなるんですね。……僕も年を取るはずです」


　昔を懐なつかしむようなしみじみとした口調に、浩之はくすくすと笑い出す。


「そんなに気にするほどの年じゃないですよ」


「本当に、そう思います？」


「もちろんです」


　しょげかえった声で聞き返されて、浩之は大きく頷いた。


　───好きだな……。前よりも、好きになっちゃった。小さな約束を気にしてくれていたのも嬉しいし、おれも覚えていたからってそれを守ろうとしてくれたのも嬉しい。


　胸の中にあるほんわかとした感情がだんだんと大きくなっていく。口に出してはいけない感情だと、頭ではわかっていても、抑おさえきれるものではなかった。


「よかった。堀内くんにそう言ってもらえると安心です」


　ほっとしたように森山は浩之の手を摑つかんでいたそれに力を込こめた。その確かめるような仕草に、とうとう浩之は我が慢まんできず、摑まれた手を握にぎり返して身体を寄せていく。


「堀内くん？」


　不思議そうに見返され少し怖おじ気づいたが、それでも浩之は視線を逸らさずに顔を近づけ、そっと口くち唇びるを重ねた。いつか想像した感触そのままで、浩之は嬉しくなる。


　触れさせただけの口唇をゆっくりと離はなしていけば、驚いたような森山の顔が見えた。


　───……っ。何やってんだ、おれは……っ。


　感情に流されてしまったことを後こう悔かいするが、もう遅い。


「───ごめんなさいっ」


　浩之は摑まれた手を引き抜ぬき、その場から逃にげ出そうと立ち上がった。だが、駆かけ出そうとした腰こしを捕とらえられて、つんのめる。


「わあっ」


　前のめりに倒たおれながら身体を強こわ張ばらせたが、力強い腕うでに引っ張られ尻しり餅もちをつく形で後ろにひっくり返った。だが、床にぶつかる硬かたい衝しよう撃げきはなく、柔やわらかい感かん触しよくで抱だき留められた。


「え、なに？」


　あるはずの痛みがなかったことに驚いていると、背中から強く抱きしめられた。肩に額を擦すりつけるような感触があって、思わず首を縮めてしまう。


「……この間、抱きついてくれたのは、どうして？　特別な意味があるんじゃないかって、思ってしまうよ。それとも、思い違ちがいしてるのかな？」


　吐と息いきが耳許を掠かすめるような至近距離で囁ささやかれて、浩之の身体が震ふるえる。だが、森山の問い掛かけに、浩之は口唇を嚙かみしめ、いつ溢あふれ出してもおかしくない涙を堪こらえた。そのためか、掠れた声は途と切ぎれがちになる。


「───っ。ごめん、なさいっ。思い違いじゃない、けどっ。でもっ、こんなの変だよねっ」


　最後通つう牒ちようをつきつけられることを覚かく悟ごしたのか、浩之は俯いて拳こぶしを握った。手の平に食い込む爪つめの痛みさえも、気にならなかった。


「じゃあ、僕も変なのかな。ねえ、どう思う？」


「……？」


　森山が何を言ったのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。だが、乱暴ではないが強ごう引いんな指に顎あごを押され頭を仰あお向むけにされると、後ろから森山の口唇が重なってきた。仰のけ反っているために自然と開いた口唇の隙すき間まを割って、舌が入り込む。


「んぅ───」


　舌を舌先で撫なでられる感触に、ひくりと腰こしが反応した。そのわずかな反応を森山は感じ取ったのか、緩ゆるやかに動いていた舌先が口こう腔こう内を我が物顔で蹂じゆう躙りんし始める。丁てい寧ねいに歯列をなぞり、舌の付け根を探すように深く差し込まれる。


　───どうして……？　森山さんも、おれのことを好きなの……？　それとも、からかっているだけ……？


　閉じることを許されない顎が痺しびれて、舌が震え出す頃ころ、ようやく口唇は解放された。だが、身体からだは相変わらず森山の腕の中に囚とらわれたままだった。激しすぎる口くち接づけに逃げ出そうと思うほどの気力もなくなり、体重を森山に預けたままぐったりと脱だつ力りよくしてしまう。


「こういうことをしたらおかしいの？　そんなこと、言わないで欲しいな」


　自分にこんなことをするのがどうしてかわからないのに、森山のなすがままにされている。


　雰ふん囲い気き自体は柔らかいのに、強気な態度で押し切ろうとする強引さが、今の森山にはあるのだ。一見優しげな空気に騙だまされて、気がつけばすべてが森山の望むようにコトが進んだあと、という気がしてならない。


　───からかわれているんだとしても、いいかな……。温かいから……。


　背中に感じる森山の体温が、心ここ地ちよいと思う。夏場にこんな風にくっついていれば暑くて仕方ないはずだとは思うのに、どうしても離れたいと思えないのだ。それだけ、自分は森山のことを好きなのかもしれないと、ひっそりと笑った。


　ゆっくりと森山が体勢を変えて、浩之を静かに横たえる。寝ねかされた床ゆかは冷たく、火ほ照てった身体に気持ちよくて、浩之はうっとりと目を細めた。


　森山の手が躊躇ためらうことなく、胴着の襟えりに掛かる。冬場なら中にＴシャツを着ているのだが、今の時期は直接素す肌はだの上に羽織っているので、いとも容易たやすく裸はだかに剝むかれてしまう。


　悪戯いたずらな指先が耳許から鎖さ骨こつにかけてのラインを辿たどっていく。くすぐったくて身を捩よじると、森山が小さく笑ったようだ。意地悪く、同じラインを何度も辿られ、我慢しきれなくなった浩之は、くすくす笑いながらも上体をひねるようにして指先から逃げ出す。


　だが、大きく動かした足の先で何かを引っかけたらしく、軽い衝撃と物が転がる高い音が道場内に響ひびいた。


「あ───」


　快楽に浮かされかけた意識が突とつ然ぜん正気に返り、浩之は慌あわてて胴着を搔かき合わせ、ばたばたと森山の手が届かないところにまで距きよ離りを空けた。


　───な、何しようとしてんだっ。ここは道場だっていうのっ。


　あまりの気恥ずかしさに声も出ないでいる浩之とは対照的に、森山は困ったように眉まゆ根ねを寄せている。だが、浩之に動く気配がないとわかると、森山は小さく溜ため息をついて寂さびしそうに微笑ほほえんだ。


「やっぱり僕が触さわるのは気持ち悪いですか？　もう、あんなコトはしたくないんでしょうか？」


　まったく見当違いのことを言われ、浩之は動どう揺ようのあまり思わず口を滑すべらせてしまう。


「え？　や……、違うっ。ここじゃ嫌いやなだけっ」


『ここでなければ最後までしてもいい』と宣言したも同然だと、言った本人だけが気がつかなかった。森山はにっこりと人の好よさそうな笑え顔がおを浮かべ、すかさず浩之の逃げ道を塞ふさいでいく。


「では、僕の家に行きますか？　だけど、いざその時になって、やっぱり止やめたっていうのはなしですよ？」


「───ん」


　よく見れば一癖くせも二癖もありそうなその笑顔に、ようやく自分の言葉の意味を悟さとった浩之だったが、今いま更さらなかったことにできるはずもない。浩之は顔を真っ赤にしながら、それでも覚悟を決めてこくんと頷うなずく。それはこの先に待ち受けている行こう為いを、何と呼ぶのか知っているからこそ、決めた覚悟だった。











「じゃあ、着き替がえてしまいましょうか」


　促うながすように更こう衣い室へ導きながら、身体が強張っているのかどこか歩き方がぎこちない浩之の様子に、森山は密ひそかに笑みを浮うかべた。まるでこれから初体験を迎むかえるかのように緊きん張ちようしている様子が初うい々ういしくて、かわいいとさえ思ってしまう。


　長身の自分よりはやや低くても、それなりに男の身体をしている浩之を、かわいいと思うのは、どう考えても間違っているであろうことは森山自身、自覚してはいる。だが、ちょっとした仕草や、時折見せる素す直なおな表情は本当にかわいかった。


　しかも、年ねん齢れい差を気にすることはないとまで言ってくれた。いや、厳密に言えば、森山が気にするほど年を取っていないと言っただけで、その場の勢いのリップサービスである可能性の方が高い。それでも、そんな言葉が浩之の口から聞けたことが嬉うれしかった。


　そのうえ、浩之の方から身を寄せてきて、あまつさえキスまでしてくれたのだ。そっと触ふれるだけの口接けを受けた時、森山は情けなくも心底驚おどろいてしまい、咄とつ嗟さに反応することができなかった。それから後の出来事は、本当に夢のようだったと思う。


　ほんの十数分前は、岳と同じような立ち位置を手に入れたいと、願っていただけだった。どんな形であれ、浩之の傍そばにいられるのならそれでいいと、殊しゆ勝しようなことを思っていたのだ。


　それなのに浩之の気持ちが自分に向けられていると知った瞬間、まったくもって現金なことに森山の感情と身体は、少しも止まらなくなってしまった。


　何もかも受け入れるように従順だった熱い舌も、首筋に指を這はわせた時に見せた笑顔も、すべて森山を煽あおるモノでしかなく、もし、あの場で浩之が羞しゆう恥ちで逃げ出さなければ、確実に最後までコトに及およんでいただろう。


　───あれは……、本当に危なかったです。岳が後で様子を見に来ると言っていたのを忘れてましたからね。


　すっかり浩之に骨ほね抜ぬきにされていた自分が、何とも気き恥はずかしい。だがそのおかげで何やらやたらと自分の都合のいいように、この状じよう況きようは転がっていっているのだ。


　今度こそ確実に浩之をこの手に抱けるのだと、森山は口くち許もとを綻ほころばせた。そして、おずおずとした仕草で袴はかまの紐ひもに手を掛けている浩之を、そっと横目で窺うかがう。


　指先が覚おぼ束つかないらしくまごついているようだったが、どうにか紐が解けたようで、袴がするりと床に滑り落ちた。無む駄だな肉のついていないすっきりとした太ふと股ももや、ぎゅっと引き締しまった足首に視線は勝手に引き寄せられていく。


　胴どう着ぎを脱ぬぎかけていた森山の手がぴたりと止まる。乾かわいてひりついた喉のどを、飲み込んだ唾だ液えきが滑り落ちていった。


　これまで自分が情欲を覚えたのは、女性特有の円まどやかなウエストラインや、手の平で包み込むのにちょうどいい膨ふくらみを持った胸などの、柔やわらかな女性の肉体だけだった。それらは浩之の持つそれとは、まったくと言っていいほどかけ離はなれた肢し体たいだったはずだ。


　かちゃっと浩之のベルトが立てた音に、森山の身体は過か剰じようなくらい反応した。慌てて視線を外し、止まっていた手をせかせかと動かし始める。だが、その手もまたすぐに止まってしまう。何故なぜなら、これまでの淡たん白ぱくぶりが噓うそのように堪こらえ性しようがなくなっている自分の雄おすが、微かすかに勃たち上がっていることに気がついたからだ。


　───これは、もう、どうしようもないですねえ……。これでやっぱり嫌だと言われてしまったら……。


　あまり楽しくない想像が浮かんでしまい、森山は溜め息をつく。


　今ここで浩之の気が変わってしまえば、もう森山には手が出せなくなるのは目に見えていたからだ。もちろん本音を言ってしまえば、キスもその先も、この一度だけですますつもりは毛頭ない。浩之が『恋こい人びと』として傍にいてくれるのなら、いつでも触れていたいし、気の向くままに抱だき合いたいと思っている。


　だが、実際に目の前で泣かれてしまえば、きっと自分には無理に手を出すことなどできないのだ。現に先ほど───浩之が自分の手の届かないところに逃のがれた時も、無理に摑つかまえるようなことはできなかったのだし。


　───でも、堀内くんは頷いてくれましたからね。ああ、気が変わってしまわないうちに、早く家に帰りましょう。


　柴田あたりが聞かされたら『お前って奴やつは……』と絶句して溜め息をつかれそうな、案外せこいことを考えながら森山は小さく頷いた。だが、再び動かし始めた手は、袴と胴着を脱ぎ捨てた浩之が、Ｔシャツと下着だけの姿で歩き出したのを見て、またもや止まってしまうことになった。


「堀内くん？　どうかしましたか」


「えっ？　あ……、シャワー、浴びてからと思って……」


「いいですよ。家に帰る前にまた汗あせをかきますから、そのままでいいです」


「でも……」


　いつになく強引に言い切る森山に戸と惑まどったように、タオルを片手にあちこち視線を彷徨さまよわせている浩之へ足早に近寄り、ロッカーの前へと引き戻もどす。こんなところで時間を掛かけている間に、浩之の気が変わってしまったら、それこそ泣くに泣けない。


　にっこりと微笑みながら、森山はいまだに落ち着きのない浩之に着替えを促した。




５







　これで三回目になった森山の部屋への訪問だったが、相変わらず浩之たちが運び込んだ位置のままに放置され、封ふうも開けられていない段ボール箱の方が多かった。


「……まだ、片づけてなかったんですか……？」


「うーん、剣けん道どうを始めてから、余計に時間が取れなくて、ね。整理しなければって思うんだけど、どうもできなくって……」


　部屋に入ってすぐにエアコンをつけた森山は、さして悪びれた様子もなくひょこひょこと台所に消えた。


　浩之はリビングの有様に少しばかりの間呆ぼう然ぜんとしていたが、小さく息を吐はくと問題の段ボール箱の存在は、見て見ぬ振ふりをすることに決めた。そうしてようやく、手にしていた防具袋ぶくろを、部屋の隅すみに置く。


　いつもなら実家に立ち寄り、防具を預けて家に帰るのだが、その時間さえももったいなく思えて、そのまま持ってきてしまったのだ。


　───帰る時、忘れないようにしないとな……。でも、どうしよう……。


　どこかにいい居場所はないものかと、無む駄だだとは思いつつ彷徨さまよわせた視線が捉とらえたのは、山のような服に埋うもれたソファーと、崩くずれそうに物が積まれたカウンターのスツール、そしてそこだけは神経質なほど綺き麗れいに片づけられているパソコンデスクの椅い子すだけだった。だが、いくらそこが一番綺麗だからといっても、森山の仕事場であるパソコンデスクの椅子に座れるものではない。


　しばらく迷って、浩之は仕方なしにガタガタと音を立てている台所に足を向けた。大人しく座っていられない以上、このままぼうっと立っているだけよりもましだと思ったのだ。


　カウンター越ごしに台所を覗のぞいてみると、森山が案の定ぱたぱたとあちこちの棚たなを開けたり閉めたりしては、中を引っかき回している。


「森山さん？　何しているんですか？」


「コーヒーを買っておいたと、香奈が言っていたんです。だから、どこかにあると思うんですが……」


「別に、いいですよ。飲み物がなくても」


「ですが、それじゃあ悪いですから……」


　必死になって探しまわっている森山の様子に、浩之は思わず苦笑してしまう。すると何を思いついたのか、森山は急ににこやかな笑顔を浮うかべた。


「ああ、だったらこうしましょう。堀内くんはシャワーを浴びてきてください。その間にコーヒーを探しておきます」


「は？」


「手合わせで汗あせをかいたでしょう？　向こうでシャワーを浴びてきませんでしたし。バスルームはこっちです」


「ちょっと、森山さんっ？」


　唐とう突とつな提案に呆あつ気けにとられた浩之が返事をするよりも早く、森山は台所からバスルームへと移動を始めた。しかも浩之が後ろについてくることを信じて疑っていないとばかりに、こちらを振り返ろうともしない。そしてあきらめの末、慌あわてて後を追った浩之がバスルームに駆かけ込むと、既すでにバスタオルはリネン棚だなから取り出されていて、着き替がえと一いつ緒しよに手て渡わたされる始末だ。


「使い方はわかりますか？　もし、わからないようでしたら、声を掛かけてください。じゃあ、ゆっくりと汗を流してくださいね」


　いつものおっとりさは一体どこへいってしまったのか、そのあまりの手て際ぎわの良さに啞あ然ぜんとしていると、森山は早々にバスルームから出ていってしまう。そうして、残された浩之は、手に載のせられたタオルや着替え一式と、森山が出ていったバスルームの扉とびらを交こう互ごに見み遣やるしかなかった。


　確かに汗をかいた肌はだはべたついていて気持ち悪かったが、何やら森山の強ごう引いんな態度に引っかかって仕方がない。このまま、森山のよくわからない思おも惑わくに従って、シャワーを浴びてしまってもいいものかしばらく逡しゆん巡じゆんしてみるが、シャワーを浴びた後の爽そう快かいさを思い浮かべた途と端たん、その誘ゆう惑わくにあっさり負けてしまった。


　心が決まってしまえば、Ｔシャツとパンツに続いて、下着も勢いよく脱ぬいでしまう。一応見苦しくないように、ひとまとめにしておくことは忘れない。


　風ふ呂ろ場ばに入ると、まず頭からシャワーを浴びた。降り注ぎ始めたばかりの水流は、すぐには適温にならずほぼ水のようで、体温の上がったままの肌には冷たかったが、それはそれで心ここ地ちがよかった。かえって段々と上がっていく水温に物足りなさを感じ始めるとすぐに、熱いほどのお湯が降り注ぎだした。エアコンが入っている室内に戻もどることを考えれば、あまり低くても風邪かぜをひいてしまうだろう。もしかしたら同じことを考えた森山の手で、敢あえて少しだけ高めに設定されていたのかもしれない。


「うー、熱いけど気持ちいいよう。そりゃあさ、シャワー浴びれて良かったけど、何か森山さんの態度が変だよなあ」


　ほんの数時間の間に、森山が別人のようになってしまった気がするのだ。だが、人当たりのよい優やさしげな雰ふん囲い気きは変わっていないと思うし、ほんわかとした口調も変わっていないと思う。にこやかな笑顔も曇くもっていなかったし、取り立てて何一つおかしなところはないと思えるのに、それでも何かが変わっているようで、妙みような違い和わ感を感じるのだ。


　だが、いくら考えてもわからなくて、浩之は溜ため息をつくと、早々に思考を放ほう棄きした。


「そのうち、わかるよね。それでもわからなかったら、師し匠しように訊きいてみればいいんだし」


　ボディソープを手に取り、手早く洗おうと何気なく首筋に触ふれて、浩之は思わず手を止めた。そのラインは先さき程ほど道場で森山の指が辿たどった場所だと思い至り、ゆっくりとなぞるように自分の指を這はわせてみる。


　───もしかしなくても、このシャワーって、そのための準備をしろってことなのか？


　辿り着いた考えに、思わず顔が真っ赤になる。確かに覚かく悟ごを決めて森山の部屋を訪おとずれたのだが、何だかまるで誰だれかが立てた予定に従ったかのように、こんな状じよう況きようになっていることが不思議なのだ。


　朝、自分の家を出た時とはまるで違ちがっている。


　黒が多かった盤ばん面めんに白のコマが一つ置かれて、あっという間に白の優勢に変わってしまったオセロのように、何もかもが変わってしまった。


　この違和感は、肝かん心じんの『好き』という言葉を遣やり取りしていないせいで、中ちゆう途と半はん端ぱに感じているからだろうか。


「でもさ、おれは好きなんだから仕方ないじゃないか。森山さんが、おれのことを好きかどうかなんてわからないけど。それでも、いいじゃんか」


　この期ごに及およんでも、まだ逃にげ出したくなっている気持ちを宥なだめるように、浩之は自分に言い聞かせた。


『好き』だと言ってしまえば、気持ち悪いの一言で終わってしまうと思っていたから、この状況はいいのかもしれない。森山が何も言わないということは、『好きでいてもいい』ということになるのだろうから。


　キスをしたし、そのうえこれからセックスまでするのだ。


　だが、そこまで考えて、浩之は頭を抱かかえて蹲うずくまってしまう。


「うわあ。おれ、考えてみれば、これが初体験になるの？　うーわー、心臓がばくばくいってるよ。大だい丈じよう夫ぶかな？」


　初めて他人と肌を重ねることに対して、今いま更さらながら羞しゆう恥ち心と好こう奇き心がわき上がってくる。


「はだか、見られるんだよね？　触さわられるんだよね？　てか、さっき触ってたよなあ」


　触れてきた森山の指先を思い返すと、背筋が震ふるえる。とりとめもなくいろいろなモノが脳のう裏りに浮かんでは消えていく。


　首筋を辿る指先、軽く胸に触れてきた手の平、太ふと股ももの間を刺し激げきする硬かたいモノ、下腹部に掛かった熱い液体。触れ合った肌は熱くて、うっすらと汗を搔かいていた。抱だきすくめられた腕うでの力強さも、整わない呼吸も、ひどく嬉うれしかった。


「て、え、ちょっと待った。それは何だ？　そんなことしたことないぞ」


　音をたててシャワーが降りしきる中、浩之は戸と惑まどう。いつだったか彼とキスを想像した時のように、あまりにもリアルすぎるシーンが浮かんだように思う。


「うう、それだけ、気になってるってこと……？」


　想像だけでわずかに形を変えようとしている雄おすにも、溜め息をつきたくなる。


「だめ、もう、考えるのを止めよう。うん、それがいいや……」


　これ以上抜ぬき差しならない状態に変化されてはかなわない。こくこくと一人で勝手に頷うなずくと、勢いをつけて立ち上がり手早く身体からだを洗って風呂場から出る。


　用意してもらった着替えはシンプルにＴシャツとハーフパンツだった。


　どちらも少しだけサイズが大きくて、森山との体格差を改めて実感してしまい、何やら気き恥はずかしくなる。居たたまれない気持ちを持て余しながら、そっとリビングを覗き込む。


「……森山、さん？」


「ああ、よかったです。全然出てくる気配がないので、心配したんですよ」


「……すみません……」


　のほほんとした森山の声に、あんなコトやそんなコトを考えていた浩之は、ばつが悪くなって思わず俯うつむいてしまった。だが、そんな様子に気がつかないのか、何やら片づけをしていたらしい森山は、その手を止めて浩之にソファーをすすめる。


「コーヒー、見つけたんです。今、淹いれてきますからちょっと待っててください」


　そう言われても、シャワーを浴びる前に見た限りでは、そこには服が山のように積まれて、とても座れるようなスペースはなかったはずだ。さてどうしたものかと困こん惑わくしながら視線をやれば、雑然としたままの部屋の中で、ものの見事にソファーの上にあった荷物だけが消えていた。


　───……ソファーの服を、その窓のところに積み替かえただけですか……。


　記き憶おくより遥はるかに高みを増している窓辺の山にどっと気が抜けてしまうが、それも封ふうの開いていない段ボール箱同様、見なかった振ふりをして意識の外へ追い出す。


「どうぞ。じゃあ、ちょっと待っててくださいね。僕も汗だけ流してきます」


　浩之にマグカップを渡わたすと、今度は森山がリビングから出ていった。だが、浩之はその言葉にぴしりと音を立ててかたまり、しばらく動けなくなってしまった。


「うわあっ。やっぱりするんだっ。いや、そのために場所を替えたようなもんだけどっ」


　じたばたとその場で小さく暴れてしまったのは、自分の言葉があまりにもあからさますぎて恥ずかしくなったからだ。


　森山にセックスを求められたこと自体は、嫌いやではない、と思う。あんな想像をしてしまうくらいだから、もしかしたら、自分から望んでいるのかもしれない。だが、いかんせん初めてなので、どうしようもなく照れてしまうのは止められない。


　そうやって、一人ばたばたと足あ搔がいていた浩之の動きを止めたのは、突とつ然ぜん鳴り響ひびいた電子音だった。耳慣れないそれに、身体がびくりと震えて固まる。


　正体はどうやら電話の呼び出し音のようで、五コールもするとそれは留守番電話の音声に切り替わった。


「ええと、この場合はどうすればいいんだろう……？」


　他人への伝言を盗ぬすみ聞きするようで、居心地が悪かったが、１ＬＤＫのこの部屋でリビングから寝しん室しつへ勝手に入り込むわけにもいかず、耳を塞ふさぐのも子供だましでしかない。


　機械の合成音が留守を告げ、お決まりの発信音の後、聞こえてきたのは浩之もよく知っている声だった。


『おい芳信っ、いないのか？　携けい帯たいの電源も切りやがって。ヒロとの試合はどうなったんだ？』


「師匠だ。えーと、いい、よね？」


　知らない相手であれば、他人の電話に勝手に出るような真似まねはしない。だが、電話の向こうは柴田で、彼は自分が森山といることを知ってもいる。それでも、やはり幾いくばくかの罪悪感を感じながら、おそるおそる受話器を取り上げ、小さな声で囁ささやいた。


「ししょう」


『あ？　ヒロか？　どうしてそこにいるんだ？』


「えーと……」


　まさか、セックスをするために道場から場所を替えました、とは言えず、どうしようかと焦あせったが、柴田の方はあまり気に留めなかったようだ。


『まあ、それよりもだ。試合はどっちが勝ったんだ？　気が散るから道場の近くにいるなって、芳信に追い払はらわれて、もう終わったかなと覗のぞいてみれば、誰もいないし。ったく、俺は除のけもんですか？』


「まさかそんなことはないです。んと、試合はぎりぎりでおれが勝ちました」


『そっかあ……』


　感かん慨がい深げに柴田は嘆たん息そくした。かつて柴田よりも強かった森山が浩之に負けたことに、今更のようにショックを受けたのだろう。柴田自身が浩之に稽けい古こをつけていたのだから、それくらいは想像していたのだろうが、現実としてそれを目の前に突つきつけられたくはなかったのだろう。


『芳信のやつ、おまえにどうしても勝ちたかったみたいだが、こればっかりは仕方ねえな。八年のブランクは、どうしようもねえ』


　そうやってきっぱりと言い切れるのは、柴田が強いからだ。努力と積み重ねがなければ上へ上れないことを知っているからだ。


「そうだ、ねえ、師し匠しよう。なんか、森山さんの様子が変なんですけど、何か気がつきませんでしたか？」


『はあ？　別に何もなかったと思うが……』


「そんなわけないですっ。何か、こう、とにかく違うんですっ」


　真しん剣けんに取り合ってくれない柴田に、浩之は半分泣きが入りながら叫さけぶ。曖あい昧まいすぎるのはわかっているが、自分でも違い和わ感の正体がわからないので、説明のしようがないのだ。しかしかえってそんな浩之の様子に、柴田も少しばかり真剣になったようだ。


『どんな感じなんだ？』


「うーっ。雰ふん囲い気きは変わってないんです。話し方も変じゃないし。でも、なんかこう、違い和わ感があるんですっ」


『……もしかして、芳信がかなり強ごう引いんなことを言ってるのに、おまえは気がついてない、とかいうのか？』


「───は？」


　重々しい口調の柴田の言葉が、浩之には即そく座ざに理解できなかった。


『んー、だから、芳信のやつ、かなり無茶なこと言ってるか、さくさくと一人で先に進めてるとか、そんなことじゃないのか？』


「あっ。……言われてみれば、そんな感じかも……。他ほかが全然変わってないから、気がつかなかったです……」


『おまえも大たい概がい抜ぬけてんなあ。まあ、なんだ。剣道をやっている頃ころの芳信はそんな奴やつだったんだよ。人当たりがいいから、大たい抵ていの奴は「あれ？」と思っても、そのまま流しちまったがな』


　何でもないことのように言う柴田の台詞せりふに、浩之は呆ぼう然ぜんとする。


　───……あの森山さんが、本当の森山さんなの？……雰囲気は変わってないし、口調もそのままなのに、意識が違ちがうだけで、あんなに違うの……？


　この数時間の間、わけがわからないうちに森山の思うがままに事を進められていたことに気がついて、浩之は内心冷や汗あせをかく。だが、そんなこととは知らない柴田は言葉を続ける。


『にこにこ笑いながら自分の我がを押し通して、周囲にそれと気がつかせないような奴だぜ？　かなり性格悪いぞ。まあ、それに気がついてたのは、おれと香奈ぐらいじゃないかと思うが』


　宥なだめるように言われても、浩之の耳に柴田の言葉は右から左へ流れていく。


　このままいけば、確実に森山が望むように自分は動かされてしまうだろう。柴田の言うことを理解できるからといって、森山に逆らえるほど浩之の想おもいは軽いものではない。


『香奈の奴は、かえってそんな性格が好きだったらしくてな。剣道をもう一度始めれば性格も元に戻もどるかもってがんばってたんだよ』


　あいつも趣しゆ味みが悪いよな、と相あい槌づちを求められても、それに応こたえられるだけの気力はなく、浩之は受話器を握にぎりしめたまま放心していた。


　しかし、そのささやかな逃とう避ひも、突とつ然ぜん腰こしに回された腕うでによって現実に引き戻されてしまう。


「ひゃあっ」


『どうしたっ？　おいっ？』


　電話の向こうで柴田の慌あわてた声が聞こえるが、浩之はそれどころではない。いつの間にかリビングに戻っていた森山に背中から抱だきしめられ、首筋に顔を埋うずめられているのだ。心臓が飛び上がってタップダンスを踊おどってでもいるような衝しよう撃げきだった。


　腹部に回された腕から、森山が上半身は何も身につけていないことがわかった。ふと気になり足あし許もとに目を遣やれば、ベージュのパンツの裾すそが見えて、少しだけほっとする。


　だが、森山はそんなことをまったく気にしていないようで、のんびりとした口調で訊きいてくる。


「相手は誰だれですか？」


「……し、師匠ですっ……」


　上うわ擦ずった声で浩之が応えると、森山は微かすかにむっとした表情を見せ、浩之から受話器を奪うばい取った。


「岳？　何か用ですか？」


『いたのか。おまえ、足は大だい丈じよう夫ぶか？』


「ご心配なく。痛みもありませんよ」


　顔の横で交かわされる会話は、耳を澄すませなくても浩之の耳に入ってくる。


『そっか。ならいい』


「そうそう、またそちらに通ってもいいですか？　ちょっと、体力をつけたくなったので」


『かまわないさ。ああ、だったら、今度俺とも手合わせしてくれ』


「いいですよ。それじゃあ、また」


　柴田の返事も聞かずに、森山はそれだけ告げると躊躇ためらいもなく受話器を戻した。確かに意識しながら聞いてみれば、優やさしい穏おだやかな声の中に、それにそぐわない強気な態度が見え隠かくれしている。


「さて、これでもう邪じや魔まは入らないはずです」


　耳許をくすぐるように囁かれ、浩之の身体からだが震ふるえた。無意識に逃にげようとした身体を咎とがめるように、だぼっとしたＴシャツの裾から森山の手が中に侵しん入にゆうしてくる。平らな腹部をさするように撫なでられ、思わず力が入ってしまう。


　───い、いきなりですかっ。ちょっと待ってくださいっ。


　身構える間もなくセックスに突とつ入にゆうしようとする森山に、浩之は抵てい抗こうらしい抵抗もできずに流され始めてしまう。


　ゆっくりと腹部から胸へと撫で上げられていく感かん触しよくに、口くち唇びるを嚙かみしめる。くすぐったいような、むず痒がゆいような接せつ触しよくから、身を捩よじってでも逃げ出したくなるが、背後からきつく抱きしめている森山の腕に阻はばまれてしまう。


「……っ。放し、て、ください……っ」


　どうしようもなく我が慢まんできなくなって訴うつたえた声は、か細い悲鳴のように掠かすれていた。だが、森山は涼すずしい顔で腕の拘こう束そくを強めてくる。


「だめです。……この間は、ヒロに好き勝手されましたからね。今日は僕が好きなようにするんです」


「───っ」


　ハーフパンツの中にするりと忍しのび込んできた左手のせいで、意識が羞しゆう恥ち一色に染まった。


　森山の台詞がどこか引っかかるのに、それは呆あつ気けなく霧む散さんしてしまう。


　おろしたてのボクサーショーツの中にまで指が侵入してきて、まだ柔やわらかいままの雄おすを握り込んだ。


「ゃ……っ」


　自分で触ふれたことはあっても、他人の手が触れたことは初めてだった。自じ慰いとはまるで違う感覚に身体が竦すくんでしまう。だが、初めてのはずのその感覚に何故なぜか既き視し感を覚えて浩之は戸と惑まどった。だが、まだ硬こう度どのない雄を揉もみしだくように指が動かされ、思考はなかなか定まらない。


　───前にも、あった……？　でも、記き憶おくないし……っ。


　手の平全体で扱しごき上げられると、浩之の雄は簡単に勃たち上がってしまった。ここ最近は気になることがありすぎて自分で処理していなかったとはいえ、欲望に素す直なおすぎるそこが心底恥はずかしくなって、森山の視線から思わず顔を逸そらしてしまう。


「今日は、大丈夫だね」


　ぽつりと零こぼされた言葉を浩之は訝いぶかしく思う。先さき程ほどから森山は気になる事ばかり言う。まるで、以前にもこういった行こう為いをしたことがあるような感じだ。浩之の身体も、それを覚えているかのような反応があって、余計に混乱する。


「……ぁ、ふぅ……」


　くびれを親指でなぞられると、腰こしのあたりからぞくぞくと肌はだが粟あわ立だち力が抜ぬけていく。無意識のうちに手心を加えてしまう自慰とは違い、予測のつかない愛あい撫ぶに翻ほん弄ろうされる。無意識に前まえ屈かがみになりかけていた身体は、胸を撫でていた右手で引き戻された。


　与あたえられる快感に、意識が呑のみ込まれて茫ぼう洋ようとする。欲望がコントロールできなくなる。森山の右手が、女のような膨ふくらみのない胸を撫で、その指先が普ふ段だんは意識しない小さなしこりに触れて、押しつぶす。


　爪つめの先で引っ搔かくようにいじられると、小さいなりに硬かたく尖とがっていくのが自分でもわかった。ぷくりとした胸の飾かざりも快感を感じることができるのだとわかり、浩之は堪たまらなくなる。愛撫することに慣れた森山の手は、浩之の快楽を容易たやすく引き出していく。


「ああ───っ」


　鈴すず口ぐちの先に指をかけられ細い穴をくじくように抉えぐられると、びりびりとした電気が通ったような痺しびれが背筋を走った。完全に腰から下の力が抜けてしまい、ずるずるとその場に座り込んでしまう。


　荒あらい呼吸が繰くり返される。短たん距きよ離りを一気に駆かけ抜けたような動どう悸きが止まらない。


「気持ちよかったですか？　同性を相手にするのは初めてなので、どうも勝手がわからなくて。でも、床ゆかは痛そうですから、場所を移しますか」


　森山はそう言ってかがみ込むと、頷うなずくこともできないでいる浩之の身体を持ち上げて、危なっかしい足取りでソファーへと歩いていく。


「本当はベッドの方がいいんでしょうが、そこまでの体力がないんですよ。申し訳ないです」


　静かにソファーに寝ねかされたが、もともとそう大きくないそれはひどく狭せまい。足ははみ出して、爪つま先さきが床に触れている。


　目を閉じて、息を整えようと必死になっている浩之に覆おおい被かぶさるように、森山もソファーに乗り上げた。しっかりと筋肉のついた上じよう腕わんや、引き締しまってうっすらと割れている腹筋が見える。


　───剣けん道どうはしてなかったけど、筋トレはしてたのかな……。


　いささか場ば違ちがいなことを考えながら、浩之はぼんやりと視線を彷徨さまよわせた。いきなり思考が飛んだことに疑問を感じていないのは、強きよう烈れつすぎる快楽に理性が飽ほう和わしているからだ。


　視線を感じて目線を上げれば、森山が真上から覗のぞき込んでいた。吐と息いきが触れるほどの至近距離で、囁ささやかれる。


「やっぱり止やめたというのは聞かないと、言いましたよね？　ヒロが泣いても、もう止められませんから」


　わずかに掠れている声は、熱を帯びて欲望を孕はらんでいる。いつか、どこかで聞いた覚えのある声こわ音ねに、浩之は微かに瞠どう目もくして自分を蹂じゆう躙りんしようとしている男の顔を凝ぎよう視しした。


　顎あごを固定され、口唇の隙すき間まから右手の親指を差し込まれる。意識が半分飛んでいるせいで、初めはあまり気にならなかったが、指が舌を撫でる感触に溢あふれ出した唾だ液えきを飲みこもうとした時、口こう腔こう内のその存在をまざまざと思い知らされた。


　普ふ通つうのセックスすら経験がない浩之には、男同士のセックスについての知識など皆かい無むに等しい。どうすれば快楽を得られるのかわからないから、積極的に動けない。ただ与えられる快感を享きよう受じゆして、素直に反応するだけだ。


　だから、口の中に入れられた指にとりあえず舌を這はわせてみる。いわゆるＡＶやグラビアと呼ばれるものを見たことはあるので、それがフェラチオを連想させることにすぐに気がついた。だが、浩之は抵抗なく吸い付く。


　もちろんフェラチオなどしたこともされたこともないから、その舌した遣づかいはたどたどしいものだった。それでも次し第だいに夢中になりはじめ、少しだけ伸のびている爪が舌先に当たる、鋭するどくて硬こう質しつな感触に次第に興奮してくる。


「んぅ……」


　だが呆気なく指は引き抜かれてしまい、それがどうにも口くち寂さびしく、抗こう議ぎの呻うめきをもらせば、すぐに口唇が重なってきた。性急に歯列を割り舌を絡からめてくる荒々しさに、浩之は眉まゆをひそめる。吐息すらままならないそれに、段々息苦しさを感じていく。


　酸欠でも起こしたかのような、目め眩まいを起こすほど激しい口くち接づけに意識を奪うばわれていく。茫洋とした意識は、Ｔシャツの裾すそから侵入してきた手の動きに気がつけなかった。


　薄うすく筋肉のついている胸部を確かめるように何度も手の平でさすられる。すっと腰のラインを撫で下ろされて腰が跳はねる。そこでようやく、肌の上を彷徨さまよっている愛撫に気がついた。すると今度は、濡ぬれた感触に微び妙みような不快感を感じて、自分が舐なめた親指に触れられた箇か所しよが気になってくる。


　だがその手が、ハーフパンツの中に差し入れられ、下着の上から半ば勃ち上がった雄を緩ゆるく擦こすられると、そんな不快感などふっとんでしまう。


「ゃ……っ」


　浩之の言葉は音にならず、触れあった舌が森山のそれに微かすかな震えを伝えるだけだった。口唇を外されて、浩之は自由に声を出せるはずだが、意識が下腹部に集中しているため、それどころではない。


　下着の中で段々と窮きゆう屈くつになっていく欲望は、快楽の度合いを顕けん著ちよに表している。硬くなった雄の先せん端たんから透とう明めいな滴しずくが滲しみ出して、下着にシミを作っていく。


　布の上からでも形状がはっきりとわかるほど硬くなっている屹きつ立りつを、森山の手が握にぎり込むように覆った。きゅっと締めつけられて、腰が跳ねた。触れて擦るだけの軽い愛撫に、浩之の腰はびくびくと震えて、より強い刺し激げきを欲しがる。だが、森山の手はそこに添そえられているだけで、それ以上の愛撫を施ほどこそうとはしない。


「や、ぁ……っ。もっとぉ……」


　欲しくてももらえない刺激に焦こがれた浩之は、投げ出していた腕うでを森山の首に回し縋すがり付く。腰を微妙に揺ゆらして自ら愛撫をねだる仕草すらしてみせると、森山はくすりと小さく微笑ほほえんだ。


「……直接、触れてもいいんですか？　じゃあ、服を脱ぬがせますよ？」


　そう訊きいてくる口調は随ずい分ぶんと楽しそうだったが、浩之は気がつかずに首を縦に振ふる。森山の腕が腰を支えて臀でん部ぶを浮うかせ、右手がパンツを下着ごと脱がせようとするが、完全に勃ち上がった雄が途と中ちゆうで引っかかり、浩之に余計な苦痛をもたらした。


「───んっ」


　その刺激に短く息を呑み浩之が腕に力を込こめると、腰を抱だく森山の腕にも一段ときつく力が込められた。


　脱がされた衣類がソファーの脇わきに落とされ、ようやく森山の手が直接屹立に触れた。大きな手の平が包み込むように添えられ、壊こわれ物を扱あつかう丁てい寧ねいさで緩やかに上下に扱しごき始める。


「……ぁあっ」


　待ち望んだ刺激の前に、浩之の欲望は呆気なく上り詰つめて果てた。


　瞼まぶたの後ろが真っ白になり、意識が一いつ瞬しゆんどこかに飛んで行ってしまうほどの快楽を、浩之は初めて味わった。きつく縋り付いていた腕からは力が抜けて、ぱたりと下に落ちていく。


　───……ぜんぜん、ちがう……。なんで、こんなに……っ。


　他人の手で初めて射精した感覚は、自じ慰いなど比べものにならないほどの強烈さだった。強すぎる快楽に意識は茫洋として、感情の統制がとれなくなってしまう。眦まなじりにじんわりと浮いた涙なみだがその証あかしだ。泣くようなことは何もないのに、瞳ひとみが勝手に潤うるみ滴となって溢れ出す。


「───泣いても、止めてあげませんよ？　覚かく悟ごしてくださいね」


　口の端はしをわずかに持ち上げて森山がうっすらと笑う。


　快楽の残ざん滓しが汚よごしたＴシャツを脱がされ、何も身につけていない肢し体たいはそのまま喰くわれるかと思うほどに熱を帯びた視線で、じっくりと眺ながめられる。


　これ以上何をされるのかわからない不安感に、他人の手を汚してしまったという微かな罪悪感、強烈すぎた射精感、そんな様々な感覚にまとめて巻き込まれた浩之の感情は、ついに許容範はん囲いを超こえてしまった。


「……だ……。……もお、やだよう……」


　ぼろぼろとこぼれ落ちる涙を止められない。肩かたは小刻みに揺れ、震ふるえる口くち唇びるからは、拒きよ絶ぜつの言葉しか吐はき出されなくなった。しゃくり上げるように喉のどを鳴らしては、言葉を詰まらせる。


　その小さな子供が泣きじゃくるような浩之の様子に、森山はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、口唇を嚙かみしめた。言葉の上でいくら強気に言ってみても、実際に浩之が泣いているのを目まの当たりにすれば、本当にそのまま無む理り強じいすることなどできないのだ。


「……また、逃にげるのですか……？」


　掠かすれる声で、辛つらそうに呟つぶやかれた言葉は浩之の耳にも届いた。自分の嗚咽おえつにまみれて聞き取りにくかったが、確かに森山は『また』と言ったのだ。


「……『また』？　まえ、……いつ……？」


　単語をただ並べただけの疑問だが、それがすべての鍵かぎのように思えてくる。


　先さき程ほどから感じている既き視し感と、森山の不思議な言葉。自分が覚えていないだけで、確かに過去に何かがあったのだ。


　───泣いてる、場合じゃない、よな……。ちゃんと、しなきゃ……。


　震える手で両目を擦り、涙のせいでぼやけた視界をどうにかすると、森山を見つめる。いつもならにこやかな笑えみを浮かべている口くち許もとは引き結ばれ、無表情に浩之を見下ろしていた。


「───いつだったか、僕が泊とまった日のことを、覚えていますか？　随分とお酒を飲んでいたようですが……」


　抑よく揚ようのない、感情が込められていない声に、浩之は微かに怯おびえたが、それでも、その時のことを思い返してみる。


　だが、あの日のことはいつ森山と会ったのかさえ、思い出せない。気がついたら朝で、森山がそこにいたのだ。それでも、あの晩の記き憶おくを必死でたぐり寄せる。


　静かな部屋にエアコンの稼か働どう音だけが無情に響ひびいていく。


　───何も、思い出せないようっ。何か……、何かないのかっ!?


　じりじりと次し第だいに焦あせりが募つのる。自分の想像だと思っていたあれやこれやが、もしかしたら本当のことなのかもしれないとぼんやりと思い至るが、それでも薄い膜まくの向こうを見るように、はっきりとしない。


　森山はそんな浩之を凝視していたが、不意に手を伸ばして床ゆかに積んでいた服の山から背広を拾い上げた。それは夏仕様の裏地のない軽いモノで、薄いグレーと濃こいグレーが目立たないように組み合わされたストライプが入っている。


　それを、胸の上に掛かけられた。戸と惑まどっていると、森山が無表情な顔を崩くずして優やさしく声を掛けてくる。甘やかな微笑に、浩之の視線が奪われた。


「クリーニングに出し損そこねていたんですよ」


　見覚えはないですか、という言葉におそるおそる手に取ってみる。目の前まで引き上げた背広の手て触ざわりに、突とつ然ぜん記き憶おくは弾はじけた。


　温かな腕、広い背中、奪い返された口接け───。


　細部まできちんと思い出せたわけではないが、あの夜に何があったのか、自分が何をしたのか、意識の上に記憶は一気に流れ込んできた。


「あ……」


　小さく声を出した後、咄とつ嗟さに背広で顔を隠かくす。


　───何やってんだ、おれはっ。い、いくら酒に酔よってたからってっ、あれはないだろっ!?


　森山をその気にさせてみると思ってしまったことや、自分から口唇を重ねたことは、思い返すだけでも恥はずかしいが、まあいいだろう。酒に勢いを借りた行動だと、自分で自分を納なつ得とくさせることができる。


　だが、飲み過ぎて勃たたなかった雄おすをムキになって自分で扱いたことは、はっきりと言わなくてもなかったことにしたい。というか、思い出したくなかった。羞しゆう恥ちのために、頰ほおだけでなく胸むな元もとあたりまで肌はだはうっすらと桜色に染まっていく。


「思い出してくれましたか？」


　浩之が顔を隠している背広を引っ張りながら、森山が面白そうに訊いてきた。思い出したことを知りながらそれでも訊たずねてくる森山に、浩之は小さく唸うなる。


「隠れていないで、顔を見せてくれませんか」


「───……やだ……」


　真っ赤になった顔を見られたくないのはもちろんだったが、どういう表情をしていいのか皆かい目もく見当がつかないのだ。


　───うわあああーっ。このまま、消えたいっ。


　いくら言っても、一向に顔を出そうとしない浩之に、森山は溜ため息をこぼす。


「仕方ないですねえ。……なら、もうそのままでいいです」


「え……っ」


　言葉とともに、剝むき出しの腰こしをするりと撫なで下ろされて、浩之は身体からだを震わせた。森山の手は止まらず、足の付け根を中心に向かい這はっていく。柔やわらかな内うち股またに留とどまり、指先だけで撫で回された。


「……っ」


　触ふれたか触れないかの微かすかな愛あい撫ぶがくすぐったくて、膝ひざを閉じ動きを押さえようとするが、森山の動きの方が一瞬速かった。乱暴ではないが強ごう引いんな力で割り込まれ、足の間に森山の身体を挟はさみ込む体勢になってしまう。


　浩之の雄は、先程欲望を吐き出したために少しだけ硬こう度どを失っていたが、まだ快楽の火種は残っていた。森山の指は躊躇ためらうことなくそれを摑つかみ、ゆるゆると上下に扱しごきだす。その優しい感かん触しよくに、浩之は堪たまらず背広を抱きしめてしまう。


　他人の手で達いかされる快楽を覚えたばかりのそこは、先を促うながすような森山の手に応じていとも容易たやすく形を変えた。だが、そこが完全に反り返ると、森山の指はその根元をきつく締しめつけてしまう。


「つ……っ」


　痛みに小さく声を出した浩之に、上体を重ねた森山はわざわざ耳許で囁ささやいてみせる。


「顔を、見せてください。そして、答えて欲しいことが、あるんです。顔を見せてくれないなら……、ここはこのままですよ？」


　柔らかな耳じ朶だを口唇ではさまれ、そろりと舌で撫でられた。思わずこぼしそうになった声を、背広を嚙むことで堪こらえる。だが、森山の口唇が耳朶から項うなじへとまわされ肩かた口ぐちに辿たどり着く頃ころには、身体が小刻みに震えて、雄は細かく揺ゆれていた。押し殺せなくなった嬌きよう声せいがもれ始めていく。


「……ぁっ」


　顔を隠すために引き寄せていた腕うでから力が抜ぬけた。その隙すきを逃のがさなかった森山に背広を引き抜かれ、素す肌はだが触れ合う。


「さて、と……。じゃあ、まずは、顔を見せてくれたので、ね」


　根元をきつく縛いましめていた指が緩ゆるめられ、人差し指の先で鈴すず口ぐちの先せん端たんをゆうるりと撫でられる。ひくりと跳はねた腰は、快楽を引きずり出そうとする愛撫に思わずよじれてしまう。


　だが、無意識のうちにも逃げてしまう肢体を森山は許さなかった。


　ソファーに腰こし掛かけると、その膝の上に浩之の身体を抱だき起こしたのだ。浩之は森山の足を跨またぐ形になり、局部から秘処まで無防備にさらけ出すことになった。その体勢に不安と羞恥を覚え、目の前の身体に縋すがりつく。


「これなら、逃げられないでしょう？」


　物欲しげに揺れている雄に森山が手を伸のばしてくる。


「やあ……っ、ん」


　滑なめらかな手の平で先端を擦られると、堪えることを知らない雄は、滲しみ出した先走りの滴しずくでねちゃねちゃとした音を立て始めた。無理矢理引きずり出されていく快楽に、浩之の身体は細かく震ふるえる。森山の手を汚よごしたくなくて射精を堪えるために力を入れている内股が引きつって痛い。


「我が慢まんしなくてもいいですよ。次は、そう簡単に達かせませんので……」


　前をいじっている右手をそのままに、森山は左手を動かし始める。背中に浮うき出ている肩けん胛こう骨こつや背骨の形を丁てい寧ねいになぞり、背骨を伝って臀でん部ぶの狭はざ間まに辿り着いた指先は、躊躇うことなく奥深いところへと伸ばされた。


　秘処を掠める動きに、浩之は気がつかないでいる。普ふ通つうのセックスの知識しかない浩之には、森山の指が何を探さぐっているのかわからないどころか、男同士のセックスが通常どの器官を使っているのか、考えが至らないのだ。


　───……も、だめ……っ。


　先走りの滴をこぼす小さな穴に爪つめを立てられ、浩之は思わず森山の背中に痕あとを作ってしまう。それでも止まらない指の動きに、痙けい攣れんしたように身体が震えている。その快楽の波に合わせて、秘処を軽くつつかれるが、その微び妙みような刺し激げきにもまったく気がつかないでいる。


「───訊ききたいことがあるんですが……。答えていただけますか？」


　欲望を孕はらんだ低い声が耳みみ許もとで囁く。局部を弄もてあそんでいた右手が何の未練もなくそこから離はなれると、浩之の腰は森山の右手を追うように勝手に揺れ始め、吐と息いきは切なそうに掠かすれてしまう。欲望に忠実な肢し体たいを持て余した浩之は、その声に操あやつられるようにがくがくと首を振ふった。その余よ裕ゆうのない浩之の様子に、森山は口許を緩める。


「僕のことが、好きですか？」


　快楽を盾たてに取り、『好き』という返事を引き出そうとしているのだ。そのずるさに浩之は気がつかない。ただ、早く楽になりたくて、微かに頷うなずくだけだ。だが、森山はそれでも許すつもりがないらしい。きちんとした言葉を要求してくる。


「それじゃあ駄だ目めです。ちゃんと言ってくれないと、わからないです」


　愛撫を待ちかねてぴくぴくと震えている雄に、指先だけで触れてくる。表面を掠めるだけのもどかしい愛撫に、その先にある快楽を知ってしまった浩之は途と切ぎれがちの口調で、森山の望む言葉を口にした。


「……き、……好きだよう……っ」


　言えるはずがないと思っていた言葉を自分から吐と露ろすると、浩之の感情は止まらなくなった。ただ、『好き』という言葉を繰くり返す。


　だから、浩之の言葉に森山が安心したように微笑ほほえんだことや、背中からぎゅっと抱きしめられたことなど、気がついていない。


「───よかったです。ヒロが、あまりにも覚えていなくて、僕のことをどう思っているのか、わからなくなって悩なやんだんですよ」


　泣きじゃくっているために小刻みに震えている背中を、森山の手が宥なだめるように優やさしく撫で回している。その優しい手つきに、感情が氾はん濫らんしていた浩之も落ち着いていく。


「僕も、ヒロが好きです。だから、どうしても抱きたいんです。今度こそ本当に、泣いても止やめませんからね」


「───え……？」


　しゃくり上げていた浩之が完全に動きを止めて、縋りついていた森山の顔を見ようとわずかに上体を離した。間近に照れたように笑う森山の顔が見える。


　───……すき……？　森山さんが、おれのことを、すき……？


　思ってもいなかった言葉に、今度こそ浩之の思考は止まってしまった。そんな浩之の様子に、森山は少しばかりむっとした表情をしてみせる。


「好きですよ？　そうでなければ、また剣けん道どうをしようと思わなかったでしょうし、ここでこうやって抱き合ってなんかいませんよ？」


「え。……だ、だって、そんな素そ振ぶりなかったし、何も言わなかったし……。だから、からかわれてるのかって……」


「それは、僕の方が言いたいです。第一、最初に誘さそってきたのはヒロでしょう？　なのに、次の日には何もなかったように振る舞まって……」


「あれは、本当に覚えてなくて……」


　非難するような森山の視線に、浩之は落ち着きなく視線を動かしながら訴うつたえる。だが、言こと葉ば尻じりはもごもごと口の中に消えてしまった。


「悩んだんですよ？　本当はからかってやるつもりだったのが、あんなことまでされたので忘れた振りをしたのか、お酒を飲んで性格が変わってしまっただけなのか、それとも本当に忘れたのか。僕の方は、あの時からヒロのことが気になっていたというのに、まったく気がついていなかったでしょう？」


　口調が少しずつ追いつめるようになってきていたが、何をどう話したらいいのか考えもつかない浩之は視線を揺らすだけだ。


「しかも、手を伸ばせば振り払はらわれるし、かと思えばいきなり抱きついてくるし。からかわれているのかと思ってたんです」


「それは違ちがうっ。本当に、好きで……っ」


　額を擦り合わせるようにして、しんみりとした口調で言われた台詞せりふに、浩之は激しい勢いで否定した。自分が一人で照れて、空回りしていた行動を、森山がそんな風に捉とらえていたとは思ってもいなかった。


「ええ、今はわかってますよ。だから、今ここにこうしているでしょう？」


　ふんわりと微笑んだ顔があまりにも幸せそうで、浩之は思わず目を伏ふせてしまう。その途と端たん視界に入った自分の雄おすに、いきなり羞しゆう恥ちを呼び起こされた。しかも、剝むき出しの太ふと股ももに冷たい金属の金具があたり、森山が下か肢しの服を身につけたままだということに、今いま更さらながら気がつかされたのだ。


　───……って、なんで、こんな体勢でいるのかなっ。


　ぴくりと震えたと思ったらいきなり動きを止めた浩之の顔を、森山が不思議そうに覗のぞき込む。


「どうしたんですか？……ああ、そういえば、これが途と中ちゆうでしたね。このままじゃ風邪かぜを引いてしまいそうですが……、でも、もう本当に待てないんです」


　ぐっと力強い腕に腰こしを引き寄せられると、森山のそこが浩之の雄に触ふれた。それは硬かたくなり、森山の状態もかなり切せつ羽ぱ詰つまっていることを浩之に知らせている。だが、自分のモノよりも大きく感じられるそれに、戸と惑まどってしまう。


　───……これ、どうするんだろう……？　この間みたいなことをするのかな……。


　アナルセックスに関しての知識もない浩之は、男同士の場合のセックスは、先さき程ほども思い出したばかりの行こう為いしかないと半ば本気で思っている。なので、一度したことだからと、大して深く考えもせずに頷いた。


「いいよ、しても……。おれも、森山さんのことが好きだもん」


　さすがに恥はずかしくて視線を逸そらしたが、自分の雄と重なったもう一つの欲望がどくりと脈打つのがわかった。その反応を自分が引き出したのかと思うと、それはそれで嬉うれしくなる。


「……本当に、泣かないでくださいね？　ヒロに泣かれるのは、辛つらいですから……」


　森山の口くち唇びるがこめかみから頰ほおへと滑すべっていく。そして腰を捉えていた腕うでが離れたかと思うと、ちょうど雄が重なったあたりに伸びてきた。パンツの前をくつろげたのか、ファスナーの下がる音と衣きぬ擦ずれの音がした。


「ぁ……」


　直接触れた欲望に、浩之は微かすかに声を上げる。硬く反り返った雄は、熱を帯びているようだった。触れあったところから、じんじんと疼うずく波が身体からだを支配し始める。


「少し、我慢してくださいね」


　ポケットをまさぐって森山の手が何かを取り出した。手の平にすっぽりと収まるくらいのガラスの小こ瓶びんだとわかったのは、それが太股を微かに掠めたからだ。


「な、なに……？」


「これは必要な物なので我慢してください」


　何が起こっているのかまるでわからない浩之が、怯おびえて頰をすり寄せる。自分の背中で何が起こっているのかまるでわからない。だが、いきなりとろりとしたモノが臀部の狭はざ間まを流れ落ちて、身を竦すくませる。


「───っ。な、なにこれっ!?」


　森山の背中に回した腕に力を入れ、その感かん触しよくから逃のがれようと腰を引けば、自ら雄を擦こすりつけることになり、余計に慌あわててしまう。だが、森山は小さく笑いながら、狭間を滴したたり落ちる液体を指で掬すくい、秘処へとなすりつけた。


「傷を付けないためのものです。害はないですから、安心してください。ほら、これで痛まないでしょう？」


　つぷりと異物が秘処へ侵しん入にゆうした。入り口のあたりで留まり、反応を見ているようだったが、浩之はそれどころではなかった。初めて感じる異物感と、何をされるのかわからない恐きよう怖ふ感とで、浩之の身体は強こわ張ばっている。


　───……なんでっ、こんなことっ。どうして、こないだと違うんだっ？


　ぐっと指に力を込こめられると、さしたる抵てい抗こうもなく秘処は指を呑のみ込んでいく。内ない壁へきを探さぐられる感覚に、鳥とり肌はだが立った。


「───や……っ」


　自分を蹂じゆう躙りんする指から逃れるために浩之は腰を浮うかそうとするが、森山の腕がそれを許さなかった。逆に根元まで押し込まれる。


「してもいい、と言ったのはヒロですよ？　今更、もう駄目です」


　無情にも森山は指を増やそうと、既すでに埋うめ込まれている中指に人差し指を添わせてきた。先程の塗ぬり込められた液体のせいで、浩之のそこはそれすらも簡単に呑み込んでしまう。二本になった異物は、ゆっくりと抜ぬき差しを繰くり返して秘処を解ほぐそうとする。


「……う……ぅっ」


　慣れない感覚に浩之の身体は震ふるえるが、痛みや気持ち悪さはなかった。ただむず痒がゆい奇き妙みような感覚があるだけだ。


　最初はぎこちなかった指の動きも、次し第だいに滑なめらかになり、身体の内部を丁てい寧ねいに広げていく。やがて根元まで入り込んだ指が内壁を一周するようにゆっくりと回された。


「ひうっ───っ」


　指がそこを掠かすめた途端に、浩之の身体は大きく跳はねた。それに気がついた森山が、そこを立て続けに刺し激げきし始める。爪つめの先で引っ搔かくようにしたり、ぐっと強く押したりと容よう赦しやがない。


「やあ……っ。あ、あ───」


　嬌きよう声せいが止まらなくなり、しまりのない口くち許もとからは唾だ液えきが溢あふれ出した。その流れ落ちる滴しずくを舐なめ取られる。だが、舌の動きはそれだけに留とどまらず、口唇を捉えて嬌声すらも呑み込もうと蠢うごめく。


　身体の内から湧わき上がる快楽に、浩之の意識は朦もう朧ろうとしてきた。刺激されるそこが『前ぜん立りつ腺せん』と呼ばれる場所だとも知らずに、与あたえられる刺激を享きよう受じゆしていた。


「……これなら、大だい丈じよう夫ぶそうですね……」


　出ていこうとする指の動きにすら感じてしまった。震えの止まらない身体を持ち上げられ、硬く反り返った雄に、秘処をあてがわれるように持っていかれる。森山の雄からも先走りの液体が滲にじんでいた。


　熱い塊かたまりが自分の中に入ってきた時にもたらすだろう快感を予想して、無意識のうちに秘処は細やかな収縮を繰り返した。


　ぐずりと、先せん端たんが内部に潜もぐり込む。


「───つぅっ」


　指とは比べるまでもなく大きな質量が、わずかに苦痛を生み出す。みしみしと身体が軋きしむ。だが、腰を捉えた森山の腕は逃にげることを許さず、先端部を強ごう引いんに含ふくみ込ませた。


「ああ───っ」


　一番太い箇か所しよを通り過ぎてしまえば、あとは自重で勝手に沈しずみ込んでしまう。だが、内部を侵しん略りやくされる感覚に浩之の眉まゆ根ねは苦しげに寄せられた。呼吸すら圧あつ迫ぱくされそうなほどの存在感にただただ追いつめられていく。


　そうして森山の雄を根元まで収めきる頃ころには、身体には力が入らず、浩之は森山にぐったりともたれかかっていた。


「……全部、入りました……。でも、すみません。……このままでは、終われません……」


　森山も苦しいのか、呼吸が途と切ぎれがちになっている。それでも、浩之の身体を抱かかえ直して、内部を傷つけることを恐おそれるかのように慎しん重ちように動き出した。わずかに腰を引き、上に突つき上げる。その単純なはずの動きが、より一層の快楽と熱に二人を巻き込んでいく。


　肩かた口ぐちに額を擦りつけて、襲おそってきた快楽の細さざ波なみをやり過ごそうとするが、前立腺をいきり勃たつ雄で抉えぐりとられると、浩之は仰のけ反るようにしてか細い悲鳴を上げた。初めてのセックスに怯えて、少し萎なえかけていたはずの浩之の雄は勢いを取り戻もどし、突き上げに合わせて透とう明めいな滴を吐はき出していく。


　ソファーの上に載のっていた両りよう脚あしは膝ひざ裏うらから抱え上げられた。身体を支えてくれるのはつながっているその一点だけで、あまりにも不安定で、奥深くまで潜り込まれるその体勢に、浩之の欲望が止まらなくなった。


　下から揺ゆすり上げるように繰り返される律動に合わせて秘処が収縮を始めると、自重をかけて呑み込まされた森山の雄が、中で一ひと際きわ大きくなるのがわかった。


「───っん」


　この行為に悦えつ楽らくを感じているのが自分一人ではないことがわかり、浩之は嬉しくなる。突き上げられる度たびに短い嬌声を上げてしまうことも、我が慢まんしきれなくなった雄が透明な滴を零こぼし続けることにも、羞恥を感じなくなった。


　感じるままに甘やかな声を上げ、息を整える暇ひまもない。そんな浩之に煽あおられたらしい森山の律動も大きくなる。雄が抜けるぎりぎりまで浩之の身体を持ち上げると、一気に引き落とす。それに合わせて腰こしを打ち付ければ、肌はだと肌がぶつかる高い音がした。


「……っあぁ───っ」


　抱え上げられた足ごと抱だきしめられ最さい奥おうを暴あばくように突き上げられると、身体の中で渦うず巻まいていた快楽が出口を目指して一息に駆かけ抜けていった。秘処から頭の天てつ辺ぺんへと突き抜けた快感に意識を灼やかれた。


　許容量を超こえた快感に身体は鋭するどく反応して、秘処を無意識のうちに引き締しめた。温かな内部を思うように蹂躙していた雄おすは、その引きちぎるかのような食いつきに、堪こらえていた熱情を解放した。


「───……っ」


　身体の奥底を飛び散る熱い飛沫しぶきに、浩之の雄は、どくどくと残っていた残ざん滓しを溢れ出させた。


　完全に力の抜けた身体を、森山は静かに抱き留めている。抱え上げられていた両脚が静かに下ろされると、浩之はほうと大きく息を吐き出した。かなり無理だった体勢に、身体の節々が痛む。


　汗あせで額に貼はり付いた前まえ髪がみを森山の指が搔き上げた。


「……大丈夫ですか……？　少し、無理をしましたか……？」


「───これが、セックス……？」


「そうですけど……？　あ、もしかして、あの晩のことと間ま違ちがえましたか？」


　図星を指された浩之は拗すねたように口くち唇びるを尖とがらせて、視線を逸そらす。うっすらと頰ほおが染まっている様は、勘かん違ちがいしていたことを白状したようなものだ。


　───そうだけどさっ。まさか、こんなことができるなんて思ってないじゃん？


　そんな浩之を抱きしめながら優やさしく微笑ほほえんだ森山は、今の質問をなかったことにしてくれたようだ。汗の浮いたこめかみに小さく口唇を落としただけで、それ以上は何も言わなかった。


「それにしてもお腹なかが空すきましたね。ヒロは、何が食べたいですか？」


　いつの間にか呼び方が『堀内くん』から『ヒロ』へと変わったことに今いま更さらのように気がついて、浩之は微かすかに顎あごを引くと満足そうな微笑みを浮かべている森山の顔を凝ぎよう視しする。


「どうかしましたか？」


「───なんで、呼び方が『ヒロ』になってるの？」


　深く考えもせずに素す直なおに訊きいた浩之に、森山は思いっきり狼狽うろたえた。いつもは落ち着いたような表情を浮かべている森山が、焦あせったように視線を揺らしている様子に、浩之は驚おどろいてしまう。だが、そんな森山の動どう揺ようが何故なぜか嬉うれしくて、再び問いを重ねる。


「ねえ、どうして？」


　くすくすと笑い出しそうな浩之の表情に、とうとう森山が堪こらえきれなくなり、勢いよく言葉を吐き出した。


「岳が、『ヒロ』と呼んでいたからですっ。僕だって、そう呼びたかったんですよっ」


　何てことない、柴田が浩之のことを『ヒロ』と呼ぶのが、羨うらやましかったのだ。いつか『ヒロ』と呼ぼうと機会を窺うかがっていたということだろうか。


　───……なんか、子供っぽいことも考えるんだな……。


　我慢しきれなくなった浩之が密ひそやかな声で笑い出すと、森山はふいっと顔を背そむけた。本人も恥はずかしいと思っているのか、それとも照れているのか、今ひとつ判別がつかないが、浩之はとてつもなく幸せだった。




おまけ







　暦こよみの上では九月に入ったが、まだまだ暑い日が続いている。開け放した扉とびらや窓からはほとんど風が入ってこず、むっとした湿しつ気けの多い夏の気配が、あちこちにまだ色いろ濃こく残っていた。


　土曜日の二十時ともなれば、柴田道場に人がいることは滅めつ多たにない。だから今も、それなりに広い道場にいるのは、浩之と森山、それに柴田だけだった。


　試合面の一つで、柴田と森山が打ち合っている。だいぶ勘かんが戻ってきたらしい森山が、柴田を押している。体力をつけなければと言っていた通りに、森山の持久力はかなり上がっているようだ。緊きん迫ぱくした鍔つば迫ぜり合いがしばらく続いた後、すれ違いざまに放った森山の抜ぬき胴どうがきれいに決まった。


「やったあっ」


　端はしで見ていた浩之が、自分のことのように喜んで小さくガッツポーズを取る。八年のブランクは大きいらしいが、森山は着実に柴田との差を埋うめていっている。その事実がひどく嬉しい。今はまだ、どうにか森山と打ち合えるが、もう少しすれば自分の方が負けてしまうだろう。


　───仕方ないんだけどね。才能とか、駆け引きとか、そんな土台が違うからさっ。


　森山が強くなることは嬉しいのだが、自分が置いていかれることは、あまり喜べないのだ。面を外した森山が近寄ってくるのを見ながらそんなことを考えて、もやもやとしてしまう。その不快感を紛まぎらわせようと、浩之は柴田に手合わせを申し込んだ。


「おう、いいぞ。おまえにやられるほど、体力は消しよう耗もうしてないしな。ちょうどいいハンデじゃないか？」


　浩之の言葉に、柴田は面めん紐ひもを外し掛かけていた手を止めた。面めん金がねの隙すき間まから口の端を持ち上げ、にやりと笑う様子が窺える。その余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度に、浩之はあからさまにむっとした表情をして見せた。


　手早く面と籠こ手てを身につけると、開始線に立っている柴田と向かい合う。


「お願いしますっ」


　意気込みを見せるかのように語調も強く言い放つと、竹刀しないを上段に構えた。柴田も竹刀を構え、剣けん先さきを重ね合わせていく。


　この勝負は一いつ瞬しゆんで決まった。普ふ通つうにしていてさえ、浩之の勝率はかなり低いのに、多少なりとも頭に血が上っている今の状態では、完全に負け戦いくさにしかならなかった。それでもきちんと一礼をしてから試合面から出ていく。


　柴田も試合面から退場して森山の傍そばに寄ってくると、その場にどっかりと腰を下ろした。さすがに二本手合わせしたのはきつかったのか、柴田の呼吸は荒あらい。籠手と面を取り、手ぬぐいまで取り払はらった。


「おまえは素直だからな。だから、あんな単純なもんでも、心理戦になっちまう。もうちっと強くならねえとな」


「し、心理戦……っ。そんなの、無理です……」


　けらけらと笑う柴田に、浩之は溜ため息をつく。赤の他人ならともかく、柴田や森山相手にそんな高度な技わざが使えるほど、浩之は修業ができていない。


　───できないものはできないしっ。気にしてたら一歩も動けなくなるしなっ。


　がっくりと落ちていた肩かたを再び上げると、今度は森山に手合わせを申し込む。


「僕とですか？　……いいですけど……」


　気が乗らない様子を見せる森山に、浩之はむすっと口唇を引き結ぶ。森山の様子はまるで、柴田の相手はできても自分の相手はできないと言われているような気がする。ひいては、浩之では相手にならないと言っているのではないかと、そこまで勘ぐってしまう。


　なので、足音も荒く開始線に向かう浩之は、先さき程ほどよりよほど冷静さを失っていた。礼もそこそこに剣先を重ね合わせ始める。当然の事ながら感情のままに打ち込んだ竹刀は簡単に止められ、余計に浩之の動きが大きくなり隙すきだらけなものとなっていく。


　この手合わせも呆あつ気けなく決まる。勝ったのは何故なぜか浩之の方だった。五合目で彼の右面が綺き麗れいに決まったのだ。


　しかし、自分が勝ったというのに、浩之はこの結果に納なつ得とくがいかなかった。


「なんで……っ。おれと、手合わせするのは嫌いやですかっ!?」


　今の自分の状態で、あんなに綺麗な面が決まるはずがない。それは自分が一番よくわかっている。だから、森山は自分と真剣に手合わせをする気がない、としか思えなかった。


　───そりゃあ、弱いかもしれないけど……っ。でも、強くなりたいと思ってるのに……っ。


　じんわりと浮うかび掛けた涙なみだを、口唇をきつく嚙かみしめることで堪こらえていると、森山が柴田を気にしながら早口でぼそりと囁ささやいてきた。


「昨日の夜のことを考えれば、気になってしまって打ち込めなくなるんです」


「な……っ」


　森山の言葉に、浩之は真っ赤になる。昨晩の行こう為いがまざまざとよみがえってくる。


　二人で食事をしている時に、明日道場に行きたいと告げていたのを覚えていたらしく、それなりに手加減をしてくれたようで、今朝起きた時も身体からだがだるいとか、立っていられないとか、節々の関節が痛むとか、そういったことはなかった。家を出る時も大だい丈じよう夫ぶだから、と言った。だというのに───。


　───どうして気にするのかなあっ。ああ、もうっ。


　口唇を戦慄わななかせて、何の反応も返さない浩之に、森山が眉まゆをひそめる。


「ヒロ？」


「───っ。知らないっ」


　気き遣づかうように優やさしく名前を呼ばれて、とうとう爆ばく発はつした浩之は足音も荒く場外へ早足で出た。森山がその後に続いて、心配そうに浩之を追いかける。


　いくら話しかけられても、浩之は一向に答えず、黙もく々もくと籠手や面を外していく。それに倣ならって森山も邪じや魔まなモノを外して、浩之の真正面に立ち塞ふさがった。


「ヒロ、せめて返事をしてくれませんか？」


　途と方ほうにくれたような森山の声に、浩之はちらりと視線を投げて寄よ越こしたが、すぐにふいっと顔を逸そらしてしまう。


「……ヒロ……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく森山の様子を、柴田が苦く笑しようを浮かべつつ見ている。


『芳信の奴やつはどうしてヒロには下手に出てるんだ？』という柴田の疑問にはきっと答えられないであろう二人は、目の前で何やらほのぼのとした小さな諍いさかいを楽しんでいる。まるでできたてほやほやの恋こい人びと同士がする『甘い痴ち話わ喧げん嘩か』にも見えてしまう。


　まさか、と柴田の口くち許もとが引きつったことに、浩之も森山も気がついた様子はなかった。彼らは何故だか、自分たちのことで手て一いつ杯ぱいのようだった。だが柴田は、自分の中に過よぎった恐おそろしい想像を一刻も早く打ち払いたくて、更さらに大きな爆ばく弾だんを投下することになるとも知らずに、声を張り上げてしまう。


「そういや、香奈から連れん絡らくきただろ？　あいつ、おまえがまた剣道を始めたことを知らせたら、ひどく喜んでたが『どうして私に知らせなかったんだ』ってすげえ怒おこってたからな」


　ぴたりと不自然に動きを止めた二人に、柴田は小さく首を傾かしげる。よく見れば、森山は頰ほおを引きつらせているし、浩之はきゅっと口くち唇びるを嚙みしめている。自分の発言の何が悪かったのかまるで理解できていない柴田は、おそるおそる口を開く。


「……どうしたんだ……？」


　すると動きを止めていた二人は、柴田を完全に無視してまたもや言い合いを始めた。


「いや、ですからね、ヒロ」


「いいです、それは。前にも聞きましたから！」


「いや、でも納得してないでしょう？」


　ふてくされている浩之を森山が一生懸けん命めいに宥なだめているらしい様子に、柴田は啞あ然ぜんとする。どこからどう見ても、『焼き餅もちをやく恋人の機き嫌げんを取ろうとしている』ようにしか見えない。内心冷や汗あせを流しつつも、『まさか、ねえ』と柴田はあえて不自然に視線を逸らした。これ以上深くはあまり考えたくないような気分だった。


　どこか遠くを見ているような柴田に浩之は気がつき、慌あわてて尚なおも言い募つのろうとする森山の袖そでを引っ張る。


「も、森山さん……っ。その話は別のところで……っ」


「───芳信、です。昨日もそう呼んで欲しいとお願いしましたよね？」


　吐と息いきが触ふれあうほどずいっと顔を寄せられ、浩之は顔を赤らめ息を詰つめる。だが、ここでこれ以上の言い合いをするには、柴田の存在が気になる。ちらちらと視線で柴田の方を窺うかがいながら、浩之は小さく絞しぼり出すような声で森山に言う。


「芳信さん……っ。お願いだから、その話は家に帰ってから……」


　これ以上話を続けようものなら泣き出しかねない様子の浩之に、森山は渋しぶ々しぶと引き下がった。だが、不満をありありと滲にじませた口調で、浩之にだけ聞こえるように囁く。


「わかりました。ヒロが信じてくれるまで、じっくりと時間を掛けてでも話し合いましょうか。いくら言ってもわかっていただけなければ───身体でわかってもらう、というのもいい手段だと思いますから」


「───……っ」


　森山の台詞せりふに、浩之は声にならない悲鳴を上げて身体を震ふるわせた。台詞の後半は微び妙みように熱を孕はらんでいて、しかも耳じ朶だを舐なめられるというおまけつきだったのだ。


　浩之は口唇を震わせながら、心の中で叫さけぶ。


　───それは卑ひ怯きようだっ。おれが絶対に逆らえないってわかってるくせにっ。


　浩之が自分の欲望に逆らえず、快楽に流されやすいことがわかると、森山はセックスの最中に様々な要求をしてくるようになったのだ。曰いわく『芳信と呼んで欲しい』『一いつ緒しよに暮らさないか』などなど。その時の森山は嫌になるほど浩之を焦じらして、どこまでも追い込んでいく。


　───う、わああーっ。


　その時の愛あい撫ぶの数々を思い出してしまい、羞しゆう恥ちに顔を上げられなくなる。ましてや、微かすかに雄おすが勃たち上がりかけているとなれば、いっそ煙けむりのように消えてしまえたらと思う。


「ヒロ？」


　優しい口調で名前を呼ばれるが、返事をするどころではない。浩之には睨にらみつけるのが精せい一いつ杯ぱいだ。そんな浩之に森山はふんわりと微笑ほほえみかけた。


「今日は、早く家に帰りましょうね」


　自分がどんな状態か何となく察していながらも、そんな言葉を掛かける森山に、浩之は何一つ答えられなかった。
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